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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 と して,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は永田東大教授)が 南 極 に向

かって出発 して以来,南 極地域観測隊 は,一 時期の中断期間 を除いて,毎 年派遣 され,極 地研 究 は着実 に発 展 して

きた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核 となる機 関 を設置する必 要が南極地域観 測統 合推進本部,

日本学術会議その他の関係者か ら強 く指摘 された。昭和37年4月 国立 科学博物館 に極地関係 の資料室 兼事務室 が設

置 され たの を皮切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究 セ ンター と発展 的 に改組 されて き

た。 しか し,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴 い,極 地研 究の中核機 関 としては国立 科学博物館 の機 関 としての立

場が必ず しも最適では な くなった ことや,大 学 との連携 を強化するこ とが望 ましい こと等 の理 由のため,昭 和48年

9月29日 に国立科学博物 館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,大 学共 同利 用機 関 としての国立極地研究所 が創

設 された。

昭和48年9月

昭和49年4月

昭和50年4月

昭和50年10月

昭和53年4月

昭和54年4月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和56年10月

昭和58年4月

昭和59年4月

昭和62年4月

国立極地研 究所創設 ・研究 系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設

置 された。 また,南 極の昭和 基地が観測施設 となった。

研究 系に寒地工学研 究部 門,資 料 系にデー タ解析資料部 門,事 業部 に観測協力室,並 びに図書

室が設置 された。

研究 系に地学研究部 門,寒 冷生物学研究部門,資 料系 に低温資料部門が設置 され た。

事業 部観 測協力室 に設営係 と定常観測係が設置 された。

研究 系に極地気 象学研究部 門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学

研究部 門が寒冷生物学 第一研究部 門 と寒冷生物学第二研究部門 に改組 され た。

研究 系の超高層物理学研究部 門が超 高層物理学第一研究部門 と超高層物理学第二研究部門 に改

組 され,寒 地工学研究部 門は極地設営工学研究部門 と改称 され た。 また,観 測協力室の設営係

が設営 第一係 と設営第二係 に改組 された。

管理部 会計課用度係が用度第一係 と用度第二係 に改組 され,図 書室 に図書係が設置 された。

資料系 に限石資料部 門が設置 され,み ず ほ基地が観測施設 となった。

管理部庶務課 に研究協力係が設置 され た。

研究系 の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時 限10年)

研究系 に限石研究部門,資 料系 にオー ロラ資料部門が設置 された。

観測協力室 の設営第一係,設 営第二係,定 常観測係が設営 総括 係,設 営第一係,設 営 第二係 に

改組 され た。

2.概 要

(1)主 要事業

ア)研 究 活 動

研究所及 びそ の他 にお いて,極 地 に関す る科学の総合的研 究活動 を行 う。 これは,研 究 所の専任 及び客 員の教官

による もののほか,大 学共同利用機関の機能 と して,所 外の研 究者 との共同研 究 も行 う。

イ)南 極 観 測 事 業

南極地域観測 の中核機関 として,

成果 につ いて集 中的 に資料 を収集,

観測事業の実施及び観測隊の編 成の準備その他 の協 力業務 を行い,並 びに観 測

整理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表 を行 う。

ウ)大 学院教育に対する協力

国立大学その他の大学の要請に応じ, 当該大学の大学院における教 育 に協 力する。

一1一
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高層物 理学 第 一 研 究 部 門

※ 高層物 理学 第 二:研究 部 門

※ 水 圏 遠 隔 観 測 研 究 部 門

氷 学 研 究 部 門

学 研 究 部 門

一 ※ 地鉱物 ・鉱床 学 研 究 部 門

※ 石 研 究 部 円

理 生 態 学 研 究 部 門

冷 生 物 学 第 一 研 究 部 門

※ 冷 生 物 学 第 二 研 究 部 門

※ 地 設 営 工 学 研 究 部 門

物 系 資 料 部 門
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温 資 料 部 門

一 報 処 理 セ ン タ ー

和 基 地

[,ず ほ 基 地

・(あ す か 観 測 拠 点)

係

係

孫
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孫

孫
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員
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孫

孫
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企 画 調 整 官

管 理 部

図 書 室
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観 測 施 設

評議員会議

国立極 地
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(3)定 員

区 分 所 長
企 画

調整官
教 授 助教授 助 手

事務系
職 員

技術系
職 員

極地観
測職員

計

昭

和

63

年

度

合 計 1 1 7(6) 11(6) 17 25 14 35 111(12

所 長 1 1

企 画 調 整 官 1 1

研 究 系 6(6) 6(6) 12 1 25

資 料 系 1 5 5 3 14

管 理 部 17 2 19

事 業 部 6 8 35 49

図 書 室 2 2

(注)()内 は客員教官の定員で外数であ る。

〈定員の変遷〉

渓 所 長
企 画
調 整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系

職 員
技 術 系
職 員

極地観測
職 員 計

48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

49 1 1
(1)

3(2)
3(1)
4(2)

3

5

5

22

1△1

3
29 68(4)

50 1 1
(2)

3(4)
(2)

4(4)
5

10

2

24

8△!

10
29 82(8)

51 1 1
2(△1)

5(3)

1(△1)

5(3)

l

ll

2

26

2

12
29 90(6)

52 1 1
1(△1)

6(2)

1(△1)

6(2)

l

l2
26

2

14

2

31
97(4)

53 1 1
1(2)
7(4)

1(2)
7(4)

l

l3

1

27

1△1

14
31 101(8)

54 1 1
(1)

7(5)
1(1)
8(5)

1

14
27

3

17
31 106(10)

55 1 1 7(5) 1
9(5)

1

15
26△1

l

l8
31 108(10)

56 1 1 7(5)
1
10(5)

15 26 17△1 31 108(10)

57 1 1 7(5) 10(5) 15 26
1△1

17
31 108(10)

58 1 1 7(5) 10(5) 15 26
1△1

17
31 108(10)

59 1 1
(1)

7(6)
1(1)
ll(6)

15 26 16△1 31 108(10)

60 1 1 7(6) ll(6) 15 26 15△1
2

33
109(12)

61 1 1 7(6) ll(6) 15 26 15
2

35
111(12)

62 1 1 7(6) 11(6) 1

16
26 14△1 35 111(12)

63 1 1 7(6) ll(6)
1

17
25△1 14 35 111(12)

(注)上 段 の数 は,当 該年度 における定員 の増減数で,△ 印 は振替減又は定員の削減の数であ り,(

員 の教官 の定員 で外数 である。

)内 は客
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(4)経 費

国立学校特別会計(項)研 究所((項) 施設整備費を含む)

(単位千 円)

年度 人 件 費 物 件 費 計

48 86,934 53,153 140,087

49 156,495 131,061 287,556

50 208,149 212,942 421,091

51 237,054 343,672 580,726

52 280,699 319,789 600,497

53 319,120 438,971 758,091

54 357,517 664,008 1,021,525

55 409,983 704,596 1,114,579

56 425,947 682,199 1,108,146

57 449,116 610,345 1,059,461

58 470,172 642,888 1,113,060

59 492,592 637,288 1,129,880

60 523,166 613,792 1,136,958

61 562,893 917,625 1,480,518

62 598,502 1,494,868 2,093,370

63 608,875 1,328,040 1,936,915

一4一



一般会計(項)南 極地域観測事業費

(単位 千円)

年度 人 件 費 物 件 費 計

48 5,086 213,972 219,058

49 7,672 297,247 304,919

50 10,885 538,489 549,374

51 11,024 586,504 597,528

52 14,781 738,423 753,204

53 15,480 851,814

1
:867

.294

54 15,333 873,736 889,069

55 19,IO5 940,567 959,672

56 18,793 848,082 866,875

57 18,435 919・1851937・62・

1

58 19,770 1,203,026 1,222,796

59 18,900 1,155,116 1,174,Ol6

60 22,ユ41 1,089,282 1,111,423

61 25,042 808,595 833,637

62 28,472 1,409,849
i

l,438.3211
1

63 27,198 761,209
1

788.4071

`

一5一



(5)施 設

敷 地 面 積

建 物 延 面 積

研 究 棟

管理 ・資料棟

ゲス トハウス

5,945㎡(板 橋 地 区)

1,407㎡(河 口 湖 地 区)

1:蕊躍 論 蠕 〕一

河口湖 ・大石研修施設

河口湖 ・ボイラー棟

372㎡(W地 上2階)

15㎡(B地 上1階)

区立加賀保育園

〕387㎡

一6一



H研 究 活 動

国立極 地研究所 の教官 は客員教官 も含めて,そ れぞれの専攻分野 に応 じ,超高層物理研究 グルー プ,気 水圏研 究 グ

ループ,地 学研究 グループ,生 物学研究 グループに分属 し,研 究 に従事 してい る。極地設営工学は1客 員部門だけ

であるが,そ の重要性 にかんがみ,客 員教官 と隊長経験 を有す る教授 とで グループを構成 してい る。各研 究 グルー

プは前年度 の研究実績 の評価 、将来計画 を考慮 しなが ら,年 度 ごとの研究計画の大綱 を立案 し実行 に移 してい る。

教官 は,そ れぞれ,独 自の研究課題 を持 っているが,所 内の教官,所 外の研究者 と共同研究 を行 うことに よ って,

研究 を多面的 に発展 させ ることに努め ている。

国立極地研究所 と して重点的 に進め る研究 は,特 別共同研究 と して,所 内外の研究者の協 力の下 に推 進 され る。

一方
,公 募 に基づ く一般共同研究,研 究小集会,観 測研究小集会が共同研究の一環 として開催 され,成 果をあげて

いる。

教官全体 による研究談話会,各 研 究 グルー プによる談話会は前年に引続 き活発に行われている。

極地 にお ける研究 ・観測 ・調査 も極地研 究所教官に とって重要である。

これ らの研究の成果は,国 内外の学会,シ ンポ ジウムで発表 され,そ の多 くは,論 文 あるいは報告 として,極 地

研究所発行の出版物や国内外の専門誌等 に印刷,発 表 されている。

〔A研 究〕

1.超 高層 研 究 グ ル ー プ

(1)一 般 研 究

オ ー ロ ラ 粒 子 と オ ー ロ ラ 発 光 強 度 変 化 教 授 江 尻 全 機

第25次 南 極 地 域 観 測 隊 で実 施 した観 測 ロ ケ ッ ト実 験 の 目的 の 一 つ は,オ ー ロ ラを作 る粒子 の エ ネル ギー分布 と ピッ

チ 角分 布 を 明 らか に し,そ の対 応 す る オ ー ロ ラ発 光 の強 度 及 び スペ ク トル を定 量的 に測 定 し,関 連 す る電 離層 電子

密 度 分 布 及 び電 子 温 度 を求 め る こ とに あ っ た。 これ まで,異 な っ た3つ の タ イ プの オ ー ロ ラ(pre-break-up　 sta

ble　arc,　 break-up　 active　 auroral　 arc,　 post-break-up　 diffuse　 aurora)　 で 測 定 され た各 物 理 量 が ど の よ う

に な っ て い る か を明 らか に して き た。 特 に,ロ ケ ッ トに オ ー ロ ラTVカ メ ラ を搭 載 し,2次 元 の オー ロ ラ像 を撮 影

した の は,ロ ケ ッ ト(観 測 点)真 下で は な く,観 測 点 よ り磁 力 線 方 向 の 発 光 強 度 の 積 分 値 を得 る の が 目 的 で あ る 。

実 際 得 ら れ た オ ー ロ ラTV画 面 で 見 る と,地 上 の 全 天 カ メ ラ(地 一ヒか ら視 線 方 向 全 域 の 積 分 値)で 見 て 一様 な オ ー

ロ ラ で も,強 度 の非 一 様 性 が 顕 著 に見 られ,地 上 全 天 カ メ ラで は粒 子 と発 光 強 度 との 対 応 は つ け られ な い こ とが 明

らか に な っ た。 オ ー ロ ラTVのFOV(53° ×33°)内 に,ロ ケ ッ トを通 る磁 力 線 のFoot　 pointが 入 っ て い る時

間 の デ ー タを用 い,オ ー ロ ラ発 光 強 度 と オ ー ロ ラ電 子 の エ ネ ル ギー 分 布 の 関 係 を上 記3つ の タ イプ の オ ー ロラ に つ

い て研 究 を行 っ た。 ま た,こ れ らの 結 果 お よ び全 デ ー タの 集 大 成 を した 。

共 役 点 に お け るELF/VLF電 磁 波 動 に 及 ぼす 太 陽 の影 響 に 関 す る研 究 助教授 佐藤 夏雄

南極昭和基地 と地磁気共役点の アイスラン ドで観測 されたELF/VLF帯(750Hz,2kHz)自 然電磁 波動 強度 の統

計的解析 を行 なった。観1則デー タは昭和基地が7年 間,ア イスラン ドが4年 間分のデ ィジタル記 録であ り,統 計処

理 は大型電算機 を用い た。その結果,次 の ような興味深い統計結 果 と太陽活動の影響 が明 らかになった。

q)電 磁波強度 は明 らか な準周期的変動 を示 した。主な周期はi)1日(正 午が最大),ii)27日,lii)1年(冬 季

が最小),　iv)　ll年(7年 分でデー タでは完全ではないが)。

(2)日 変化や季節変化 は電離層一ヒ層への 日照時間 と良い相関関係 を示す。 この事実は,日 照 が電磁波動 の発生源 で
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ある磁 気圏か ら地一ヒまで伝搬 する経路 内の電離層 に大 きな作用 を与 えてい る事 を示 してい る。

(3)電 磁 波動 の強度変化は,地 磁気活動度 とも良 い相関 を示す。特 に,27日 周期 や11年 周期 は地 磁 気 活動(太 陽

活発)と 一致 している。 この事実 は,電 磁波動 の発生源が太陽活動の影響 を受けている ことを示 してる。

(4)上 記 の結 果 より,電 磁波動 の発生 と伝搬特性 に及ぼす太陽の影響が明 らか になった。

POLAR　 CHORUS　 (2.OkHz)　 at　SYOWA　 and　 SUNLIGHT　 TIME

N＼
丙
=

日
)
＼

〉

ア
2

か
日

の
Z
国
ト
Z
H

0
1981198219831984198519861987

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 YEAR

〔図の説明 〕

昭和 基地で観測 された2kHz電 波 強度 の7年 間の強度変化記録。毎 月の 日照時間 も合せて表示 した。 この図 よ

り日照 時間 と電波強度 とが良い相 関を示 していることが明 らか。 また,平 均 電波 強度 は太 陽活動 が 最大期 の

1981-1982年 まで序々に減少 している。

イ メ ー ジ ン グ ・ リ オ メ ー タ ー の 開 発 助 手 山 岸 久雄

将 来,電 離 層 宇 宙 雑 音吸 収(CNA)を,64本(8×8)の ペ ン シ ル状 ア ンテ ナ ビー ム に よ り,J:次 元 画 像 観 測 す る

こ とを超 高 層 物 理 部 門 は計 画riiで あ る。 こ れ に用 い る配 列 ア ンテ ナ は,8行8列 の ダ イポ ー ル ア ンテ ナ と位 相 回路

網(64入 力 バ トラ ーマ ドリク ス)と で 構 成 され るが,そ の 構 成 要 素 で あ る,1列(8本)の ダイ ポ ー ル ア ンテ ナ と8入

力 バ トラ ーマ トリク スを試 作 した。 両 者 を組 み 合 わ せ る こ とに よ り,天 頂 角 ±45°の 範 囲 を8本 の フ ァ ン ビ ー ムで

カバ ーす る配 列 ア ンテ ナ を構 成 す る こ とが で き る。 この ア ンテ ナ を 海 外学 術 調 査 の一 環 と して,グ リー ンラ ン ド西

海 岸,ゴ ッ ドハ ー ブ ンに設 置 し,オ ー ロ ラ に伴 うCNAの 実 地 試験 観 測 を行 っ た。 ア ンテ ナ を 東 西 方 向 及 び 南 北 方

向 に そ れ ぞ れ一 列 ず つ 配 置 し,上 空170km四 方 の 電 離 層D層 を南 北8本,東 西8本 の フ ァ ン ビー ム に よ格 子 状 に

カ バ ー し,こ こ で起 こ るCNAの 二 次 元 分 布 を推 定 した 。
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オ ー ロ ラ サ ブ ス トー ム に 伴 う沿 磁 力 線 電 流 分 布 助 手 藤 井 良 一

沿磁 力線 電流(FAC)は,サ ブ ス トー ム過 程 に重 要 な役 割 を果 た して い る。 しか しサ ブ ス トー ム に伴 うFACの 分

布 ・変動 等 の諸 特 性 や,　FACと 深 い結 び付 きの あ る電 場 や 降下 粒 子 が ど の よ う な振 舞 い を す る か に つ い て は 未 だ

よ く分 っ て い な い 。

そ こで,サ ブ ス トー ム時 に出 現 す る典 型 的 な オー ロ ラ形 態 で あ るbulge　 type及 びSurge　 type　 の オ ー ロ ラ に

伴 うFAC分 布 と電 場 ・粒 子 降下 分 布 に つ い て研 究 を行 っ た。 使 用 した デ ー タ はDynamics　 Explorer(DE)-2衛

星 か ら得 られ た磁 場 ・電 場 及 び 降下 電 子 デ ー タ と,そ れ ら と同 時 に観 測 され たDE-1衛 星 か ら得 ら れ た オ ー ロ ラ

画像 で あ る。

1.　Bulge　 type

1)　bulge本 体 の 高 緯 度 部 分(通 常discreteで 強 いauroraが 出現 して い る)で は,電 離 層 か ら磁 気 圏 に 向 か

う(.ヒ向 き)FACが 存 在 して い る。

2)こ の上 向 き電 流 は方 向 と して午 後 側 のRegion　 !　FACに 対 応 して い るが,電 場 や 降 下 粒 子 パ タ ー ン か ら

は2つ の部 分 に分 か れ る。1つ は,こ の上 向 き電 流 の高 緯 度 側 半 分 で,こ れ はそ の 更 に高 緯 度 側 に下 向 きの

FACを 伴 いペ ア とな っ て い る。 こ のペ アFACは,極 冠 帯 内 で 観 測 され る低 緯 度 向 きの,緯 度 方 向 に 極 め て

狭 く強 い電 場 スパ イ ク を伴 っ て い る 。即 ち,こ の ペ アFACは,緯 度 方 向 に 狭 いanti-sunwardのplas

ma　 convection領 域 に 位 置 して い る 。 も う一 つ は低 緯 度 側 半 分 で,こ れ は電 場 か らい う とオ ー ロ ラ 帯 に 見

られ る高 緯 度 向 き電 場(sunward　 convectiOn)領 土或に出 現 して い る。

3)こ の2つ に分 か れ る上 向 き電 流 領 域 は降 下 粒 子 か ら見 て も,高 緯 度 側 は加 熱 を受 けた バ ー ス ト的 な 降 り込

み に,低 緯 度 側 はinverted　 Vの 領 域 に各 々対 応 して い る。

4)こ の上 向 き電 流 の低 緯 度 に は下 向 き電 流(Region　 2)が 存 在 してい る。

5)　bulge本 体 か ら離 れ た 領 域 で は,　Region　 l,　2FACが オ ー ロ ラ帯 電 場 領 域 に観 測 され る。

6)以 上 よ り,2)で 述 べ たbulgeの 高 緯 度 部 分 に現 れ る,強 い電 場 スパ イ ク に伴 う上 向 きFACと そ れ の 更

に 高緯 度 側 にペ ア に な っ て現 れ る下 向 きFACが,　 bu!geの 発達 に よ り出現 す る電 流 系 で あ る と思 わ れ る。

2.　 Surge　 type

l)　surge本 体 部 分 か らは 強 い 上 向 きFACが 流 れ 出 て い る 。 そ の 高緯 度側 に は強 い 下 向 きFACは 伴 わ れ て い

な い。 上 向 きFACは,　 bulgeの 場 合 と同様,極 冠 帯 型 及 び オ ー ロ ラ帯 型 電 場 両 方 の 領 域 に ま た が っ て 存 在

して い る。 こ れ の低 緯 度 側 に は下 向 き のRegion　 2　FACが あ る 。

2)　 surgeの 西側 ・東 側 のdiscrete　 aurora全 体 とdiffuseauroraの 一 部 分 に は上 向 き電 流 が 存 在 し,そ

の高 緯 度 部 分 は,極 冠 帯 電 場 領 域 に あ る。 その 更 に高 緯 度 側 に は下 向 きFACが 出 現 し,こ の ペ アFACは ス

パ イク的(緯 度 的 に狭 い)な 電 場(anti-sunward　 convection)を 伴 って い る。

む

低 緯 度 オ ー バ ル に現 わ れ る6300Aア ー クの 形 態 助手 ・』・野高幸,教 授 平澤威男

1984年 昭和基地 において観測 された単色光 オーロラ画像 データ並 びに同時観測 によるDMSPオ ーロラ粒子デー

タを用いて,夕 方側 オー ロラオーバルの構造 の解明が進 め られている。 夕方側 オーロラオーバ ルは,既 して高緯度

端にデ ィスクリー トアー クが存在 し,そ の低緯度側 にデ ィフユーズオーロラが分布す る形態 を持つ が,こ こで は,
　

低 緯 度 デ ィ フユ ー ズ オ ー ロラ 中 に現 わ れ,6300Aに 特 に顕 著 の 発 光性 を持 つ ア ー クの性 質 に つ い て 示 す。
o

1.6300Aア ー ク の形 態 の 概 要

1出 現 領域
む

6300Aア ークはオーバ ルの低緯度境界付近 に出現す るが,特 にCPS電 子 降下 域 の低緯 度境 界 との対 応が

良い ように見 うけ られ る。従 ってサブ ス トーム回復期 の早期 にはパル七一テ ィングオーロラの低緯度境界付

近 に出現 し,ま た後期 には プロ トンオー ロラ中にデ ィスクリー トアー クが出現 する様 に見 られる。

2発 光 スペ ク トル
む む

6300Aア ー クの発 光 強 度 は約100R程 度 で あ るが この ア ー ク と空 間 的 に対 応 す る オ ー ロ ラ発 光 は,5577A
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む

画像上で は存在 したと しても極 く微弱であ る。観 測で得 られる6300Aの 発光強度比は,3以 上であ り,極 め

て低エ ネルギーの電子 によるオー ロラ発光 と見なす ことがで きる。

3.ア ー クの形状 と運動
　

6300Aア ー クは東 西 に 長 く延 び た極 く薄 い ア ー ク の形 状 を呈 す る。 ア ー クの 厚 さは 地 一ヒよ り観 測 す る限 り
　

10～20krnよ り薄 い と考 え られ る。6300Aア ー クは 明 瞭 な 西 向 き ドリ フ ト(約lkm/sec程 度)を 伴 っ て 出 現

す る事 が 多 く,ま た視 認 で き る時 間 も他 の オー ロ ラ現 象 と比 較 して短 時 間 で あ る(～ 数 分程 度)。

ll.　対 応 す る オ ー ロ ラ粒 子 降 下
　

DMSP衛 星 に よる電 子 及 び イ オ ンの粒 子 観 測 との 同時 観 測 よ り,6300Aア ー クは,数 十 ～ 数 百eV程 度 の

超 低 エ ネ ル ギ ー電 子 降 下 に よ り発 光 して い る こ とが 判 明 した 。　DMSP観 測 に よ れば,超 低 エ ネ ル ギ ー 電 子 降

下 は,～108/cm2・sr・sec程 の 強 い フ ラ ッ ク ス を持 ち,夕 方 側 低 緯 度 オ ー バ ル に於 い て は,持 続 時 間1～2

秒 の短 い スパ イ ク状 の 現 象 と して 観 測 され て い る。　DMSP衛 星 の速 度 が 約8km/秒 で あ る 事 を考 慮 す る と,
　

この持続時間 はほぼ地上観測で得 られ る6300Aア ークの厚 さ と一致 している。 さらに電子のエ ネルギースペ ク

トルは,何 らか の加速機構の存在 を裏付 けるものであ る。

大 気球 に よ る電 離 層 電 場 の 観 測 助 手 門倉 昭

1988年5月18日,宇 宙科学研究所三陸 大気球観測所 におい て,大 気球 による電離層電場の観測 を行 った。気球 高

度における電場 は大気活動 に起 因す る垂 直成分 と電離層起源 の水平成分 に分け られ,中 低緯度では前者は後者 より

も2桁 程大 きな値 を持 つため,水 平成分測定用 プロー ブの わずか な傾 きが,垂1白:成分の水平成分への混入 として現

われ,従 来か ら観測 されている中低緯度 の電離層電場 といわれるもの は理論的 に予想 され る値 よ りも常 に数倍大 き

い値 を持 っている。 この研究 の最終 目的は,大 気起源 と電離層起源の2つ の電場 を峻別 し,電 離層電場 について よ

り定 量的な議論 を行 な うこ とので きる観測 器を開発す ることにある。1988年 の実験で は,観 測器の基礎的 な性 能の

確認のため,電 場 測定 器は水平1成 分のみ とし,　1rpm回 転に同期 した正弦波 的な信号 が どの程度確実 に得 られる

か,を 主な 目的 とした。放球 後,電 位 出力は飽和 レベ ルに達 し,水 平浮遊高度到達後数時間で,　PCM信 号 が途 断

えた。第30次 南極 地域観 測隊において同 タイプの観測 器を用 いた大気球実験が計画 されてお り,そ の ための種々の

問題点 を明 らかにする ことがで きた。
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(2)共 同研究

励 特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

平 澤 威 男 国立極 地研究所 ・教授 オーロラ現象 の地磁気共役性 の研究

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

前 澤 潔 山形大学(理)教 授 CNApu!sationと そ の 関連 現 像 の 共役 性

桜 井 亨 東海大学(工)教 授 共役点観測デ ータに基づ くULF波 動の研究

斎 藤 尚 生 東北大学(理)教 授 太陽風 によるサ ブス トー ム及びULF磁 波擾乱

小 玉 正 弘 山梨医科大学教授 オー ロラX線 像の研 究

巻 田 和 男 拓殖大学(工)教 授
閉 じた磁力線域 と開いた磁 力線域 とで見 られ るオー ロラ及びそ

の関連現象の比較

ヒ 出 洋 介 京都産 業大学(理)教 授 磁気圏一電離圏 一熱圏 カップ リングと極地現 象

早 川 正 士 名古屋 大学(空 電研)助 教授 衛 星 デ ー タに 基 づ く磁 気 圏VLF,　 UI.Fの 本 質 的 差 異

北 村 泰 一 九州大学(理)教 授 赤道ULFと 極 致ULFの 本質的差 異

麻 生 武 彦 京都大学(」:)助 教授 オー ロラ画像解析手法 の研究

横 山 俊 昭 愛媛大学(教 養)助 教授 オー ロラ分光測定器 の開発研究

西 野 正 徳 名古屋大 学(空 電研)助 手
伝搬方 向測定 に よる電離層 内オーロラ ヒスの発生お よび伝搬の

解 明

福 西 浩 東北 大学(理)教 授
オ ー ロラ観 測 用 フ ァブ リーペ ロ ー ド ップ ラ ー イ メ ー ジ ン グ シ ス

テ ム の 開発

角 村 悟 地磁気観測所研究官 極光現象 と地磁気擾乱 との関連 につ いての研究

菊 池 崇
通信総合研究所平磯支所
主任研究官

掃天型 リオメー タによる高エ ネルギー粒子降下の時間空間分布
の研究

永 野 宏 朝 日大学(教 養)教 授 磁気嵐急始部 とそれに伴 うULF波 動 の研究

木 村 盤 根 京都大学(工)教 授 地上VLF電 波源信号の遠距離電離層透過特性

松 本 治 弥 神戸大学(工)教 授 人]1衛 星EXOS-Dと 地一ヒ観測デ ータとの比較研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

小 川 忠 彦 通信総合研究所室長 VHF及 びHFレ ー ダに よる極域 プラズマ運動 の研究

丸 橋 克 英
通信総合研究所平磯支所
支所長

南北極域 の準 リアル タイムデー タを用 いた宇宙天気予報の研究

恩 藤 忠 典 通信総合研究所室長 ISIS衛 星テ レメ トリーに よる極域 電磁 圏の電磁波放射 の研究

森 弘 隆 通信総合研究所室長 S-310JA-ll,-12号 機 に よ る プ ラ ズマ 波 動 観 測 結 果 の 解 析

松 本 紘
京都大学超 高層電波研究 セ ン

ター教授
極域 にお けるプラズマ波動粒子相互作用の理論 ・計 算機 実験

大 家 寛 東北大学 理)教 授 極域 にお ける衛星 ・地上観測デー タの総合的解析に基づ く極域

電離圏 プラズマの研究

長 野 勇 金沢大学(工)教 授
ワイ ドバ ン ドTMを 利用 した ロケ ッ ト搭載 電磁 界多成分観測装

置及びそのデー タ解析 法の開発

南 繁 行 大阪市立大学(:L)助 手 磁気圏における粒子 エ ネルギーの輸送 に関する研究

橋 本 弘 蔵 東京電機大学(工)助 教授 飛翔体 を用いた極域 における波動現 象の研究

金 田 栄 祐 東京大学(理)助 手 オ ー ロラ サ ブ ス トー ム の発 生 ・終 息 状 態 に 関す る基 礎 研 究

小 川 俊 雄 高知大学(理)教 授 極域 における電場 の研究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(海外学術研究)

グ リー ンラ ン ド ・ア イ ス ラ ン ド ・ス ピ ッツベ ル ゲ ン地 域 に 平 澤 威 男 佐 藤 夏 雄

おける極域電磁現象の特性 研 究系 ・教授 山 岸 久 雄

藤 井 良 一

小 野 高 幸

宮 岡 宏

(一般研究B)

南 北 両 半 球 デ ー タ を用 い た オー ロ ラ ダ イナ ミッ ク ス及 び 生 平 澤 威 男 鮎 川 勝

成機構の研究 研究系 ・教授 佐 藤 夏 雄

Lh　岸 久 雄

藤 井 良 一

小 野 高 幸

宮 岡 宏
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Plsationsand　 concurrent　 auroras　 in　 the Kokubun,　 S

dawn　 sector Oguti,　 T

Ogawa,　 T

Iwagami,　 N

Kitamura,　 T

Sake,　 O

Araki,　 T

Makita,　 K

Watanabe,　 T

Sato,　 N

Horita　 R.　 E.

Kim,　 J.　 S.

掃天型 リオメー タの開発 山岸久雄 南 極 資 料VOL33,No.1
'89

.3

菊池 崇 17-32

Results　 of　Sounding　 Rocket　 Experiments Ejiri,　 M. UpPer　 Atmosphere
'88

.11.14

at　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1984 Physics　 Division,

NIPR,261P.
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(イ)口 頭に よる発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

A　 COORDINATED　 SATELLITE　 AND 1中 島英彰,福 西 浩 第83回 地球電磁気 ・地球惑
'88

.4

GROUND-BASED　 STUDY　 OF　 {小 野高幸 星圏学会
PULSATING　 AURORAS

ロ ケ ッ ト及 び地 上 観 測 に よ る オー ロ ラ発 光 高 度 江尻全機 〃 〃

の推定

昭和基地掃天 リオメー タ観測に よる光 池田修一,山 岸久雄 It 〃

オー ロ ラ と オー ロ ラ吸 収 の 相 互 関 係 菊池 崇

NNSSテ レ メー タ電波 を用 い た ブ ラ ジ リア ン ・ 小野 高幸, 〃 〃

アノマ リー電離層擾乱 の観測 A.　 FOPPlano

小川忠彦

オー ロラの南北 共役性 の時間的変化 平澤威男,小 野高幸 〃 〃

午 前側 オー ロラに伴 うPC5帯CNA脈 動 菊池 崇,中 村 るみ 〃 り

大和 田 毅,山 岸久雄

小 日 高

掃 天 リオ メ ー タ と掃 天 フ ォ トメ ー タに よ る オ 司 池 田修 …,山 岸 久 雄 第84回 地球電磁気 ・地球
'88

.10

ロラ吸収 とオーロラ光 の比較
{佐 藤 夏雄,菊 池 崇'芳野 赴 夫惑星圏学会

フ ァブ リーペ ロ ー ドップ ラ ー イ メ ー ジ ン グ シ ス 岡野章一,中 島英彰 〃 〃

テムの開発:大 気光の予備観測結果i塩 川和夫,福 西 浩

小野高幸,平 澤威男

ポーラーパ トロー ル気球 の南極大陸周回実験1宮 岡 宏,向 井裕之 〃 〃

斎藤浩明,藤 井良一

江尻全機,平 澤威男

山一ヒ隆正,太 田茂雄

秋山弘光,山 中大学

小 玉正弘,西 村 純

地 磁 気 共 役 点 にお け るPolar　 Chorusの 放 射 笹原敏 也,佐 藤夏 雄 〃 〃

強度,発 生頻度の季節変化,年 変化 と太 陽活動 前澤 潔
の関係

夕 方 側 オー ロ ラオ ー バ ル にお け る オ ー ロラ 及 び 小 野高幸,平 澤威男 tt り

オー ロラ粒子降下の特性 C.-1.Meng

掃 天 型 リ オ メー タ と通常 型 リ オ メー タ とに よ り 山岸久雄,菊 池 崇 〃 〃

観測される電離層吸収現象の特性比較 佐藤夏雄,池 田修一

芳野赴夫

磁気圏電場 ドリフ トに よるオー ロラ吸収領域 の 菊池 崇,山 岸 久雄 〃 〃

移 動 一昭和 基 地掃 引 ビー ム リオ メ ー タ観 測 一 池 田修一
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

RELATIONSHIPS　 BETWEEN　 LOW 中島英彰,福 西 浩 第84回 地球電磁気 ・地球惑
'88

.10

ENERGY　 ELECTRON　 PRECIPITATION 小 野 高 幸,　 F.　 J.　 Rich 星圏学会
EVENTS　 IN　 DIFFUSE　 AURORA

REGIONS　 AND　 FIELDALIGNED

CURRENTS

オーロラサ ブス トームに伴 う沿磁力線電流分布 藤井良一,杉 浦正久 〃 tl

R.　 A.　 Hoffman

J.　D.　 Craven

L.　 A.　 Frank

N.C.Maynard

南 極 ロ ケ ッ トに よ るQuiet及 びActiveア ー ク 塩川和夫,福 西 浩 〃 り

中での磁気圏 一電離圏結合過程の観測 山岸久雄,宮 岡 宏

藤井良一,遠 山文 雄

カスプ領域お よびオーロラ帯の両共役点で観測 利根川 豊,福 西 浩 〃 〃

されたPc3脈 動 L.　 J.　Lanzerotti

佐藤夏雄

パ ル 七 一 テ ィ ング オ ー ロ ラ に伴 うPc2-3帯(周 佐藤夏雄 〃 〃

期 ～10-15秒)地 磁気脈動 の特性 とその共役性

共役点 におけるPc3-5帯 地磁気脈動 の季節変化 斎藤浩明,佐 藤夏雄

利根川 豊,芳 野赴夫

Magnitude　 of　 cosmic　 noise　 adsorption 平澤威男 第12回 極域 におけ る電離圏
'89

.1

(CNA)　 over　 the　 southern　 polar　 region　 at 磁気圏総合観測

the　 time　 of　 sc　and　 sc　triggerd　 substorm

オー ロラに伴 うCNA強 度 の空 間分布 につ いて 池 田修一,山 岸久雄 〃 Pt

佐藤夏雄,菊 池 崇

芳野赴夫

Pc5脈 動 に伴 う高エ ネルギー粒子の振 り込みに 坂 翁介,山 岸久雄 Il 〃

つ い て 菊池 崇

共役 点におけるPc3-5帯 地磁気脈動 の季節変化 斎藤浩明,佐 藤夏雄 〃 〃

利根川 豊

o

低緯度オーバ ルに現 われる6300Aア ー クの形態 小野 高幸,平 澤威男 〃 〃

単色光画像 を用いた朝側 オーロラオーバ ル形態 潜屋浩一,小 野高幸 ,, 〃

の解析 平 澤威男,芳 野赴夫

サ ブ ス トー ム 時 のField-aligned　 current分 布 藤井 良一 〃 〃

R.　 A.　 Hoffman

杉浦正久

磁 気 圏 赤 道 面 にお い て 観 測 され る　"nose"現 象 池辺 洋,江 尻全機 〃 〃

に関連する粒子束分布の計算 芳野赴夫
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

PPB(南 極周 回気球)飛 翔実験 デー タの解析 宮 岡 宏,藤 井 良一 第12回 極域 における電離圏
'89

.1

江尻全機,平 澤威男 磁気圏総合観測
山－L隆正,太 田茂 雄

秋 山弘光,並 木道義

山中大学,小 玉正弘

西村 純

他PPBワ ー キ ン グ グ

ル ー プ

ア イ ス ラ ン ドで 観 測 され た ノ ル ウ ェ ー ・オ メ ガ 荒木 喬,佐 藤夏雄 〃 〃

電波の位相の季節変化 藤井良一,菊 池 崇

フ ァ ブ リーペ ロ ー ドッ プ ラ ー イ メー ジ ン グ シ ス 岡野 章一,中 島英彰 〃 It

テムの開発:大 気光観測結果 塩川和夫,福 西 浩

小野高幸,平 澤威男

昭和基地大型短波 レー ダ計画 小川忠彦,藤 井良一 t) 〃

江尻 全機,平 澤威 男

Evidence　 of　 Magnetospheric　 Cavity 湯元清文,高 橋 主構 ,「 〃

Waves　 Obtained　 by　 Multiple 桜井 亨
Groundbased　 and　 Satellite　 Observations P.　 R.　 Sutcliffe

國分 征,斎 藤尚生

H.　Luhr,　 　 桑 島 正 幸

佐藤夏雄

南極大気球実験で観測されたX線 脈動現象の空 鈴木裕武,山 岸久雄 〃 It

間分布特性と地磁気共役性 小 島年春,平 島 洋

村上浩之,平 澤威男

佐藤 夏雄,山 上隆正

福西 浩,小 玉正弘

地磁気 共役点付近 でのCNA脈 動解析 とそのソ 渋谷仙吉,樋 口喜啓 〃 ル

ー ス の移 動
佐藤夏雄,前 沢 潔

地磁気共役点 におけるELF-VLF放 射 の放射 笹原敏也,佐 藤夏雄 〃 tt

強度,発 生頻度 の季節変化,年 変化 と太陽活動 前沢 潔
の関係

規則 的なパル七一テ ングオーロラと地磁気脈動 佐藤夏雄,長 門 健 り 〃

の関係

A　 Giant　 Pulsatin　 Event　 Observed　 at 利根川 豊,高 橋主衛 lt 〃

Syowa-lceland　 Conjugate　 Stations　 and 佐藤夏雄,小 野高幸

on　the　 AMPTE/CCE　 Satellite

オーロラ立体観測画像の解析手法 について 麻生武彦,橋 本 岳 り 〃

安陪 稔,江 尻全機

小野高幸

Drift　 of　 Auroral　 Absorpton　 Region 菊池 崇,山 岸久雄 〃 〃

due　 to　 Magnetospheric　 convection 池田修一

ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ域 の オ ー ロ ラ ・ダ イナ ミク ス 巻田和男,山 岸久雄 〃 ,,

(1) 江尻全機,平 澤威男
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2.気 水 圏研 究 グ ルー プ

(1)一 般研 究

み ず ほ700mコ ア解 析 に基 づ く極域 物 質 循 環 の研 究 助教授 藤井理行,教 授 渡辺興亜

1982年 か ら5か 年 間実施 された東 クイー ンモー ドラ ン ド地域雪氷研究計画 では,長 期 の気候 ・環境変動 を研究 目

的 として,み ずほ基地で氷床 中層掘削 が行 われ700.56m深(推 定年代,8～9×103年 前)ま でのコアが得 られた。

コア解析 は,共 同研 究 として,さ まざまに行 われているが,こ こでは,固 体微粒子(直 径0 .63μm以 上)濃 度,安

定酸素同位体組成(δ'80),電 気伝導度 お よび化学主成分 のこれまでの分析結果 から,南 極 お よび南 半 球 スケ ー

ルでの物 質循環 の変動 を検 討 した。

みずほ コアでは,固 体微粒子濃度,電 気伝導度 や δi80が,440m深 付近(約5,000年 前)を 境 に大 きく変 化す る。

δi80の深度130～440mで のプロ ファイルは,後 氷期 の南極 における寒冷気 を示 している。 この時期 は,固 体微 粒

子濃度が高 いが,藤 井 ・渡辺(1987)は,こ の時期,オ ース トラ リアが乾燥化 していたこ とから,南 極 の寒冷化→南

半球 における気候帯 の北方 シフ ト=亜 熱帯高 圧帯 の北方 シフ トによる中緯度 大陸 の乾燥域 の拡大,と いう過程 を考

えた。

Na+に は興 味ある変動傾 向がみ られる。　Naの 起源 としては,海 塩 の他 に"terrestrial　 salt"　が重要であるが,

ドームCコ アの後氷期 におけるNaの96%が 海塩起源(Legrand　 and　 Delmas,　 1988)　なので,こ こで もNaを

海起源の物 質 と考 える。　Naの 変化 の傾 向は,固 体微粒子濃度 の変化 の傾 向 とほぼ一致 してい る。　Naと 固体微 粒

子は起源が異 なるので,こ の変化傾 向の一致 は,氷 床 内陸部へ の物 質輸送力,言 い換 えれば,大 気 の循環系 の変化

(低気圧 活動の変化)を 第一義 的に示す もの と考 え られる。 すなわち δi80の示す南極 の寒冷期 には,低 気 圧撹乱 が

活発で,南 極 大陸 をとりまく海洋や中緯 度帯 の陸か らの物 質輸送 が盛 んであった と言 えよう。

北極 圏 に お け る雪 氷 コア に よ る気候 ・環 境 変 動 助教授 藤 井理行,教 授 渡辺興亜

北極圏には,グ リー ンラン ド,ス バルバール,エ ルズ ミアな どで大規模 な氷床 か ら小規模 な氷床 まで多用 な氷河

が存在 し,南 極圏 とは対象的な雪氷圏 を構成 している。地球規模 の気候 ・環境変動 との関連 において,こ の両極の

雪氷圏が果たす役 割は異な るが,北 極 圏 を考 えて も,多 用 な氷床 ・氷 河群 は,多 用 な気候 システムに対応 した変動

特性 を示す と予想 され る。 このため,北 極圏における長期気候 ・環境 変動 を明 らかに し,そ の変動気候 を研究す る

ため,1987年4月 ～7月 に ノル ウェー南部 とスピッツベルゲ ンで雪氷 コア掘削 を海外学術調査 として実施 し,そ れ

ぞれ基盤に達す る46.96m,85.6mの コア を得た。

スピッツベルゲ ンの60m以 深 のコアには,バ クテリアの塊が散見で き,そ の うちの大 きな3つ の塊 を用 いた炭

素 一14年 代は,4200～5700年 の年代 を示 した。後氷期 の温暖期 である ヒプシサ ーマルに,こ の氷河上 ではバクテ リ

アが繁殖する ような池が存在 していた ことが推定 される。 また,　pHや 電気伝導度 の測定結果 は.火 山 シ グナル を

明瞭 に示す とともに,小 氷期 に相 当する時期 に海 洋や大陸起源 の物 質が多量 に輸送 される環境 にあったこ とを示 し

た。

白瀬 氷河 の変 動 助教授 西尾文彦

南極氷床には周囲に比べて流速が著 しく速 い氷流 が存在す る。 白旗氷河 は南極氷床 の中で最 も速 い流速 を有す る

氷流 に属 してい る。中で も白旗氷 河末端 の浮氷舌部分 では,約2.5km/年 と速い。末端 の浮氷 舌 は南 極 観測 が始

まって以来の観測に よれば,海 岸線 か ら約70km延 びていたのが後退 し,現 在 では ほぼ一 致 した位 置 に存在 して

い る。 白旗氷 河の中流域 では氷厚 の減少 が起 こってお り,氷 床底部 での底面滑 りが生 じていると考 え られて いる。

約24万km2の 面積 を持 つ白旗氷河の流域 で,現 在何 が起 こっているのかを,過 去5年 間 の観測 結果 に基 づ いて明

らか にしてゆ く。

白旗氷河流域の氷床表面の水平 速度 成分の動 きについて,不 動点 か ら伸 ば した三角鎖 による三角測量 や人工衛星

による位置決定法か ら求めた測定値 を収 集 し,以 下 の結果 を得 た。 白旗氷河流域は,氷 流の幅 が約20kmの 白旗
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氷 河へ と収 れん している。流線 に沿 って源流域 から流出 日への速度 は増加 し,流 出口 に近づ くにつれて急速に増す。

この様 な表面速度分布 は流線が収 れんす る流線 モデルによってほぼ説明す ることが出来 た。一方,氷 床の厚 さが減

少 するこ とが見 いだされた南緯72°に沿った地域 か ら,流 線 沿いの氷厚 減少 を調べ てみる と,同 様 に氷厚 減 少が起

こってお り,特 に下流域 では大 き く2m/年 近 くに達す る。 この氷厚減 少の原 因は,底 面滑 りが起 こ り,氷 床底 面

の氷温 が圧力融解点 に達 したため と考 えている。表面歪 のデ ータをもとに局所質量収支の式か ら求めた底面滑 り速

度 は,実 測 された表面速度 の約50%に なるこ とが示唆 され た。

衛 星 デ ー タ に よ る南 極域 の 雲 分 布 の 導 出 助教授 山内 恭

南極域 にお ける気候変動 に関す る総合研究の一環 と して,雲 気候,即 ち雲の分布 を衛星デー タか ら導出する こと

が課題 である。雲 は,放 射収支 を通 して,ま た水輸送の一形態 と してそのふ るまい,分 布が気候に大 きな影響 を与

えるため,そ の分布特性 を知 ることは,気 候研究の中で重要 な一面であ る。 この 目的のため に,昭 和 基地では従 来

か らのNOAA衛 星の受信 を継続す ると共 に,第28次 隊 よ り上記気候変動観測の中で受信 した衛星データ(AVHRR)

の現場処理 を開始 した。

今年度は,こ の処理 されたAVHRR画 像デー タをもとに,雲 検 知方法の開発,そ の検 証 を行 っ た。 極 域 の雪 ・

氷面上の雲 は,そ の見分け方が大変難 しいが,赤 外域 の多チ ャンネルデー タを組 み合わせる ことによ り,あ る程度

の雲の検知が可能 とな って きている。

昭和基地 における地上観測(目 視雲観測,放 射 観測,マ イ クロ波観 測等)と 衛 星か ら求めた昭和基地近傍 の雲量

(32x32ピ クセ ル:約35km四 方)を 比較 した ところ,3.7/tmと11μlnの2波 長帯 のチ ャンネルの輝度温度差 によっ

て求めた雲量が よい結果 を示 した。11μ と12!tの 輝度温 度差 に よる雲 量は,雲 量の少 ない時 に過大評価,雲 量が多

い ときに過小 評価 の傾 向がある ことが示 された。その他,衛 星観測 との対応づ けの基礎資料 とすべ く,地 上放射観

測デー タ,海 氷 アルベー ト観測デー タの解析 を進 めた。

1988年 南極 の成 層 圏突 然 昇 温 とオ ゾ ンホ ー ル 助手 神沢 博,教 授 川rI貞 男

1988年 の8月 末か ら9月 初めにかけて昭和 基地上空 において成層圏突然昇温が観測 され た。 この真冬の時期の昇

温 としては,昭 和 基地の観 測始 まって以来 の記録 である。 この昇温 の大 きさは,北 半球の有名 な1963年突然昇温に,

匹敵あるいは凌駕する。 また,こ の突然昇温 の後,突 然降温 が起 こった。 この昇温,降 温 を含めて約2週 間程度で

温度が変動 した。 この ように2週 間周期現象 が顕著 にみ られたの も,こ の年の特色で ある。8月 か ら!l月 の期間の

ほ とん どを通 して,30rnb(高 度約22km)の 温 度は,1988年 はこれ までの23年 間の最高温度 を示 した。オゾンホー

ルが これ までの観測 か らでは最 も深 かったこ とで知 られる前年 の1987年 が,ほ ぼ最低温度 を示 したの と対照的であ

る。

8月 末 か ら9月 初めにかけての突然昇温 と軌 を一 に して,昭 和基地上空 のオゾン全 量も急増 した。 これ も,や は

り真 冬のこの時期 の急増 としては昭和 基地 の記録 である。 また,こ のオゾン急増 の大 きさは,1963年 突然昇温時の

Edmonton　 (カナ ダ)上 空でのオゾ ン増加 の大 きさを凌駕す る。 この時期 に昭和基地 で行 わ れた オゾ ンゾ ンデの

観測か ら,オ ゾ ンが増 えた層 は50mb面 付近(高 度約18km)を 中心 とす る下部成層圏 であ る こ とが わか る。 温 度

の変動 に対応 して,約2週 間程度 の顕著 な変動 を示 したの も1988年 の特色 である。8月 からll月 の期 間を通 してみ

る と,オ ゾ ンはこれ までの観 測値 のほぼ中間である。温度 の ように最 高は示 さなかった。

1988年 の冬 に起 こった突然昇温 は,北 半球 の冬の大突然昇温(mid-winter　 major　 warming)の よ うに下 部

成層圏において暖域 が一 時的に極 を被 って しまうような ものではなかった。 しか しなが ら,暖 域が極 からずれ てい

ただけで,そ の昇温 の規模 は大 きな ものであった。

また,ほ ほ2週 間周期 での温度 お よびオゾ ン全 量の時 間変化 が,1988年 に顕著 にみ られたのは非常 に興 味深 い。

冬 に突然昇温 がある と,そ の後,突 然 降温がお こる。北半球 の場合 は,1973年 の例 のよ うに,突 然降温 の後,静 か

に夏へ と移行 するこ ともある。一方,南 半球 の場 合は1988年 の例 の ように,一 般 に,い ったん昇温が起 こる と,2

週間程度で昇 温,降 温 をくり返 し,夏 へ と移行 する。

1988年 の9月,10月 の場 合,南 極大 陸一ヒの広 い領域 にわたってオゾ ン全量が まわ りに比べ極端 に少 ない という水
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平 構 造(オ ゾ ンの 穴=オ ゾ ンホ ー ル)は 消 滅 した わ け で は ない 。 しか しな が ら1987年 に 比 べ て オ ゾ ンホ ー ル は 縮小

し,か つ 浅 くな った 。9月 の 高 度20kmの 南極 域 上 空 の 温 度 も10-15℃ 程1987年 に 比 し暖 か くな っ た 。

力 学 過 程 に よ る昇 温 効 果 お よび オ ゾ ンの 輸 送 が,オ ゾ ンホ ー ルの広 さ,深 さに 大 きな 影響 を及 ぼ す こ とを,1988

年 の 現 象 は 意 味 す る。

東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ドの表 面洒 養量 客員教授 高橋 修平,教 授 渡辺 興亜

1)雪 尺観測

南極 ・束 クイー ンモー ドラン ドの広大な地域 において,雪 尺 法に よる表 面酒養 量観 測が永年行われてきている。

特 に昭和基地一みずほ基地間 ルー トにおいては1968年 以来約20年 間の雪尺 デー タが蓄積 している。 また1982年 か

ら1987年 にかけては,東 クイー ンモー ドラン ド最高点付 近の ドームキ ャンプ(南 緯77°00'東経35°00'標高3761rn)

にかけての広 範囲な内陸部 での観 測が行 われ,あ すか基地を中心 とした七一ルロ ンダーネ基地 において も1984年

以来雪尺観 測が継続 されている。

2)滴 養量の高度分布

昭和基地一みずほ基地一 ドーム基地間のS-H-Z-IMル ー ト沿いの酒甕量 の高度 別分 布 を求 めた。 細 か い

変動ではあるが,標 高800-1500mの 下流 部において酒養量 は大 きく,2000-2400mの 中流部 では小 さい。 そ して

2400-2600mで は再 び大 きくな り,さ らに上流部 の2600m以 上 では高度 とともに減少す る。 上 流部 におい て酒養

量が高度 とともに減少 するのは,海 岸線 か ら離 れるほ ど降水量 が減少す る傾 向を反映 している とみられる。 しか

し,中 流部 において酒養量 が小 さい値 を示 すのは,地吹雪 に よる積雪再配分 の結果 とみるこ とがで きる。

3)地 形の効 果

昭和基地一みずほ基地間のSル ー ト沿いの滴養 量の毎年 の分布 を比較す る と,沿 岸部 に近 い標 高の低 い地域で

は酒養量が大 きく,標 高の高い部分 では小 さい とい う傾 向は変 わ らないが,年 に よってその値 の変動 は大 きい。

しか し,地 点 に よっては,酒 養量 がほ とん ど0と い う地点 もある。特 にS116地 点付 近 では,年 によ らず,ほ ぼ

0も しくはわずかな負 の値 を示 した。 これは地形的 に地吹雪 による削剥が卓越す るこ とを示 す。 つ ま り,Sl16

付 近は地形 的に凸であ り,こ の ような地形 では地吹雪 が水平発散 し,表 面酒養量収支 において負の働 きをす るこ

とになる。 この ように地形 が凸なために酒養量 が負 となる極端 な例がや ま と裸氷原 に見 られ る。

4)季 節変化

地吹雪に よる再 配分 が風速 に依存す る とす れば,そ の効果 は風速の大 きい冬期 に大 き く,風 速の弱い夏期 には

小 さくなる と考 え られる。 昭和基地 一みず ほ基地 間の季節別 の酒甕量分布 はそ の傾向の季節変化 を示 してお り,

冬期 間には沿岸部 で酒養量 が大 きく内陸部 で小 さ くなる傾向が大で あ り,夏 期 には一様 となってその傾向は小で

ある。

5)地 吹雪 による積雪再配分 のシ ミュ レーシ ョン

風速 と表面傾斜 の関係式 を用 いて,氷 床地形か ら氷床表面の風速 ・風向 を求め,つ ぎに地吹雪 と風速の関係か ら

地吹雪輸送量 を求 め,あ る区画 での地吹雪 の出入 り収支か ら地吹雪の発散収支 を得 た。地吹雪が発散の とき表面

質量収支 には負 に働 き,収 束 のときは正 として働 く。平均的 な氷床形態 に対 して この式 を適用す る と,標 高800

m付 近 に大 きな収束(年 間降水量250mm相 当),標 高2200-2400m付 近 に発散(-200mm相 当)が 得 られ,前 述

の昭和 基地 と ドーム基地 間のi函養量分布の傾向 をよ く説明 した。 またや まと山脈周辺の地形 に適 用 した ときは,

大 きな地吹雪発散 を示 し,裸 氷原 の発生 を説明 した。

無 人気 象 雪 氷 観 測 測 器 の 開 発 と観 測 客員助教授 遠藤辰雄,教 授 川口貞男

S18地 点 でのテス ト観測が ほぼ成功 したので,同 様の機器 を利用 し,あ すか ルー ト沿いお よび周辺 に8点 の新鶴

測点 を設置 した。 このうちの4点 につい ては簡易型で,気 温 と風速,あ るいは気温 と霊湯のみの観 測である。 これ

に よって前年か ら開始 されている1地 点 を含め,　LO地 点か ら,あ すかの南A246地 点 まで,ほ ぼ南北のルー トに沿っ

て,計7点 の観測が実施 され ている(新 設8地 点の うちの2地 点はルー トか ら外れて設置 されている)。

これ らの目的 は,① あすか ルー ト沿いで しば しば発生す る強風帯の特性 を通年観測 し,メ カニズムを調べ ること,
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② あす かルー トを貫 く子午線方向 に気候帯 を区別す ること,③ これ らの年々変動 と南半球 の気候 変動 との関係 を調

べ るこ と,こ れ らに加 えて④ 途 中にみ られ る裸氷帯の成因 を調べ ることなどであ る。

これらのデータは1年 後回収予定で あるが,④ の 目的 についての3日 間の観測について述べる。測器は,シ ール

岩 の風下側線氷原 の約1/3ほ どの氷上 と,そ こか ら約2km風 に平行 して離 れた雪上 とに設置 し,風 速 と気温 の

比較測定 を行 った。2点 の風速の記録か ら,氷iiの 方が若干風速の大 きい ことが多い こと,風 速 の変動 幅が大 きい

こ とが わかった。 この ことは,氷 上においては,降 雪や地吹雪が一時的 に堆 積する ことがあって も,こ れを吹 き払

う効果が大 きいことを示 してい る。 また気温 については,氷 上の方が常 に暖かい ことがわかった。 この ことは風 一ヒ

側 にある露岩の影響,氷 面 と雪面のア ルベー ドの違い,な どに よる もの と考え られる。
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(2)共 同研 究

例 特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授 南極域 の気候変動 に関す る総合研究

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

前 晋 爾 北 海道大学(工)教 授 南極氷床の高度変動の研究

前 野 紀 一 北海道大学(低 温研)教 授 氷床 コアの電気物性 と熱物性 の研究

安 達 隆 史 日本気 象協 会研究所 ・部長 南極地域 における大気境 界層の研究

松 本 正 北海道」業大学長 極域及 び積雪寒冷地域 にお けるマ イクロ波セ ンシングの基礎的

研究

樋 口 敬 二 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床の表面温度 に関す る研究

上 日 豊 名古屋大学(水 圏研)助 教授 南極地域内陸部氷床のか ん養 ・堆積過程 に関す る研究

川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授
各種衛星 データを利用 した表面温度,雲,海 氷のモニ タリング

手法の研究

山 下 晃 大阪教育大学教授 極地 に降 る雪結晶の観測及 びその成長機構の研究

小 野 延 雄 北 海道大学(低 温研)教 授 沿岸 ポリニ ア海域 にお ける大気 一海氷 一海洋相互作用の研 究

木 村 忠 志
国立防 災科学技術 セ ンター新

庄支所 ・支所長
コア密度分布の非破壊測定お よび装置保温方法の研 究

井 上 治 郎 京都大学(防 災研)助 手 移動気象観測資料の解析 による内陸の気候区分の研 究

田 中 正 之 東北大学(理)教 授 天空散乱光の分光測定に よる雪氷面反射率 のモニ タリング

川 平 浩 二
富 山一1二業高等専門学校 ・助教

授
南 極域のオ ゾンホール と気温変動 の相 互関係 に関する研究

高 木 増 美 名古屋大学(空 電研)教 授 南極 オ ゾンホールの化 学

忠 鉢 繁 気象研究所主任研究官 極域 におけるオゾ ン変動 の解 析

廣 田 道 夫 高層気象台課長 昭和 基地及び 日本上空 におけるオゾ ン全量 の長期変動

対 馬 勝 年 富山大学(理)教 授 南極氷床 コアー氷試料 の基礎解析
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

加 藤 喜 久 雄 名古屋大学(水 圏研)助 教授 最終氷期における大陸氷床氷の分布と酸素同位体組成の変動

金 森 悟 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床 中の微 量成分 の存在状態 とそ の起源

西 辻 昭 北 海道大学(応 電研)助 教授 アイス レーダーの特殊エ コーと氷床下地形 との対応

岡 本 謙 一 通信総合研究所 ・室長
南極 における雪氷 の電波工学 一電波 による大陸氷の リモー トセ

ンツ ング

小 山 睦 夫 京都大学(原 子炉)教 授 南極氷床 コアの微量化学成分の解析 による環境変動 の研究

成 瀬 廉 二 北海道大学(低 温研)助 教授 氷床 における深層掘削孔の観測技術の開発

成 田 英 器 北海道 大学(低 温研)講 師 氷床 コアの結晶粒 の組織学的研究

平 井 英 二 金沢大学(工)教 授 氷床 中化学成分解析 による大気汚染物質循環の研 究

巻 出 義 紘 東京大学(理)助 教授 氷床 コア中の大気 中微 量気体の測定

福 岡 孝 昭 学習院大学(理)助 手 南極氷中火山灰の起源 と年代

佐 藤 和 秀 長岡II業 高等 専門学校助教授 南極氷床の涌養過程の時間変動 と地域特性

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研 究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(一般研究B)

極域 の氷床 ・氷河の堆積年代 に関す る研究 藤 井 理 行 川 口 貞 男

研究系 ・助教授 西 尾 文 彦

山 内 恭

神 沢 博

(一般研究C)

極域 の雲水量,水 蒸気量の評価 に関す る研究 川 口 貞 男 山 内 恭

資料系 ・教授 神 沢 博

藤 井 理 行

西 尾 文 彦
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Microparticle concentration and electrical Fujii, Y. Ann. Glaciol. , 10,38-42 1988

conductivity of a 700m core from Mizuho Watanabe, 0.

Station, Antartica

Preliminary results of analyses of 700m Higashi, A. , Ann. Glacio. , 10, 52-56 1988

ice core retrieved at Mizuho Station, Nakawo, M. ,

Antarctica Narita, H. ,

Fujii, Y. ,
Nishio, F.

Watanabe, 0

Depositional regime of the katabatic Watanabe, 0. Ann.  Glacial. 1988

slope from Mizuho Plateau to the coast, Satow, K. 10, 188-192

east Antarctica Fujii, Y.

Bedrock and ice surface profiles in the Nishio, F. Bull. Glacier Res. , 6, 1988

Shirase Glaciers basin from ground- Ishikawa, M. 33-39

based radio echo sounding.

Ice flow characteristics derived from Ohmae, H. Bull. Glacier Res. , 6, 1988

bedrock topography around Mizuho Nishio, F.  27-32.

station

Meteorological observation at Izumi, K. Bull. Glacier Res. , 6, 1988

Asgardfonna, Spitsbergen, 1987. Satow, K.  51-54

Fijii, Y.
Kawaguchi, S.

Movement of Chongce ice cap and recent Chen, J. Bull. Glacier Res. , 7, 1989

variations of smone glaciers on the Nakawo, M.  45-48

south side of West Kumlun Mountains. Ageta, Y.

Watanabe, 0.

Liu, L.

Shapes and distribution of air bubbles Kameda, T. Bull. Glacier Res. , 7, 1988

in an ice core from Asgardfonna, Kawamura, T.  221-226.

Spitsbergen. Fujii, Y.
Enomoto, H.

Sea salt in deposited snow on sea ice Osada, K. Antarct. Rec. No. 32, 1988

and snow drift. Nishio, F.  Vol. 1, 17-24.

Higuchi, K.

Temperature profile in a 700m bore-hole Okuhira, F. Antarct. Rec. No. 32, 1988

at Mizuho Station, East Antarctica. Nishio, F. Vol. 3, 277-285.

Ikegami, K.

NK-A-TM 1)  )1/  0)  -4ji4M-ft Fr-4— M-f0:1-1+-11-, 32, 3, 286-301 1988
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

第28次 南 極地域観測隊 に よる南極気候変動計画 山内 恭,高 部広昭 南 極 資 料,33,53-72 1989

(ACR)観 測報告

気 象衛星NOAAデ ー タ処理装置 高部広昭,山 内 恭 南 極 資 料,3,73-87. 1989

Aircraft　 measurements　 of　 tropospheric Tanaka,　 M. Tellus,40B,16-22. 1988

carbon　 dioxide　 over　 the　 Japanese Nakazawa,　 T.

icelands. Aoki,　 N.

Ohshima,　 H.

Studies　 of　 rniddle　 atrnosphere　 dynarnics Yamanaka,　 M.　 D. Proc.　 NIPR　 Symp. 1988

under　 the　 polar　 patrol　 balloon　 (PPB) Yamazaki,　 K. UpPer　 Atmos.　 Phys.,

project:Present　 status　 and　 futere　 plans. Kanzawa,　 H. No.1,65-74

IUGG第19回 総 会 の 報 告 一 バ ン クー バ ー, 浅井富雄,澤 田龍吉 天 気,35,No.2,71-82. 1988

1987年8月 一 廣田 勇,吉 野正敏

小野延雄,花 輪公雄

鳥羽良明,高 島 勉

宮 原三郎,坪 木和 久

二宮 洗三,沢 井哲滋

田中 浩,岩 嶋樹也

松浦知 徳,川 本洋 人

菊地時夫,神 沢 博

増 田耕 一,小 川利紘

森 永由紀,平 啓介

Warm　 stratopause　 in　 the　 Antarctic Kanzawa,　 H. J.　 Atmos.　 Sci.,46, 1989

winter No.3435-438.

1988年 南極の突然昇温 とオゾンホール 神 沢 博,川 口貞男 第3回 大気圏 シ ンポジウム 1989

プ ロ シ ー デ ィ ング ス(1989

年2月2-4日,相 模 原,宇 宙

研),147-153.

1988年 南半球成層圏で起 こった大昇温現 象につ 廣 田 勇,塩 谷雅人 第3回 大気圏 シンポジウム 1989

い て 黒井啓子,神 沢 博 プ ロ シ ー デ ィン グ ス(1989

平木 哲 年2月2-4日,相 模 原,宇 宙

研),80.84.

1984-85年 の北半球 極夜 における成層圏 の温度 廣 岡俊彦,神 沢 博 第3回 大気圏 シンポジウム

構造 とその時間変化について プ ロ シ ー デ ィン グ ス(1989

年2月2-4日,相 模 原,宇 宙

研),115-120.

DYANA計 画における気 象ロケ ッ ト連続観測 山 中大学,小 川孝一郎 第3回 大気圏 シンポ ジウム 1989

に つ い て 神沢 博,伊 藤富造 プ ロ シー デ ィ ン グ ス(1989

加藤 進 年2月2-4日,相 模 原,宇 宙

Schmidtlin,　 F. 研),126-132.

Offerman,　 D.

南極氷床の構造 と動 きを探 る 西尾文彦 極 地,46号,2-9 1988

南 極 氷床 の リモ ー トセ ンシ ング 西尾文彦,浦 塚 清峰 日本 リモ ー トセ ン シ ン グ学 1988

大前宏和 会第8回 学術講演会論文 集,

71-72.
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Ice radar echo  gATV 1988

UEB Pgq:ZI  A•p88-10, 1-6.

Formation process and direction Kobayashi, D. Cold Reg. Sci. and 1988

distribution of snow sornices. Ishikawa, N. Tech. 15, 131-136.

Nishio, F.

Step frequency radar experiments for the Uratsuka, S. Proc. IAHR Symp. on 1988

measurement of sea ice thickess. Nishio, F. Ice, 258-263.

Mineno, H.
Okamoto, K.

Mae, S.

Step frequency radar experiments on Uratsuka, S. Internatl Geosci. and 1988

the Antarctic sea ice. Okamota, K. Remoto Sensing Symp.

Nishio, F. (IGARSS 88, Edinburg,

Mineno, H.  U.  K.) , 356-362.
Mae, S.

Inference of radio scattering parameters Uratshuka, S.  Internatl Geosci. and 1988

of antarctic ice sheet using 179 MHz Nishio, F. Remoto Sensing Symp.

airborne radio echo sounding data. Ohmae, H. (IGARSS 88, Edinburg,
Mae, S. U. K.) , 467-472.

Meteorological data at Asuka Camp, Yamanouchi, T. JARE Data Report. 140 1988

Antarctica in 1987. Shibuya, K. (Meteorol. 21) ,  104p.
Sakai, R.

Antarctic climate reseach data, part 1, Yamanouchi, T. JARE Data Report. 144 1989

Radiation data at Syowa Station, (Meteorol. 22) ,  193P•
Antarcica from February 1987 to

January 1988.
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(イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

結 晶 の成 長 とventilation効 果 につ い て 高橋庸哉,遠 藤辰雄 1988年 度春季 日本気象学会
'88

.5

若濱五郎,福 田矩彦

札幌における対流性降雪雲の力学的構造 小西啓之,遠 藤辰雄 り lt

坪木和久,若 濱五郎

高感度 の降雪強度計 と レー ダーか ら求 めた降雪 藤吉康志,若 濱五郎 ,, lt

のZ-R関 係 遠藤辰雄,山 田知充

坪木和久,立 花義裕

冬型気圧配置時の北海道の降雪分布型と総観場 立花義裕,遠 藤辰雄 tt 〃

山田知充,若 濱五郎

昭和基地における大気微量成分の赤外分光観測 深堀正志,牧 野行雄 tt り

(n) 田中正之,川 口貞男

山内 恭

赤道域 から南極域 までの船一ヒオゾン観測結果 松原広司,土 井元久 〃 り

(1)一 オゾ ン全量値の緯度変化 一 上窪哲郎,岡 田賢治

川口貞男

28次 越冬 中の昭和基地 にお けるオゾン観測結果 金戸 進,菅 原英敏 第11回 極域 気水圏 シンポ ジ
'88

.7

萩原裕之,山 本 哲 ウム

山内 恭

南極海 における洋上エ アロゾルの元素組成 西川雅高,溝 口次夫 〃 〃

金森 悟,金 森暢子

青木周司,豊 田恵聖

亜南極地域の海洋大気中のエ アロゾル 大和政彦,岩 坂 泰信 〃 〃

一電子顕微鏡観察 一 銭 公望,小 野 晃

山内 恭,西 尾文彦

昭和基地 にお ける成層圏NO、,オ ゾ ン及 び塩素 近藤 豊,松 浦延夫 〃 〃

酸化物の国際共同観測計画 高木増 美,岩 田 晃

川口貞男,神 沢 博

青木周司,

W.　 A.　 Matthews,

R.　 L.　 Mckenzie,

R.　 V.　 Johnston

南極雪氷の化学組成 金森 悟,金 森暢子 〃 ,■

西川雅高,西 尾文彦

やま と陽石氷原火山灰層の対比 福岡孝昭,清 水一哉 〃 り

新井房夫,西 尾文彦

みず ほ700mコ アによる後氷期の気候 中尾正義,西 尾文彦 〃 〃

亀田貴雄
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

南極でのサル フェ イ トエアロゾルの季節 変化 大和政彦,岩 坂泰信 第U回 極域気水圏 シ ンポジ
'88

.7
ー イオ ウの収 支 と関連 して 一 銭 公望,小 野 晃 ウ ム

西尾文彦,深 堀正志

岡田菊夫

みずほ高原の飛雪に含 まれる有機成分 太 田啓 一,西 尾文彦 〃 tt

長田和雄

みずほ700mコ アの解析 に基づ く極域物 質循環 藤井理行,渡 辺興亜 〃 1)

(序) 神山孝吉

ア イス レー ダーの特殊 エコー氷床地形 との対応 星 山満雄,西 辻 昭 〃 〃

(1) 西尾文彦,和 田 誠

渡辺興亜

南極氷床の電波散乱特性 浦塚清峰,西 尾文彦 〃 〃

一179MHz航 空機搭載電波氷厚計解析結果 一
大前宏和,前 晋爾

2つ の周波数 で見 た南極氷床 の"内 部"と"底 大前宏和,西 尾文彦 〃 tt

面" 浦塚清峰,前 晋爾

白旗氷河の変動 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃

浦塚清峰,奥 平文雄

中尾正義,川 田邦夫

前 晋爾

棚氷の分布 西尾文彦,浦 塚清峰 〃 〃

大前宏和

Sl8に おける無人気象雪氷観測の結果(JARE銘) 遠藤辰雄,山 内 恭 〃 〃

若濱五郎,川 口貞男

松本慎一,川 染 孝

東 クイー ンモー ドラ ンド沿岸部 における地吹雪 高橋修平 〃 り

収束

赤道域 か ら南極域 までの船上 オゾ ン観測(1) 松原広司,土 井元久 〃 〃

一ヒ窪哲郎,岡 田憲治

川 口貞男

28次ACR観 測報告 一衛星 データ中心 一 ll」内 恭,高 部 広 昭 〃 〃

画像処理による降雪粒子の形状解析 村本健一郎,椎 名徹 〃 〃

遠藤辰雄,小 西啓之

北野孝一

南 極 ク イー ン モ ー ド ・ラ ン ド最 高 ドー ム,ピ ッ 神山孝吉,上 田 豊 1988年 度 日本雪氷学会
'88

.10

ト壁 に記録 されている近年 の環境変動 藤井理行
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

北極 ス ピッツベ ルゲ ン島 の氷河 コア解析 による 藤井理行,渡 辺興亜 1988年 度 日本雪氷 学会
'88

.10

気候 ・環境復元 神山孝吉,佐 藤和秀

和泉 薫,河 村俊幸

亀田貴雄,榎 本浩之

J.　Hagen

Y.　 Gjessing

降雪粒子の2方 向か らの同時測定 村本健 一郎,椎 名 徹 〃 〃

遠藤辰雄,小 西啓之

北野孝一,杉 山勝 己

小 川 聡,増 山敏之

南極表面積雪 コアの酸素安定同位体 の季節 変動 佐 藤和 秀,渡 辺 興亜 〃 〃

み ず ほ700rnコ アに よる 過 去9000年 の気 候 ・環 藤井理行,渡 辺興亜 tl 〃

境(序) 神Ll」孝 吉,中 尾 正 義

スピッツベルゲ ン島オ スゴル ド氷河 での掘 削 コ 河村俊行,亀 田貴雄 〃 〃

アの物 理的特性 藤井理行,佐 藤和秀

スピッツベルゲ ン高才ス ゴル ド氷河 で掘削 した 亀 田貴雄,河 村俊行 〃 〃

コアの気泡形状 とその分布 藤井理行,榎 本浩之

NOAA　 (CH5)に よる南極氷床の年平均 表面温度 菊地時夫,山 内 恭 〃 〃

清水正修,佐 藤和秀

白旗氷河流域の表面流動 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃

白旗氷河の変動 西尾文彦,前 晋爾 〃 〃

大前宏和,中 尾正義

川田邦夫

北極圏 にお ける氷河 コアの トリチ ウム濃度 和泉 薫,佐 藤 修 tl 〃

神山孝吉,藤 井理行

西毘嵜山域の氷河上熱収支特性 高橋修平,大 畑哲 夫 〃 〃

XIE　 Yingqin

衛星から見た南極氷床の年平均表面温度 菊地時夫,山 内 恭 1988年 度春季 日本気 象学 会
'88

.10

清水正修,佐 藤和 秀

南極氷床上の地吹雪の収束 ・発散 と表面堆積 高橋修平 〃 tt

南極沿岸域 におけ る雪 ・海氷ア ルベー トの変化 山内 恭 〃 t}

赤道域～南極域 までの船上 オゾン観測(H) 松 原広司,土 井元 久 〃 〃

ーオゾン鉛直分布の緯度変化一
上窪哲郎,岡 田憲治

川口貞男,青 木周司

南 極 み ず ほ700m氷 床 コ ア に よ る過 去9000年 の 藤井理行,渡 辺 興亜 1988年 度WCRPシ ンポ ジ ウ '88
.ll

気候 ム
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題 目 発 表 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

第28次ACR(南 極気候変動研 究)観 測報告 山内 恭 1988年 度WCRPシ ンポ ジ ウ
'88

.l!
一衛星観測 と地上観測の対比一 ム

昭和基地のO、 観測(1988) 川口貞男 〃 〃

1988年 南極 の突然昇温 とオゾ ンホール 神 沢 博,川 口貞男 第3回 大気 圏シンポジウム
'89

.2

南半球成層 圏で起 こった大昇 温現 象について 廣 田 勇,塩 谷雅 人 〃 〃

黒井啓子,神 沢 博

平木 哲

1984-85年 の北半球極夜 における成層 圏の温度 廣 岡俊彦,神 沢 博 〃 〃

構造 とその時間変化 について

DYANA計 画における気象 ロケ ッ ト連続観測 山中大学,小 山孝一郎 〃 〃

につ い て 神沢 博,伊 藤富造

加藤 進,

Schmidtlin　 F.

Offermann　 D.
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3.地 学研 究 グ ル ー プ

(a.地 学)

(1)一 般研 究

(1.A)固 体 地 球 物 理 学

昭和 基 地 周辺 の 固体 地 球 物 理 学 的 研 究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄,客 員教授 瀬川爾朗

(1)重 力測定

62年 度 に南極 で得 られたデー タの整理 を行 った。"し らぜ の海上重力計NIPRORI-2　 の シ ステ ム改 良 を大

幅に行 い,一 貫 した計算機 デー タ処理が可能 になった。 また得 られたデータを用 いて,測 線上での重力異常 を求

めた。

あすか基地,昭 和 基地 においてラコステ重力計 とフ ィー ドバ ックアンプを用 いて観測 され た重力潮汐デー タの

解析 を行 い,δ フ ァク ター値 を求 めた。

(2)　GPS　 ・VLBI

南極 でのGPSの 高精度利用 につ き,ブ ライ ド湾での実験結果の まとめ を行 った。南極 で実施 す るVLBIに つ

いて検討 を始 めた。

(3)自 然地震観測

前年度 同様 の方式 でデ ータ編集が なされ,　JARE　 Data　 REPORTS　 NO,145と して まとめ られた。

昭和基地 に新 しく設置す る超高性 能地震計 を追備 した。

また,昭 和基地で高精度の三点観測 を開始 した ことに伴い,昭 和 基地付近の微小 地震観 測について調査 を継続

した。

(4)南 極地殻断面構造

国際的 に要請 され た地殻断面構造につ き,昭 和基地一 みずほ基地 間の測線,　QMLIに ついて,検 討 をすすめた。

南 極 エ レバ ス火 山 の 地球 物 理 学 的研 究 教授 神沼 克伊,助 教授 渋谷和雄

「エ レバ ス火山国際噴火機構の研 究(日 本,ニ ュー ジーラ ン ド)」 の第2シ ーズ ン目で得 られた デー タの整 理,

解析 を中心 に進めた。本年は噴火活動 の様式 とメカニズム,発 生 する地震波形 の特徴 な どの解析 を中心 に研究が進

め られた。

(LB)古 地 磁 気 学

古 地磁 気 学 的研 究 助手 船木 實

(U七 一ル ロンダー ネ山地の古地磁 気学 的研 究

第30次 南 極観測隊(夏 隊)に参 加 し,七 一ル ロンダーネ山地か ら合計1316個 の古地磁気学用岩石資料 を採集 した。

採 集地域は シール岩,ブ ラッ トニーバ ネ,ル ンケ リッゲ ン,オ ッ トーボル クグ レビンク山,ピ ングビナネ,ニ ル

スラルセ ン山,ピ ルテ ン1550ヌ ナ ター ク,そ れにベス トハウゲ ンである。 なお本調査 のため携帯型 ス ピナー磁力

計 と消磁 装置 を開発 し,採 集地 に持 ち込み安定 な磁気 を持 つ資料 の採集 に努 めた。

(2)南 極 大陸 とイン ドプ レー トの古 地磁気学 的研究

前年度に引続 き,ス リランカ島の古 生代 初期岩石 の古地磁気学的研究 を行 った。本年度制定 した結果 と,今 ま

でに得 られた結 果 を総 合的に解釈 する と,ス リラ ンカ島は昭和基地沖 のグ ンネルスバ ンクとリュツォホルム湾 に

直接接 続 していた可能性 が極 めて高い ことが判 明 した。

(3)走 磁性 バ クテ リアに よる微細磁化構造 の解 明の研究

本年度 よ り走磁性 バ クテ リアを用 いた岩 石,唄 石 中の微細磁化構造 の研究 を開始 した。使用 したバ クテリアは
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North　 Seeking　 Bacteriaで 球 菌 に分 類 され る。 この バ ク テ リ ア を阻 石 か ら取 り出 したFeNi粒 子 に作 用 させ

た結 果,粒 子 のS極 の 分布 と磁 力線 の 分布 を 求 め る こ とが で きた。 ま た砂 鉄 粒 子 に つ い て も同様 の結 果 を得 る こ

とが で きた 。

(1.C)地 質 学

東 南極 楯 状地 の地 質 学 的 ・岩 石学 的研 究

助教授 白石和行,矢 内桂三,助 手 小島秀康,本 吉洋一,

客員助教授 廣井美邦,客 員研究員　 E.　S.　Grew

(1)東 クイー ンモー ドラ ン ドの地 質学的 ・岩石学的研究

リュツオ ・ホルム湾沿岸 ～プ リンスオラフ海岸の地質 を総括 し,25万 分の1地 質図(リ ュツオ ・ホ ル ム湾,プ

リンスオラフ海岸)と して出版 した。 これには,こ れ までの調査結果 に基づ く岩石の分布,大 規模 地 質構造,同

位体年代,変 成相 な どが記載 されている。

(2)エ ンダー ビーラ ン ド,ナ ピア岩体 の岩石学的 ・地球化学的研究

ナ ピア岩体 の岩 石について,コ ンソーチアムを組成 し,現 在極地研 に保管 されてい る岩石の岩石学的 ・地球 化

学的研究 を推進 するこ ととし,研 究計画書 に基づ き,岩 石試料 を研究者 に配分す ることに した。

(3)セ ール ロンダーネ山地 の地 質学的研究

七一ルロ ンダーネ山地東部地域 の変成作用の解析 に加 え,全 署化学組成のデ ータが蓄積 し,七 一 ルロンダー ネ

山地 を構成 する各種岩石 の原岩構成が明 らかになった。 この うち,塩 基性岩 については,ア ルカリ岩起源の もの

と,島 弧1生ソ レアイ トに類似す る ものに区別で きること,ま た,砂 泥質岩 について は,Cr,Niの 組成がPost-

Archaeanの 岩石の組成 と対 応する ことか ら,よ り新 しい時代 の堆積 岩が原岩 であ るこ と,な どか ら示唆 され

た。

また,岩 石 の絶対年代の測定 も行 われ,エ ンダーバ イ トと角閃石片麻岩 について,　Rb-Sr.お よびSm-Nd法

によ り,999-1167Maの 年代 が報告 された。深成岩類 については,　Rb-Sr.法 によ り,750Ma(ト ーナル岩),600

Ma(石 英 閃緑岩～ カコウ閃緑岩),さ らにルンチ リッゲ ンの カコウ岩 につい ては200Maと い う値が 報告 され,

年代 にかな りの幅が あることが明 らか になった。

(4)ゴ ン ドワナの地 質学的 ・岩石学的研究

ゴ ン ドワナ大陸 における昭和基地周辺の地質学的 ・岩石学的対比 を行 うため に,国 際学術研 究(文 部省科研 費)

の一環 と して,ス リランカの現地調査 を行 った。 これには,極 地研 の共同研 究者が6名 参加 し,ス リランカ地 質

調査所,ペ ラデニ や大学,ス リランカ基礎科学研 究所,セ イロン科学技術研 究所の協 力 を得て,特 に岩石学 的,

構造地質学的,年 代学的観点か ら地質調査 を実施 した。

(1.D)地 理 ・地 形 学

南 極 の 氷 河 地 形,周 氷 河 地 形 お よび 後 期 新 生 代地 質 に 関 す る研 究

教授 吉 田栄夫,助 手 森脇喜一

(1)東 クイー ンモー ドラン ドの変動 ・構造地形 の研究

これ まで に得 られた諸情報 を整理 し,再 検討 した。① や まと山脈 はその東西 を断層線 で限 られた 地塊 山地 で

ある可能性がたか まった。② 氷食 された山頂 の地形 的特徴 とその高度 か ら,氷 床 か ら開放後,山 地 は約500m隆

起 した とみ られ る。③ リュツォ ・ホルム湾地域 の大 ・中スケールの地形(湾 入や半 島な どの突 出部,海 底谷)は,

大規模の断層系支配 されてい る。最近の地震観測 か ら,断 層 系のある部分 はなお活動 している可 能性 がある。④

大規模 な高 ま りや凹地の地形配列は,七 一ル ロンダーネ山地のE-Wか ら,や まと山脈 のN-Sを 経てエ ンダー

ビーラン ドのWNW-ESEへ と変化 している。
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(2)七 一 ル ロ ン ダー ネ山 地 の 氷 河 地 形研 究

空 中 写 真 と基 準 点 測 量 の結 果 か ら,七 一 ル ロ ン ダー ネ 山 地西 部 の1/25000地 形 図 を作 成 し,地 形 断 面 を得

る と と も に空 中 写 真 判 読 を行 な い,氷 床 最 拡 大 期 の氷 床 復 元 と当時 の氷 流 を推 定 した。 ① ニ ル スラル セ ンー ビー

デ レー 山塊 付 近 で は,最 拡 大期 の 氷床 高度 は2500-2600mで あ っ た。 ② ビー デ レー 山塊 と ビー キ ン グ ヘ グ ダ に

は ロー カル な 氷 帽 が形 成 され て い た 。③ ビー デ レー 山塊 と ビー キ ン グヘ グ ダの ドラ イ バ レー 間 には,ハ ー グ リー

ブ ス氷 河 か らの氷 流 が あ っ た。
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(2)共 同研究

㈲ 特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授 東 クイー ンモー ドラ ン ドの大 陸地殻 と上部マ ン トルの総合的研

究

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

松 本 征 夫 山口大学(理)教 授 リュツ ォ ・ホルム湾及 びやま と山脈地域 の地質学的研究

松 原 聡 国立科学博物館研究員 南極産鉱物の記載および鉱物学的研究

浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)助 教授
ゴ ン ドワナ大陸 にお ける東 クイー ンモー ドラン ドの地質学的研

究

大 内 徹 神戸大学(理)助 手 南極 の地震活動 と地球潮汐 との関係 に関す る研究

加賀美 英 雄 高知大学(理)教 授 南大洋の海底調査に関する研究

中 島 隆 地質調査所主任研究官 昭和基地周辺産岩石の年代学的研究

大 場 孝 信 上越教育大学助手 やま と山脈 の閃長岩類の岩石 ・鉱物学的研究

有 馬 真 横浜 国立大学(教 育)助 教授
南極大陸,西 ク イー ンモ ー ドラン ドの変成岩,火 成岩 につい て

の岩石学的研究

中 谷 周 弘前大学(理)助 教授 昭和基地周辺海,海 底堆積物の堆積速度と堆積環境の研究

広 井 美 邦 国立極地研究所客員助教授 岩石学的見地か らの東南極大陸の形成 についての研究

仲 井 豊 愛知教育大学教授 七一 ルロンダー ネ山地の地質学的総合研究

吉 田 勝 大阪市立大学(理)助 教授 スリランカと南極昭和 基地周辺地域の地質比較研 究

松 本 剛 海洋科学技術センター研究員 南極周辺海域の リフ ト系の研 究

和 田 秀 樹 静 岡大学(理)助 手
南極 ロス海マ クマー ドサ ウン ド地域か ら得 られたボー リング試

料 による地球化学的研 究

瀬 川 爾 朗 国立極地研究所客員教授 南極大陸周辺地域 の重力異常 分布 とア イソス タシーの研 究

加賀美 寛 雄 岡 山大学地球内部セ ンター助

教授
七一 ルロンダー ネ山地の地球 化学 及び年代 学的研 究

小 松 正 幸 愛媛大学(理)教 授
Lewisian原 生代 変形 ・変成作 用 と南極 地域 変成作用 の 比較研

究

一36一



研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

岩 田 修 二 三重大学(人 文)助 教授 七一ルロンダー ネ山地の地形解析

渋 谷 和 雄 国立極地研究所助教授 南極 におけ る人工地震の観測装置の研 究

勝 井 義 雄 北海道大学(理)教 授 西南極の火山お よび捕獲着類 の研 究

赤 松 純 平 京都大学(防 災研)助 教授 リュツォ ・ホルム湾 とその周辺地域 の地震活動 と地震波 の特性

船 木 實 国立極地研究所助手 古地磁気 学か ら見た東 クイー ンモー ドラ ン ドとス リラ ンカの研

究

広 岡 公 夫 富山大学(理)教 授 ブリッツ湾一ケルゲー レン海台の古 地磁気学 的研究

和 田 秀 樹 静岡大学(理)助 手
南極 ロス海マ クマー ドサ ウン ド地域 か ら得 られたボー リング試

料に よる地球化学 的研究

立 川 涼 愛媛大学(農)教 授 極域 における化学種 の分布 と挙動 に関す る研究

小 野 有 五 北海道(大学院環境科学)教授 極地域の周氷河研究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 1 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(一般研究C)

人工衛星位置決定装置 による標高 の高精度決定 に関す る

研究

神 沼 克 伊

研究系 ・教授

渋 谷 和 雄
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Preliminary report of local seismic J. Akamatsu Proc. NIPR Symp.
'88
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Antarctica K. Kaminuma 1-6
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S. Miura 7-16
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gravity anomaly in and around Ross K. Kaminuma 24-29
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Seismic Signals from Explosions in the  S. 1. D. Barrett, Res.  Inst., Kyoto
Lava Lake of Erebus Volcano, Antarctica K. Kaminuma, Univ., Vol. 38,

S. Miura, Part 3, No. 337,
J. Kienle,  September,147-161

C. A. Rowe.
P. R. Dyle

W. C.  McIntosh

W2,  DELP.=  —
'88

. 2

Antarctic Geoscience Transects NO. 21, 6-8

K. Kaminuma Kagoshima Internatio-
'88

.12

An Eruption Process of Mount Erebus, R. R. Dibbla nal Conference on

Antarctica Volcanoes 1988

Proceedings, 66-70.

K. Kaminuma Kagoshima Internatio-
Geophysical studies on Mount Erebus, R. R. Dibble nal Conference on

Antarctica Volcanoes 1988

Proceedings, 242-245.
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(1. B)
Magnetic and metallographical studies Funaki, M. Proc. NIPR Symp.

 '88

of the Bocaiuvairon meteorite. Taguchi, I. Antarct. Meteorites,

Danon, J. 1, 231-246.

Nagata, T.

Kondo.  Y.

Paleomagnetic study of the Beacon Sakai, H. Proc. NIPR Symp.
'88

. 9

supergroup in  Antarctica  : remagnetiza- Funaki, M. Antarct. Geosci.,
tion in the Jurassic time. 2, 46-54.

(1. C)
Petrology of dolomitic marbles from Y. Hirol Proc. NIPR Symp.
Kasumi Rock, Prince Olav Coast, East H. Kojima Antarct Geosu, 2
Antarctica  96-109

Nickel sulfides in pyroxenite from S. Matsobara
Langhovde,  Lii tzow-Holm Bay, East Y. Motoyoshi 110-116

Antarctica

Geochemistry of post-orogenic mafic K. Shiraishi
dike rocks from the eastern Queen Maud S. Kanisawa  117-132

Land, East Antarctica K. Ishikawa

Trace element characteristice of meta- M. Ogasawara
morphic and plutonic rocks from the H. Kojima  133-145

Belgica Mountains, East Antarctica K. Yanai

T. Nishida

Rb-Sr whole-rock ages of metamorphic T. Nakajima
rocks from eastern Queen Maud Land, K. Shibata 172

East Antarctica  (2): Tenmondai Rock K. Shiraishi

and Rundvagshetta (abstract) Y. Motoyoshi

Y. Hiroi

Sappbhirine-quarez-orthopyroxene Sy- Y. Motoyoshi Eur. Jour. Mineral.,

 

'89
. 1

mplectites after cordilerite in the B. J. Hensen 1, 467-471

Archaean Napier  Complex. Antaretica :

evideuce for a  counterclock wise P-T

path?

 (t.
Reconstruction of maximum glacial K. Hirakawa Proc. NIPR Symp.

'88
. 9

extent in the central  Src RondaneMo N. Matsuoka Ant. Geosci., 2,
untains, East Antarctica K. Moriwaki  146-161

Diurnal frost-heave activity in the  sdr-R N. Matsuoka Arctic and Alpine

ondane Mountains, Antarctica K. Moriwaki  Res., 20, 422-428

K. Hirakawa
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. 7
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題 目

A　 preliminary　 report　 on　 some　 limno-

logical　 livestigations　 of　 lakes　 in　 the

vicinityof　 Syowa　 Station　 by　 JARE　 in

l981andl985

南極鉱物資源活動 規制条約 の採択:そ の背景,

経過及びい くつかの論点

著 者

H.　 Murayama

H.　 Hidaka

Y.　 Yoshida

吉田栄夫

詩 名 ・巻 号 ・頁

南 極 資 料,32,25-37

南 極 資 料,32,375-383

発表年月

'88
.3

'88
.11
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(イ)口 頭 による発表

題 目

(1.A)

南 極 ・エ レバ ス火 山 の 地 震 活 動

1985～1986

日本 の 南 極 基 地 周 辺 にお け る 重 力 異常 と ア イ

ソ ス タ シー

「南 極 ・エ レ バ ス火 山 の 噴 火 の プ ロセ ス」

「南 極 ・エ レベ ス山 の 地 球 物 理 学 的 研 究 」

南 極 エ レバ ス山 にお け る地 震 活 動 と地 球 潮 汐

南 極 ・昭 和 基 地 周 辺 の 重 力 プ ロ フ ァ イ ル

Antarctic　 Geoscience　 Transects　 (QMLA,

B)に つ い て

南 極,七 一 ル ロ ン ダ ー ネ地 域 の 地 殻 構 造 に つ

い て

南 極VLBIの ア ン テナ

南 極,昭 和 基 地 及 びあ す か 基 地 に お け る重 力

潮 汐 デ ー タの 解 析(序 報)

南 極 七 一 ル ロ ン ダー ネ地 域 に お け る 重 力,地

磁 気 測 量 の 概 要

Antarctic　 Geoscience　 Transects　 (QNLIA,

QMLIB)

昭 和 基 地 周 辺 の 重 力 プ ロ フ ァ イ ル

南極 ・昭 和 基 地 及 び あす か 観 測 拠 点 に お け る

重 力 潮 汐 解 析(序 報)

昭 和 基 地 に お け る無 線 テ レメ ー タ地 震 観 測

南 極 に お け る最 近 の地 震 観 測 体 制 と 昭 和 基 地

で の広 帯 域 地 震 観 測 計 画

トレ ン ド解 析 法 に よ る南 極 域 の 地 形 ・重 力 異

常 解 析

発 表 者 発 表 した学会等 の名称

村上克美
神沼克伊1

福 田 洋 一,瀬 川 爾 朗

神 沼 克 伊1

デ ィブル ・レ イモ ン ド1

神沼克伊

ディブル ・レイモンド

神沼克伊

池上吉広,大 内 徹

神沼克伊

長尾年恭,神 沼克伊

福田洋一

渋谷和雄,西 尾文彦

神沼克伊
1

福田洋一

神沼 克伊.江 尻全 機1

渋谷和雄

小川文雄,赤 松純平

福 田洋一,渋 谷和雄1

渋谷和 雄,酒 井 量基i

鮎川 勝i

神沼 克伊1

長尾年恭,神 沼克伊

福田洋一1

小川文雄,赤 松純平

福 田洋一,渋 谷和雄

赤松純平,市 川信夫

神沼 克伊

村上覧史,神 沼克伊

松本 剛,神 沼克伊

地震学会

1,

鹿児島国際火山会議

〃

地震学会

　 　　 　 It

1,

り

日本測地学会

り

〃

第9回 南 極 地 学 シ ンポ ジ

ウム

〃

〃

〃

り

〃
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発表年月

'88
.4

〃

'88
.7

〃

'88
.9

〃

〃

〃

'88
.10

〃

〃

'88
.10

〃

〃

〃

　　 II
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

1987年 のエ レバ ス火山の噴火 と地震活動 神沼克伊,村 上克美 第9回 南 極地 学 シンポ ジ
'88

.10

ウ ム

南極 ・エ レバス山における地震 活動 と地 球潮 池上吉広,大 内 徹 tl t》

汐 神沼克伊

遠震 による南極 ・エ レバス山の山体構造 村上克美,神 沼'克伊 〃 〃

七 一 ル ロ ンダ ー ネ地 域 にお け るJARE-28固 体 渋谷和 雄,酒 井量 基 〃 It

地球物理観測の概要 鮎川 勝

(1.B)
An　 app!ication　 of　north　 Seek6ngbacteria Funaki.　 M. 地球電磁気学会 '88

.4

bacteria　 to　 the　 rock　 rnagnetism Sakai,　 H

Matunaga,　 T

南極 ビーコン累層 のジュラ紀 におけ る熱 変成 酒井英男,船 木 實 〃 ll

の検証

南極 モーソ ン基地周辺 の岩石の 自然残留磁気 船木 實,

〃

'88
.10

M,　 Idnurm

(1.C)
東南極 七一ルロ ンダーネ山 地 の地質 と変 成作 白石 和行 日本地質学会 '88

.4

用 小山内康人
浅見 正雄

東南極 プ リン スオラフ海岸産のKに 富む 白石 和行,大 場 孝 信 .三鉱 学 会
'88

.10

Ca-amphibole 鈴木盛久

や ま と山脈 お よ び 七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 脈 の 閃 大場孝信,白 石和行 〃 〃

長岩類 中の角 閃石 の組成変化 につ いて

The　 first　 ocuirrence　 of　 hoegbornite　 in E.S.G. 第9回 南 極地 学 シ ンポ ジ
'88

.10

Antarctica　 :　Sinnan　 Rocks　 and　 Cape Y.　 Hirol ウ ム

Ry㎏a K.　 shiraishi

Mineralogy　 of　 the　 syeuitic　 racks　 from T.　 Oba
奪「 lt

the　 Yamato　 and　 the　 S¢r　 Rondane K.　 Shiraishi

Mountains

Geology　 of　 the　 easteru　 Sφr　 Rondane M.　 Asami 〃 〃

Mountains H.　 rnakimoto

E.　 S.　 Grew

Pre　 !iminary　 pefrological　 studies　 of　 the E.　 S.　 Grew 〃 〃

metanorphic　 rocks　 of　 the　 easteru　 Sdr M.　 Asami

Roudane　 Mountains H.　 Makirnoto

東南極 七一ルロ ンダーネ山 地 に分 布 す る高度 小山内康人,白 石和行 〃 ll

変成岩類の原岩構成 先山 徹,高 橋裕平

高橋裕平,児 玉 聡

一42一



題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

Preliminary　 geochronological　 study　 of K.　 Shiraishi 第9回 南 極地 学 シ ンポ ジ
'88

.10

graulites　 from　 the　 Sφr　 RoudaneMou H.　 Kagami ウ ム

utains　 -　 a　 comLparisen　 of　 Rb-Sr

andSm-Ndages

大陸性地殻下部の物質 廣井美邦 岩鉱学会
'89

.1

(1.D)

南極 にお ける変動 ない し構 造地形 と東 ク ィー 吉田栄夫 第9回 南 極地 学 シ ンポ ジ
'88

.10

ン モ ー ド ラ ン ド ウム

七一 ルロンダー ネ山地西部 の氷河 地形 と氷 床 森脇 喜一,平 川 一 臣 〃 〃

!メ ー一`

仮兀 岩田修二

南極 オングル諸島の地形学図について 吉田栄夫,平 川一 臣 日本地理学 会1988
'88

.4

清水長正 春季学術大会

南極七一 ルロンダー ネ山地の地形学 図 森脇 喜一,岩 田修二 〃 rt

平 川一臣,松 岡慧知
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(b.南 極 陽 石)

(1)一 般研究

南 極 陽 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内桂 三 、 助 手 小 島 秀 康

当研 究 所 に は,現 在1986-87年 シ ー ズ ンま で に発 見 採 集 さ れ た6435個 の 南 極 限 石 が 保 管 され て い る 。 こ れ ら は 順

次 同定 分 類 が進 め られ て い る。 本 年 度 は や ま と一79陽石 の う ち比 較 的 小 さ な陽 石189個 の同 定 分 類 を行 っ た。 そ の 結

果 レナ ッツ オ タイ プ炭 素 質 明石1個,ビ ガ ラ ノタ イ プ炭 素 質 限 石1個,オ ー ナ ン ス タ イ プ 炭 素 質 明 石3個,E3コ

ン ドラ イ ト1個,E5コ ン ドラ イ ト1個,H3コ ン ドラ イ ト4個,H4コ ン ドラ イ ト40個,H5コ ン ドラ イ ト38個,H6

コ ン ドラ イ ト13個,L3コ ン ドラ イ ト1個,L4コ ン ドラ イ ト42個,L5コ ン ドラ イ ト2個,L6コ ン ドラ イ ト33個,L

L6コ ン ドラ イ ト3個,L3-LL3コ ン ドラ イ ト4個,Lコ ン ドラ イ ト2個 が 分 類 さ れ た。 これ らの 陽 石 の 詳 細 な研 究

は今 後 進 め られ る。

(2)共 同研究

(ア)特 別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

長谷 川 博 一 京都大学(理)教 授 南極陽石の落下年代に関する研究

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

原 田 馨 筑波大学(化 学)教 授
有機化合物 の研究 による南極産炭 素質 阻石 の キ ャラ クタ リゼ
ーシ ョン

永 井 寛 之 信 州大 学(理)助 教授 南極産限鉄の物理物性的研究
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(4)研 究成果の発表

(ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 詩 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

CM炭 素質陽石の初期

形成史 にっいて

小島秀康
矢内桂三

重点 領域研究(1)「 原始

太 陽系 と惑星 の起源」

研究成果報告書187-195

'89
.1

(イ)口 頭 に よ る発 表

題 目1 発 表 者
1 発表 した学 会等 の名称

発表年月

Search　 for　 Antarctic　 meteorites　 on　 the Yarlai.　 K. 第13回 南極 陽石 シ ンポ ジ
'88

.6

bare　 ice　 field　 around　 sφr　 Rondane Meteorites　 team ウ ム

Mountains　 by　 JARE-29　 Asuka　 party　 in of　 the　 29th　 JARE

1987-1988　 field　 season.

Classification　 of　 srnall　 meteOrites　 in Kojima　 H. 〃 〃

Yamato-79　 collection. Yanai.　 K.

Preliminary　 consortium　 studies　 of　 the Takeda.　 }1. 〃 〃

Yamato-86032　 1unar　 meteorite. Kojima　 H.

Yal/ai.　 K.
!

CM炭 素 質限石 の初期形成 史につ いて 小島秀康 日本岩石鉱物鉱床学会
'89

.1

矢内桂三
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4.生 物 学 研 究 グ ルー プ

(1)一 般 研 究

北 極 海 海 氷 域 に お け る 基 礎 生 産 と エ ネ ル ギ ー 移 動 の 時 系 列 的 変 動 の 研 究

教 授 星合 孝 男,内 藤 靖 彦,助 手 谷 村 篤,渡 辺 研 太 郎,綿 貫 豊,客 員 助 教授 坂 本 亘

「北 極 海海 氷 域 に お け る基 礎 生 産 とエ ネ ル ギ ー移 動 の時 系 列 的 変 動 の研 究(PREFLA計 画)1は,昭 和63年 度 よ

り3ヶ 月計 画 で行 わ れ る科 学 研 究 費 ・海 外 学 術 研 究 で あ る。 ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所 を 中 心 と して 行 わ れ て い る

「大 陸棚 内部 域 の物 質 ・エ ネ ル ギ ー の移 流 と循 環　(lnner　 Shelf　 Transfer　 and　 Recycling;　 ISHTARと 略)」 研

究 計 画 と共 同 で,季 節 的 に海 氷 にお お わ れ る海 域 で の⑦ 生 物 生 産 の時 系 列 的 変 動 ② 底 層 へ の 物 質 とエ ネ ルギ ー の

移 送,③ 分 解 過 程 の動 態,④ 動 物 プ ラ ン ク トンの 役 割,さ ら に,⑤ 海 鳥 ・海 獣 類 の 捕 食 動 態 を明 らか にす る こ と を

目的 とす る。

南 極 海域 で 日本 南極 観 測 隊 を 中心 に行 っ て き たバ イ オマ ス計 画 と の比 較 研 究 で あ る、,昭和63年 度 野 外 調 査 と して ワ

シ ン トン大学 海 洋 学 部 研 究 船Thomas　 G.Thompsonに て(6月6日 ～6月28日),時 間 分 西 武 セ デ ィメ ン ト ・

トラ ップ1基 を,64-58.66N,169-10.36W(セ ン トロ ー レ ンス 島の 北 側)に 係 留 し,8日 毎 に 合 計12本 の サ ン

.プル(6月20日 一一9月24日)採 集 を 開始 した。 ま た,10月1日 ～10月210の 間,カ リ フ ォ ルニ ア大 学 ス ク リ ン プ ス

海 洋研 究 所 研 究 船Thomas　 Washingtonに て,係 留 トラ ップ を回 収 し,同 地 点 に新 た に トラ ッ プ と ク ロ ロ フ ィ

ル計 測 ブ イを係 留 した。 他 に チ ェ クチ海 の68-19.94N,168--56.56Wに 同 じ係 留 系 を設 置 した。 さ ら に,7月18

日～8月10日,ア ラ ス カ,ノ ー トンサ ウ ン ド,　Bluffに て,ウ ミガ ラ ス お よ び ミツユ ビ カモ メの 捕 食 生 態 を観 測 し

た。

ノ ー トン サ ウ ン ドの 繁 殖 地 に お け る ウ ミ ガ ラ ス と ミ ツ ユ ビ カ モ メ の 日周 活 動 性

教 授 内 藤 靖 彦,助 手 綿 貫 豊

ア ラ ス カ,ノ ー トンサ ウ ン ドのBluff(64°35'N,163°40'W)に あ る海 鳥 の繁 殖 地 に お い て 丙種 の 雛 の 餌,給 餌

行 動 の 資 料 を得 た 。調 査 は1988年7月 下旬 か ら8月 上 旬 に お こな わ れ た。12-・15ペ ア の育 雛 中 の ウ ミガ ラ ス,12--13

ペ ア育 雛 中 ミッユ ビ カモ メの 直接 観 察 を12-20時 間連 続 して行 い,こ れ を5日 間繰 り返 した。

ウ ミガ ラ スが 雛 に 与 え た餌 の74%が ギ ンポ で あ り,給 餌 頻 度 は 午 後 に 高 か っ た。 雛 に給 餌 す る た め の 一一・回 の採 食 時

間 最 大 推 定 値(巣 を離 れ て い た 時 間)は3.5±2.9(n=lo9)時 間 で あ っ た。 一一・方,ミ ツ ユ ビ カ モ メ が 雛 に 与 え

た主 要 な 餌 は イカ ナ ゴで あ る と考 え られ る　 (Schauer　 unpublished)　 給 餌 頻度 に は 明瞭 な 日周性1ま認め られ なか っ

た。 採 食 時 間 最 大 推定 値 は5.0±1.9(n=61)時 間 で あ っ た。

ミツユ ビ カモ メの 雛 の餌,給 餌 頻度 の 日周性,採 食 最 大 推 定 時 間 は他 の地 域 と大 差 な か っ た が,　Bluffの ウ ミガ ラ

ス は,⑦ ギ ンポ を 主 に 雛 に与 え る,② 午 後 に給 餌 頻 度 が 高 い,③ 推 定 最大 給 餌 時 間 が極 めて長 い点 で他 の地 域 とは っ

き り異 な って い た 。

キ タ ゾ ウア ザ ラ シ潜 水 行 動 の解 析

教授 内藤靖彦,助 手 綿貫 豊,客 員助教授 坂本 亘

1988年5月2～7日 の間 に3固 体のTDRを 全て回収 し,う ち2個 体 の海洋生活期 間中の完 全な連続潜水記録 を得

た。一部の解析の結果,3個 体 の キタゾウアザ ラシは以下の ような潜水 を している ことが明 らかになった。

1)深 く連続的 な潜水が,海 洋生活の全期間 にわたってみ られた。

2)海 洋生活開始時期の潜水は,浅 い潜水か ら徐々に深い潜水へ と移行 し,逆 に一ヒ陸する前 の潜水 は深 い潜水 か ら

徐 々に浅い潜水 を繰 り返す とい う傾向がみ られた。

3)3個 体 とも,昼 間浅 く夜深い潜水 を全記録期間 にわた って行 っていた。

4)個 体 の年齢が一ヒが るにつれ,最 大潜水深度,平 均潜水時間,最 大潜水時間が増加 した。
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北極 海 域 に お ける動 物 プ ラ ン ク トン に関 す る研 究

助手 谷村 篤,助 教授 福地光男,教 授 星合孝男

「北極 海海氷域 における基礎生産 とエ ネルギー移動 の時系列的移動 の研究(PREFLA計 画)の 一環 として,動 物

プ ランク トンの調査 を行 った。本調査 の目的 は,北 極海 の基礎生産構造(海 水 中の植物 プランク トンお よび海氷中

の微小 藻類)に 対 する動物 プラ ンク トンの摂食特性 を明 かに し,北 極海域 にお けるニー二次生産者 と しての役割 を評価

するこ とである。 また同時 に,海 氷 の季節的消 長に伴 った動物 プランク トンの時空間分布性 も明か にす ることを目

的 とした。

本 年度 の動物 プラ ンク トン調査 は,主 にカリフォルニ ア大学 スクリンプス海洋研 究所所属のR/V　 T.Washigton

号 に よって,10月1日 から21日 の間,北 緯62度 か ら69度 にかけての北部ベー リング海お よびチ ャ クチ海の ア メ リ

カ合衆国側 の海域 で行 われ た。動物 プランク トンの採集 は,16測 点 において ノルパ ックネッ トに よる海底 近 くか ら

表面 までの鉛 直採集お よび4測 点 において極地研が開発 した多層 プランク トン自動採 集装 置"NIPR-M"　 に よる

各層採集 を行 った。 また,船 ヒにおいて動物 プランク トンのペ レッ ト採集等 も同時 に実施 した。得 られたサ ンプル

は現在解析 中であ る。

南 極 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 周 辺 海 氷 域 に お け る ア イ ス ア ル ジ ー 及 び 植 物 プ ラ ン ク トン の 生 態 学 的 研 究

助 手 渡辺 研 太 郎,教 授 星 合 孝 男

1988年!l月 中 旬 か ら1989年3月 初 め に か け て キ ン グ ジ ョー ジ島長 城 基地(62°13'S,58°58'W)周 辺 海 氷 域 で 海

氷 中 の微 細 藻 類(ア イ スア ル ジー)及 び ネ ッ ト,採 水 に よ り植 物 プ ラ ン ク トンを採 集 し,現 存 量,種 組 成 の季 節 変

化 を調 査 した 。採 集 点 の 水深 は14～100rn以 ヒ,調 査 域 に は12月 中旬 まで海 氷 が 残 っ て お り,観 測 期 間 中 の 表 面 水

温 は.1.6～2.2℃ だ った 。

キ ン グ ジ ョー ジ島 お よび ネ ル ソ ン島 沿岸 の 固 くな っ た雪 氷(ゆ きこ お り)や 氷 盤 の縁 辺 部 に は茶 褐 色 の 着 色 が 見 ら

れ,羽 状 目珪 藻類 のNavicula　 glacieiが 優 占 して い た。 キ ング ジ ョー ジ島 沿 岸 定 着 氷 か ら採 取 した ア イ ス コ ア

の 中 間層 か らは最 大56.8!tg/1の 高 い クロ ロ フ ィルa濃 度 が 測 定 さ れ た,中 間 着 色 層 一ヒ部 で はNavicula　 glacie

iが 優 占 し,下 部 で はNitzschia　 cylindrusやN,lecointei.が 優 占 して い た。 ま た海 氷 下 部 で は　phaeocysti

s　pochetii　 が優 占 し,場 所 に よ り海 氷 下 で大 増 殖 す る この 種 が 海 氷 中 で増 殖 し,グ ル ー ミン グ の"た ね"に な る

こ とを示 唆 した。

海水 中 の ク ロ ロ フ ィルa濃 度 は0.24～2.55オg/1で,表 層 海 水 中 の単 位 面 積 あ た りの ク ロ ロ フ ィ ル現 存 量 は,海

氷 流 失 後 徐 々 に増 加 して2月 に 最大 に な っ た。12月 上 中旬 の 融 氷 期 に は氷 状 悪 化 の ため2週 間 ほ ど観 測 がで きなか っ

た が,海 氷 中 に優 占 して 出現 したNavicula　 glaciei　 ,　Nitzschia　 spp .は ネ ッ トサ ン プ ル中 で は 相対 出 現 率 が 低

く,中 心 目珪 藻 類 が 優 占 した 、 ネ ッ トサ ン プ ル中 の 優 占類 は,　ll月 にCorethron　 criophy]umだ っ た の が12月

に は　Chaetoceros　 socialis　 に な り,1月 　Thalassiosira　 spp.,　 2～3月 に　Chaetoceros　 spp .,　に遷移 した。

こ れ ら外 洋 性 と して報 告 され て い る種 が 優 占 した こ とか ら,長 城 基 地 周 辺 の 沿 岸 は外 洋 水 の 影 響 を強 く受 け て い る

こ とが 明 ら か とな っ た。

昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷域 の ア イ スア ル ジー 群 集 の 生 態 学 的研 究

助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝 男

昭和基地周辺の定着氷中 には,珪 藻類 を主体 とする アイスアル ジー群集が大増 殖 し,顕 著 な着色層 を形成す るこ と

が知 られ ている。1983年3月 か ら1984年1月 にかけて,基 地周辺 の定 着氷域 に設けた定点 で継続的 に採集 した海氷

サ ンプル,定 期的 な氷.ヒ観測で得たデー タ,海 水及び ネッ トサ ンプルについて検鏡,解 析 を行 い,海 氷 中に見 られ

るアイスアルジー群集の周年変化 を明 らかに した。

群集の形成,衰 退は生育の場である海氷の季節 変化に大 きく支 配 されている。夏 を越 した海氷 が秋に厚 さを増す際,

海中 に浮遊 してい る微細藻類 を海氷中に取 り込む。 また,強 風化 で開放水面 が凍結す る際 には,海 底の付着性 の微

細藻類 ない し海氷下面か ら遊 離 したア イスアルジー,ま たは中心 目を多 く含むプラ ンク トン性 の微細藻類が氷 の精
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晶に より海中か ら捕集 され,新 成氷 中に蓄積 された。海氷 中に取 り込 まれた微細 藻類 の うち,　Nitzschia属 な ど

の数種 は,あ る レベル以上 の光量 の もとで増殖 しなが ら海氷の成長 と共 に下方へ移動 して,海 氷下部の群集 を形成

した。 プラ ンク トン性 の多 くの中心 目の珪藻類 を主 とす る群集 は,海 氷 中でほとんど増殖せず,ク ロロフィル現存

量,種 組成 ともに変化 のないまま海氷 中間部 に存在 した。

春 にな り日射 が強 くなる と,海 氷下部 の群集 は増殖 を始 め,水 の動 きの少 ない場所で は海中へ数十セ ンチの長 さの

群体 を伸長 させ た。 日射が強 まり融雪 が進 む と,海 氷下部 も融 け始め,海 氷下部の群集 は海中へ遊離 し,海 氷中の

現存量 は激減 した。海氷 か ら遊離 したアイスアルジーの一部 は海中 に浮遊 し,秋 の海氷形成時 に微細藻類 フロック

として海氷 中に取 り込 まれる と考 え られた。

南極 陸 上 生 態 系 構 造 の研 究

助教授 大山佳邦,神 田啓史,助 手 大谷修司

昭和基地 の南方約25kmに あるラ ンプホブデは基地 のあるオングル島 と異 な り,大 陸の露岩上 にあ る。 ここ は昭和

基地か ら比較 的接近 し易いこ とおよびここの雪鳥沢 はこの付近で は生物相 に富む ことか ら,沿 岸露岩の代表 と して

長期 にわたる動植物相 お よびそれ ら相互 と環境条件 との関係 を調査 し始め た。一方,内 陸 にあ る露岩の代表 として,

あすか基地後方 の七一ルロ ンダーネ山地 における生物相お よび簡単 な環境条件 の調査 を計画 してい る。 これ まで雪

鳥沢を中心 とした沿岸 の露岩域 における地衣類,微 小動物 の調査 を行 ってきた。現在持 ち帰 った標本 をもとに分類

学 的,生 物学 的研究 を進 めてお り,ま た雪鳥沢 において主 に夏期 に得 られた微気象 デー タを解析中 であ る。 一方,

現 地では沿岸 の露 岩域 における調査 を継続 してお り,今 年 は蘇類,藻 類 を中心 と した調査お よび長期間の微気象観

測を雪鳥沢において実施 中である。

西 オ ン グル 島大 池 に お ける クロ ロ フ ィル量 の季 節 的 変 動

助教授 大山佳邦

西 オングル島の大 池は環境 モニ タリングの一定点 として,第15次 観測隊以来,水 質調査が なされてきた。 しか し生

物学的観 点か らの調査 は少 く,ま た通年観測 による物 質の季節 的変動 を追跡 した調査 もなされていなか った。

1987年 の越冬期 間中,3月 か ら翌年1月 まで,ほ ぼ毎 月1回 の割合 で採水 を行 い,栄 養塩類 と共 にクロロフ ィル量

の測定 を行った。

この ときのデー タを もとに,植 物 プラ ンク トン量の指標 となるクロロフ ィル量の季節的 変動 を解析 した。

クロロフィル量は4月 と9月 の2回 増加 が認 め られ,4月 のそれは低層 での増加が大 きい ものの,水 柱全層にわたっ

て増加 していた。一方,9月 の増加 は低層 での増加 が著 しく,最 高濃度1.84mg/m3を 記録 し,4月 の最 大値 の

2倍 以上に達 した。 しか し9月 の増加 も水柱 あた りの量 として4月 の もの と比較 した場合,両 者の値 にさほどの差

はな く,逆 に4月 の方が高い値 を示 した。

なお,上 記の測定は浮遊性 の植物 プ ランク トンについての ものである。 しか し採取 した湖底 のコア ・サ ンプルか ら

みて,大 池の湖底には藻類マ ッ トがかな りの厚 さで生 育 している。従 ってこの池 全体 の植物 による生物生産 を考察

す る場合 には底棲 の着生藻類の生産量 を考慮 に入れて論ずる必要 がある。

蘇 類 群 落 の構 造 と機 能 の 解析

助教授 神 田啓 史,助 手 大谷修司

南極 ラングホ ブデの雪鳥沢の上流か ら下流 までの数 ヶ所 において,群 落構 造 と発達 の経過 を明 らかにす る目的で群

落の縦断面の切片 を切 り解析 した。 また上,中,下 流 の各々1か 所 に微気 象観測定点 を設け群 落内の温度,含 水量,

気温,湿 度,光 量子,風 向風速 を測定 し,群 落が発達 する過程 で微気 象に どの様 に影響 を受 けるかを調査 した。

採集 した蘇類の一部 を半人工的(自 然光,室 温,　BBM培 地,ク ノップ液)及 び人工 的(温 度勾配恒温器)環 境 で

培養 し,蘇 類の携帯変異及び群落の発 達過程 を観 察 した。

雪鳥沢 とやつで沢の流域 に生育す る胞子体 を持 つ蘇類2種 類について秋,春,夏 の定期 的サ ンプ リングを行 い,茎

葉体の成長,生 殖器の発達,胞 子体の伸長,成 熟 に関す るデー タを得,考 察 した。
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ラ ン グホ ブデ 雪 鳥 沢 に お け る蘇 類 付 着 藻 とそ の 生 育 環 境

助 手 大 谷修 司,助 教授 神 田啓 史,大 山佳邦

南極陸上生態系構造の研 究の一環 として極域 に特 有の現象のひ とつである藻類 が群類 群落に付着 するメカニズムの

研究 を行 った。昭和基地周辺の露岩域 には凹凸構 造が明瞭な群類群落があ り,黒 く変色 しているのが見 られる。 そ

の凸部 には しば しば藍藻類 を主 とする藻類が数多生育 している。一方 凹部 には藻類の付着 は著 しく少ない。蘇類群

落内 におけ る付着 する藻類の種組 成 と分布パ ター ンお よびその生 育環境 を明かにするこ とを目的 として雪鳥沢 中流

の流れ に依存 した群落 と雪鳥沢下流 の雪 ドリフ トの解 け水 に依存 した2つ の型 の群類群落 を定点 とし,1988年11月

中旬 より1989年1月 初旬 にかけて生態学 的調査 を行 なった。藻類 の生育環境 を明 らかにす るために,群 類群落の凹

凸それぞれにおいて群落の光 量子,群 落内部温 度,群 落表面温 度,含 水率 を1週 間お きに測定 した。撤収時 に群落

構造 と藻類 の垂直分布,水 平分布 を調べ るために群落 断面 を採集 した。藻類 の同定 は,日 本 に持 ち帰 った藻類標本

の直接観 察 と,群 類標 本の培養 によって出現 した藻類 につ いて行 った。十分 に湿 った蘇類群落 では,周 囲の気温は

数℃ に しか上昇 しないのに対 し,凸 部 の温度 は 日中15℃ まで上昇 し,一 方 凹部 の温度 はたかだか10℃ であ り,5℃

低い ことがわかった。蘇類付着藻類 の生育 は蘇類群落 の構造 とその微気象 と密接 に関連 していると考 えられ る。蘇

類群 落の凹凸部分 と種類 の分布関係 は現在解析 中である。
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(2)共 同研究

励 特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

星 合 孝 男 国立極地研究所教授 南極沿岸生態系と沖合い生態系との相互関係の解析

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

黒 澤 努 大阪大学(医)助 教授 極地域 に於け る氷及 び海水中エ ン ドトキ シンと生物相の関連

井 上 正 鉄 秋 田大学(教 育)助 教授 南極地域 にお ける地衣類の分類 ・生態学的研究

渡 部 和 彦
広 島大学(教 育)福 山 分校

助教授

南極越冬隊員の健康 ・体力 に関す る研究:急 激 な温度 変化 と

生理機能(循 環器系)

星 合 孝 男 国立極地研究所教授 低温下 にお ける微細藻類 の生態学的研究

島 岡 清
名古屋大 学総 合保健 体 育科

学 セ ンター助教授
寒冷下 におけ る潜水作業 に関す る研究

内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授 水生動物の行動生態研究

高 橋 正 征 東京大学(理)助 教授 海洋基礎生産の時空間分布生態の研究

福 地 光 男 国立極地研究所助教授
南大洋産 ネク トン類 の寒冷適応 に関す る分類 ・生理 ・生態 学

的研究

伊 野 良 夫 早稲 田大学(教 育)教 授
窒素 の供給形態 と利用 につ いてラ ングホ ブデ とオ ン グル島の

蘇類群落 の比較研究

長 島 秀 行 東京理科大学(理)助 教授 南極産微生物の培養とその生理化学的性質

丹 野 皓 三 北海道大学(低 温研)講 師 蘇類 中に生息す るマイ クロフ ァウナの耐凍性 の研究

藤 森 嶺
日本たば こ産業 中央研 究所

部長
植物二次代謝産物の成分研究

堀 原 一 筑波大学(臨 床医学)教 授 南極越冬隊員の心臓調律変化に関する研究

奥 谷 喬 司 東京水産大学教授 南極海底生生物の分類と生態の研究

秋 山 優 島根大学(教 育)教 授
南極 陸上 生物 における相 互作 用,特 に ア レロパ シー現象 に関

する研究

福 岡 二 郎 新日本気象海洋技術顧問 南極 系水 とENSOの 関連

清 水 晃 奈良女子大学(理)助 教授 南極陸水域 にみ られる藻被の形態 と生態 に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

島 崎 健.. 北 海道大学(水 産)教 授 テ レ メー ター に よ る アザ ラ ン の行 動 研 究

松 前 昭 廣

　 一 一1一 一 ← 一一

北里研究所客員部長 南極 オ ングル島露岩地域 の微生物生態系 の研究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(海外学術研究) 星 合 孝 男 内 藤 靖 彦
北極 海海氷域 における基礎生産 とエ ネルギー移動 の時系列豹変 企画調整官 ・教授 福 地 光 男
動の研究 渡 辺 研太郎

]谷 村 篤
1綿 貫 豊

1
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(4)  iff5ZAW0Dg*

(7) 412 -Mit 4 tz ct 6 5gA

w C7 • • A

Long-Term Diving Records of an Adult Y. Naito, Antarctic Record,
'89

. 3

Female Northern Elephant Seal B. J. Leboeuf, Vol. 33, No. 1, pp.

T. Asaga,  1—  9

A. C. Huntley

A phytoplankton  Moon and associated M. Fukuchi, Mar.  Ecol.  Prog. Ser. UO.

processes observed  witl a long-term H. Hattori, 45 279-288

moored system in antarctic waters. M. Sasaki,

T. Hoshiai

Comparative studies on the kidneys M. Ogawa, Bull. Japan. Soc. Sci.
'88

. 11

and urinaty bladders of antarctic M. Fukuchi Fish. 54.  U.  1919-

teleosts. 1922

Chlorophylla a Concentrations Measured M. Fukuchi, JARE Data Rep.,
'89

. 3

Continuously with Surface Water H. Hattori 142 (Mar.  Biol.,  13).
Monitoring System during the JARE 151  pp.
-27 Cruise to Syowa Station , Antarc-
tica, in1985/86.

Chlorophyll a Concentrations Measured T. Kubodera, JARE Data Rep., 143
'89

. 3

Continuously with Surfce  Water  Monitor- M. Fukuchi (Mar. Biol., 14). 171
ing System during the JARE-28 Cruise  PP.

to Syowa Station, Antarctica, in 1986

/87.

 Zooplankton Data Collected with A. Tanimura,  JARE Data REP.,
'89

. 3

BIOMASS Programme at Syowa Station M. Fukuchi, 147 (Mar.  Biol.,  15)  .
in 1982 by  JARE-  2  3  .  1. Norpac Net H. Ohtsks, 162 pp.

Samples T. Hoshiai

Sub-ice microalgal strands in Antarctic K. Watanabe, Jpn. J.  phycol. 36 :
'88

.

coastal fast ice area near Syowa  Sta- 221-229.

tion

4-Ing•IPO.  (  it.) G 13 t ?;1r114-_!tt — 7 -f • H*I4A4i-P14-1-, '88
.

7 )1, 6i1) <"Z t • -f Y—A *-1:1V4 769-772.
1) 1) 7

Primary productivity in the fast ice ar H. Satoh J.  Oceanogr. Soc.  '88

ea near Syowa Station, Antarctica, du K. Watanabe Japan 44  287-292,
ring spring and summer 1983/84.

 1LiffilfMli2/ ff$11  H  i  i  37  1  -`4.
'88

. 9

 111111  --fE (Vol. 37. No.1)

Intraspecific predation and chick Y. Watanuki Oikos  53  :  .194-202.
'88

. 5

survival : comparison among colonies

of slaty-backed gulls
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

羅臼町マ ッカウス洞穴の ヒカ リゴケ の現状 と 神田啓史 日本蘇苔類学会報
'88

.

保存 4(10),165-166.

Al!elopathic　 interactions　 as　 a　 possible M.　 Akiyama Polarforshung
'88

.

deterrninant　 in　 the　 strucfure　 and　 corn一 S.　 ohtani 58(213),279-284.

position　 of　Antarctic　 plant　 communities. H.　 Kanda
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(イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者 発表 した学会等 の名称 発表年月

南極海沿岸域(ブ ライ ド湾)に おけ る沈降 粒 服部 寛,福 地光男 1988年 度 日本海 洋学 会春
'88

.4

子の変動 佐々木洋,星 合孝男 季大会

南極海あすか基地沖海域 におけ る有機物 の鉛 半田暢彦,福 地光男 〃 〃

直輸送

北海道サ ロマ湖海氷下での植 物 プ ラ ンク トン 福 地光男,谷 村 篤 〃 〃

増殖 渡辺研太郎,

佐々木 洋

Seasonal　 variation　 of　ice　algal　 assernbla一 Watanabe　 K,
Fifth　 synposiun　 on

'88
,8

ges　 in　 the　 fast　 ice　 near　 Syowa　 Station Satoh,　 H. antarctic　 biology
～9

inl983/84 Hoshiai,　 T

Ecological　 role　 of　 the　 copepod　 Parala一 Hoshiai,　 T 〃 〃

bidocera　 antarctic　 in　 the　 Antarctic Tanirnura.　 A.

COaStalWaterS Watanabe.　 K.

Population　 of　 the　 calanoid　 copepod, Tanimura.　 A, 〃 〃

Paralabidocera　 antarctica　 in　 the　 ice一 Hoshiai.　 T

seawater　 interface　 at　 Syowa　 StatiOn, Fukuchi.　 M.

Antarctica

Two　 aquatic　 mosses　 in　 the　 lakes　 near Kanda.　 H, ll tl

Svowa　 Station　 continental　 Antarctica
」 ∨TT…vu、 一～Uivム ム,

Iwatsuki.　 Z.

Temporal　 and　 spatial　 variations　 of Fukuchi,　 M. 〃 〃

marine　 biological　 parameters　 in　 the Hattori.　 H.

Antarctic　 water Hoshiai.　 T.

Biology　 of　 Neobuccinum　 eatoni　 (Smith) Numanarni.　 H, 〃 り

(Mollusca　 :　Gastropoda) Okutani.　 T,

Naito.　 Y.

Diving　 behaviour　 of　 Adelie　 penguin Naito.　 Y, 〃 lt

determined　 by　 a　 new　 type　 of　 Time Asaga.　 T.

Dθpth　 Recorder　 (TDR) Ohyama,　 Y

Sub-ice　 microalgal　 strands　 in　 the Watanabe.　 K. Third　 lnternationa1 88.8.

Antarctic　 coastal　 fast　 ice　 area　 near Phycologica1Congress,

Syowa　 Station.

ISHTAR計 画 星合孝男 第11回 極域 生物 シンポ ジ
'88

,12.

ウ ム

北極海 海氷域 における基礎 生産 とエ ネルギ ー 福地光男,星 合孝男, 〃 〃

移動 の時系列 的変動 の研究(PREFLA計 画) 内藤靖彦,谷 村 篤

松 田 治,服 部 寛

V.　 Alexander,

P.　McRoy
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

1988年ISHTAR第4次 航海 にお ける動物 プ ラ 谷村 篤,服 部 寛 第11回 極 域生 物 シ ンポ ジ
'88

.12

ン ク トン調 査 P.　 McRoy　 (Unlv. ウ ム

Alaska)

福地光男,松 田 治

内藤靖彦,星 合孝男

北部ベ ー リング海 における沈降粒 子 と懸 濁粒 佐 々木洋,服 部 寛 り tt

子変動 の連続観測(1988年 夏) 松田 治,谷 村 篤

福地光男,内 藤靖彦

星合孝男,

R.　 TriPP　 (Uniy,

Washington),

P.　McRouy

(Univ.　 Alaska)

南極昭和基地付近 におけ るアデ リーペ ンギ ン 秋山美希子, 〃 ,,

の潜水行動、特 に天候 と潜 水深度 の 関係 につ 浅賀朋宏,内 藤靖彦,
い て 綿貫 豊,奥 村 浩

キ タ ゾ ウ アザ ラ シ(1988)の 繁 殖 期 後 に お け 浅賀朋宏,内 藤靖彦 〃 ,,

る長期、連続、深潜水行動 の解析 B.　 J.　 Le　 Boeuf,

A.　 C.　 Huntley

(Univ.　 California,

Santa　 Cruz)

コマ イの腎組織 とその寒 冷適応 北川友理子, 〃 〃

小川瑞穂,福 地光男

ショウワギ スの水槽 内産卵行動 について 金銅義隆,榊 原 茂 〃 ,,

鳥 羽Lh照 夫,

星合孝男
■

JARE-26に よっ て ビー ム トロ ー ル で採 集 され 沼波秀樹,奥 谷喬司 〃 〃

た クチ キ レエ ビ スガ イ科 と ヒ ゲ マ キ ナ ワ ボ ラ 星合孝男,

科の分類学的研究

冬期 サ ロマ湖 の湖底付近 に見 られ る微細 藻類 佐藤†専雄,山 川征矢 ク ク

群集 有賀祐勝,

渡辺研太郎

結氷期 のサ ロマ湖 における沈殿粒子 量の変動 山口敏康,佐 々木洋 〃 〃

一粒 子 中 の ステ ロ ー ル成 分 に つ い て
渡辺研太郎,

谷村 篤,福 地光男

昭和 基地周辺定着氷下 におけるMetridia 山田 智,箕 山 嵩 〃 〃

gerlacheiの 季 節 分 布 福地光男,谷 村 篤,

星合孝男

西 オ ングル大池 の予備的調査 大lh佳 邦,森 本健司 )1 〃

雪 鳥沢におけるダニ目3種 の分布 菅原裕規,大 山佳邦 り 〃

福田弘巳

南極 産 クマムシ一種 の耐凍性 丹野皓三,菅 原 裕規, tl 〃

福 田 弘 巳,大 山 佳 邦,

!
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

南極における蘇類の光合成測定 伊野 良夫,神 田啓史 第11回 極 域 生物 シンポ ジ
'88

.12

大谷修司 ウ ム

冷凍保存した南極産地衣類からの組織培養 吉村 庸,黒 川禎子, 〃 〃

神田啓史

ノー トンサ ウ ン ドの繁 殖 地 に お け る ウ ミ ガ ラ 綿貫 豊,内 藤靖彦 〃 〃

スと ミッユ ビカモ メの 日周 活動性 P.　 McRoy,

J.　 Schauer　 (Univ,

Alaska)

北極海海氷域 における基礎 生 産 とエ ネル ギー 福地光男 ・星合孝男 ・ 第4回 オ ホ ー ツ ク海 と流
'89

.5

移動の時系列的変動の研究 内藤靖彦 ・谷村 篤 氷 に関 す る国際 シンポ ジ

ウ ム

結 氷期 のサロマ湖 における沈 降粒子 の変動

佐 々木洋,山 口敏康, ,, ㌧

渡辺研太郎 ・谷村篤,

福地光男
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5.極 地 設 営 工 学 研 究 グ ル ー プ

(1)一 般 研 究

氷 床 上建 築 に 関 す る研 究

客員教授 佐伯 浩,非 常勤講 師 半貫敏夫,助 手 寺井 啓

あすか観測拠点 を中心 とした氷床一ヒ建築物 と設備 に関す る研究 を客員教官,観 測協力室 と共 同で行 っている。あ

すか観測拠点 では,1987年2月 以来次 のよ うな観測 を継続 して実施 している。

1.建 物 の流動2.建 物 の不 同沈下3.建 物周辺 の堆雪 の変化4,基 地暖房の熱収支

5.排 水孔 の孔底 の上昇

(2)共 同研究

一般共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職1研 究 課 題

亀 岡 孝 治 三重大学 「生物資源)助 手 極地 におけ る青果物の貯蔵 に関す る基礎的研 究

横 山宏太 郎 武庫川女子大学(家 政)講 師 南極地域で使用する防寒服に関する被服気候学的研究
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(4)研 究成果の発表

(ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月

南極における風力発電機 開発 の意義 と 日本南 石沢賢二 南極資料VOL32,
'88

.7

極観測隊が使用した実験機の問題点 NO2,140-162

昭和基地の造水 設備 について 野元堀 隆,竹 内 貞男 南極資料VOL32,
'88

.7

NO2,211-217

新小型雪上車の試験結果 について 喜納 淳,細 谷 昌之, 南極資料VOL　 32
'88

.7

竹 内貞男,金 内 賢, NO2,218-237

雪温分布 を考慮 した粘弾 塑性 モ デル に よる雪 本田泰章,内 田昌勝, 日本建築学会学術講演会
'88

.10

面上建物の不同沈下解析 半貫敏 夫,佐 藤稔雄 梗概集
69.72

温度 による物性変化 を考慮 した粘 弾性 力学 モ 内田昌勝,本 田泰章, 日本建築学会学術講演会
'88

.10

デルによる雪洞の変形解析 山寺 浩,半 貫敏夫, 梗概集
佐藤稔雄 69.72

昭和基地更新計画に対する計画と構造実験 小石 川正 男,平 山 善 日本大学理工学部学術講
'88

.ll

そ の1.更 新 計 画 吉,半 貫敏 夫,三 橋 演会講演論文集

博 巳,佐 藤稔雄 23-28

昭和基地更新計画に対する計画と構造実験 小寺 浩,半 貫敏夫, 日本大学理工学部学術講
'88

.U

その2.風 洞実験 平 山善吉,小 石 川正 演会講演論文集

男,三 橋博 巳,佐 藤 23-28

稔雄
日本大学理工学部学術講

極地における雪洞の クリープ変形解析 内 田昌勝,本 田泰章, 演会講演論文集
'88

.11

半 貫敏夫,小 寺 浩, 23-28

佐藤稔雄 日本雪 工学 会 第5回 電工

学 シンポ ジ ウム論文 報告

極地 における雪洞の クリープ変形 解析(1) 内田昌勝 半貫敏夫, 集33-42
'89

.1

一表層の非定常温度分布の影響 一 佐藤稔雄
日本雪工学 会 第5回 電工

学 シンポ ジウム論文 報告

極地 にお ける雪洞の クリー プ変形解析(2) 半貫敏夫,本 田泰章, 集33-42
'89

.1

一積雪の時効硬化の影響 一 石沢賢二,佐 藤稔 雄

宇宙生物科学
VOL3,　 NO.1

南極の建築 半貫敏夫 55-73
'89

.3
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(イ)口 頭 に よ る発 表

題 目 発 表 者 発表 した学会等 の名称 発表年月

日本の南極基地 について 半貫敏夫 日本 マ ク ロエ ン ジ ニ ア リ
'88

.6

ング学会 第1回 月画居住

研究会

あすか観測拠点建物の不同沈下 について 半貫敏夫,本 田泰章, 第11回 極域 気 水圏 シ ンポ
'88

.7

石沢賢二,佐 藤稔 雄 ジ ウム
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〔B国 際共同観測〕

1.ア イスラ ン ドー昭和 基地共役 点 に関す る共同観測

昭和 基地 とア イス ラン ドは地磁気 共役点(地 球 固有磁場 中の1本 の磁力線 で結 ばれた南北西半球 の観測点)の 位置

関係 にあ る。 オー ロラを発 生 させる荷電粒子 やプラズマ波動 は磁力線 に沿 って伝搬す る基本特性 を持 ってい る。 し

たが って,オ ー ロラ現象の共役性 ・非 共役性 の観測 ・研究 はオーロラ粒子 の加速機構 やプラズマ波動の発生 ・伝搬

特性 を探 る上で重要である。共役点観測 は地理 的な理 由か ら,限 られた地域 しか実施 できず,オ ーロラ帯 に位置す

る共役点観測点対は昭和 基地一ア イスラン ドの組 合せ しか存在 しない。 この有利 な条件 を活 用 しての共同研究が当

研 究所 と,ア イス ラン ド大 学科 学研 究所 間で1983年 よ り開始 した。共 同観測 として,ア イスラ ンドに　Husafel1,T

jornes,lsafjordurの3点 の通 年観測点 を設置 した。 アイスラ ンドの3観 測点 は,南 極 の昭和基地,み ず ほ基地,

ソ連 マ ラジョジナや基地 の共役 点付 近に位置 している。

昭和63年 度 は62年 度 に引 き続 き,ア イ スラ ン ド3観 測点 において昭和基地 に呼応 した超高層現象 の通年連続観測 を

実施 した。地磁気 変動,地 磁気 脈動,　 CNA,　 ELF/VLF波 動等 を昭和基地 とほぼ 同一の規 格 で観 測 し,デ ィ

ジタル レコー ダを主体 とする記 録装 置を用いて記録 を行 っている。

今年度は,所 内の佐藤が8月 ～9月 の共役点 オーロラ同時観測 に参加 した。滞在 中,オ ーロラTV観 測,フ ォトメー

タ観測,3観 測点の観測器保守のほかに,ア イスラン ド国内のHoffに お け る地磁 気 多点 観測 も実施 した。 特 に,

9月10-11日,9月12-13日 は共役 点 ともに快 晴に恵 まれ,貴 重 な共役点TV観 測 デー タが得 られた。

2.グ リー ン ラ ン ドにお け る オ ー ロ ラ観 測

海 外 学 術 研 究 「グ リー ン ラ ン ド,ア イ ス ラ ン ド,ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン地 域 に お け る極 域 電 磁 現 象 の特 性 」 の第3年 次

に あ た り,巻 田 和 男(拓 殖 大 工,教 授)と 山 岸 久 雄 の2名 が8月 ～10月 グ リー ンラ ン ド西 岸 ゴ ッ ドハ ー ブ ンに オ ー

ロ ラ地 上 観 測 装 置(オ ー ロ ラTVカ メ ラ,天 頂 二 波長 フ ォ トメー タ,掃 天 リオ メ ー タ,　VLF自 然 電 波 観 測 器,誘 導

磁 力 計,フ ラ ッ ク スゲ ー ト磁 力 計)を 設 置 し,デ ンマ ー ク気 象研 究 所 と共 同 で観 測 を実 施 した。 ゴ ッ ドハ ー ブ ンは

オ ー ロ ラ帯 オー ロ ラ とポ ー ラー キ ャ ッ プ域 オー ロ ラの両 方 が観 測 で きる位 置 に あ た り,両 者 の特 性 を 比 較 した り,

両 者 の 関 連 性 を調 べ る上 で 有 利 で あ る。 従 来DMSP衛 星等 で調 べ られ て きた,　 sun　 aligned　 arc,trans-poユar

arc　 を地 上 か ら高 空 間 分 解 能 で 観 測 す る こ とが で きた 。
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〔C研 究集会等の活動〕

1.シ ンポ ジ ウ ム

第13回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ ウ ム

昭和63年6月7日(火)～9日(木)

上記 シ ンポジウムは,6月7日 ～9日 の3日 間当研究所6階 講堂 において開催 された。106名 の陽 石研 究者 が参加

し,論 文 の発表 と活発 な討論が行われ た。海外か らは,米 国か ら6名,メ キ シコ,ブ ラジル,中 国,チ ェコスロバ

キア,西 ドイツ,イ ギリスか ら各1名 の12名 が参加 した。 また発表 は陽石集積機構か ら,岩 石鉱物 学的研 究,化 学

的研究,物 理学的研究 まで多岐 にわ た り,発 表論文総数 は65編 あった。

第11回 極 域 気 水 圏 シ ンポ ジ ウム

昭和63年7月12日(火)～13日(水)

雪氷 ・気象 ・海氷 を中心 に極域の気水圏 に関 して広範 な分野 を11の セ ッションに分けて発表 ・討論 を行 った。今年

は 「極域 の物質循環」 を特別企画 と し,6編 の招 待講演 を設けたほか,初 日はオゾ ンを含め大 気から雪氷コアまで,

物 質の流れ,物 質循環 と関連す る話題 を集中 した。2日 目はポ スター発表 やその他の話題 とし,東 ク計画,気 候変

動研究計画(ACR)関 連の発表 も行われた。

本年 よ り,会 期 を7月 にず ら し,前 回か ら半年 しか経 過 してい ない こともあ り,発 表件数 は50件 と少 な目であった

が,参 加者 は115名 にのぼ った、

第9回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウム

昭和63年lo月25日(火)～26日(水)

固体地球物理学,地 質学,地 形学,地 球化学 な ど,例 年通 り広範な分野 の研究 を6セ ッションに分 け,研 究発表 と

討論 を行 った。七一 ルロンダー ネ山地の調査,昭 和基地 を中心 とした諸観測 やエ ンダー ビーラ ン ドの地形 ・地質調

査,西 南極の国際共同観測な ど,陸 上 の諸調 査 ・観測に加 え,海 洋域 での調査 の成果 も報告 された。特 に 「七 一ル

ロンダー ネ」セ ッションでは夏期 山地調 査や越冬観 測の進展 をふ まえ,ブ ラ イ ド湾 での海底磁気探査,氷 縁で の地

球物理観測か らバ ルヒェン地域 での氷 河地形観 測な ど幅広 い地域 での各種成果!2編 の発表が なされた。

総計38編 の論文が発表 され,参 加者は延べ120名 であった一

第10回 極 城 生 物 シ ンポ ジ ウム

昭和63年12月12日(月)～14日(水)

海洋生物の分野では 日米北極海共同研 究計 画,　ISHTARが 進 行中であ り,こ れに伴 う研究 発表 が ま とまっ たセ ッ

シ ョンで なされた。北での成果 も多 く発表 される ようにな り,今 年の場 合.南 北 ほぼ半 々であ り,南 北両極海 の比

較研究が本格的 となった。一方,陸ll生 物 の分野 では南極 での観 測計 画が進行 中であるこ ともあって,ほ とんど南

極関連の ものであった。近 々南極でBIOTAS計 画が始め られる こともあって,外 国か らの発表 も多 くみ られた。

第12回 極域 に お け る電 離 圏磁 気 圏 総合 観 測 シ ンポ ジ ウム

平成元年1月17日(火)～18日(水)

今回の シンポ ジウムの 目的は,昭 和57年 ～60年 に実施 された南極 地域 における中層 大気 国際 共 同観測(MAP),

南極及 び北極域(ア イスラン ド,グ リー ンラン ド)の 超高層現 象総 合観測 の成果 を発表,討 論す るこ とにあった,

2日 間で55編(内13編 は,ポ スター発表)の 発表 が行 なわれ,参 加者は実 人数94名,延 べ130名 であ った。 発表 内
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容はMAP関 連 では レーザ ー レー ダー観測 による,オ ーロラ活動時のNa原 子層の動 きな どを注 目を集 めた。 超 高

層物 理については,太 陽 圏 ・磁気圏 ・電離圏結合,電 離層擾乱,　ULF～HF波 動,地 磁気共役点観測,オ ー ロラ関

連現 象の解析結果が発表 された。 これ らの発表の他,1990年 よ り開始 され るSTEP計 画 に向け た,極 域 におけ る超

高層物理観測 の将来計画 につ いての発表 が行 われ,有 意義 な討議が なされ た。

2.研 究小集 会

研 究小 集会は,共 同研究 の制度 の一形態 である。

研 究 課 題 申 請 者 開 催 日

南極 のオゾ ンホールに関す る研究小集会 川 目 貞 男 昭和63年5月17日

PPBシ ステムに関する研究小集 会 江 尻 全 機 昭和63年6月14日

南極VLBIの 実験計 画に関する研究小 集会 神 沼 克 伊 昭和63年7月12日

FXOS-D衛 星 と地.ヒ観 測に関する研究小 集会 江 尻 全 機 昭和63年7月28日

南極露岩域生態系における動物 ・植物 の相 互作用 に関する研究小集会 星 合 孝 男 昭和63年8月26日

先 カンプリア時代 の高度変成岩類の対比 に関する研究小集 会 日 石 和 行 昭 和63年10月14日

限石と原始太陽系の化学進化に関する研究小集会 小 島 秀 康
昭 和63年11月18日

～19日

大気 一海氷相互作 用に関す る研 究小集会 川 目 貞 男 平成元 年1月24日

七一ルロンダー ネ地学調査の成果 と展望に関す る研 究小 集会 白 石 和 行 平成元年1月28日

極地海域 におけ るFLUX観 測 に関す る研究・」・集会 内 藤 靖 彦 平成 元年2月27日

南極雪氷研究 におけ るリモー トセ ンシングの高度 利用 に 関す る研 究小

集会
西 尾 文 彦 平 成元年3月17日

南極地学国際 シンポ ジウムにおけ る特 別研 究テ ーマ の検討 と設 定 に関

す る研究小集会
神 沼 克 伊 平 成元 年3月27日

極地 におけるヒ トの医学 ・生理学 に関す る研究小 集会 星 合 孝 男 平 成元 年3月28日
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3.観 測研 究小 集会

観測研 究小 集会は,共 同研究 の制度 の一形態 である。

研 究 課 題

○ 第30次 南極 地域観測 における研究観測 に関す る観測研究小集 会

(地上,衛 星等 による超高層物理観測)

(南極気候変動観測)

(七一ルロ ンダーネ山地地学総 合調査)

(陸上生態系及 び海洋観測)

申 請 者

江 尻 全 機

開 催 日

昭和63年7月29日

昭 和63年8月31E[

昭和63年8月29日

昭和63年8月29日

4.研 究談話会

開催 月日 発 表 者 所 属 題 目

昭 和63年

4.13 大 村 秀 雄 前鯨類研究所長
南極捕 鯨 と私

一個人的回想一

4.27

|

西 尾 文 彦 》

　

白旗氷 河の変動
一命

,何 が起 きているのか一

5.11
Dr.　 Harvev u

　 J.　 Marchant

[Antarctic　 Division
,D

epartrnent　 of　 Sci-

ence.　 Australia

Australian　 Antarctic　 Activities

5.25 半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 昭和基地整備計画案

〃

1

,」、 野 高 幸
キ ングジ ョー ジ島における各国観 測基 地 の状 況 につ

いて

6.15 大　 lh　 佳 邦!
第28次 隊越 冬報告

1.昭 和 基地

!) 鮎 川 勝 2.あ すか観 測拠 点

6.29 佐 藤 夏 雄 第29次 夏隊報告

〃 吉 田 栄 夫
「南極鉱物資源活動規制条約」協 議 の問題 点 とそ の

地政学 的背景

7.20 山 内 恭
第28次 隊報 告

－ACR観 測 の ス ター トー

tl 渋 谷 和 雄 七 一 ル ロ ン ダー ネ で の 人一に地 震 計 画 につ い て

8.8

Prof.　 Oscar

Gonzalez-

　 　 　 Ferran

The　 University　 of

Chile

The　 Antarctic　 activity　 of　 Department　 of

Geology　 and　 Geophisics,　 the　 Vninersity　 of

Chile
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開催 月日 発 表 者 所 属 題 目

昭 和63年

9.27
太 田 昌 秀 ノルウェー極地研究所 最新の北極地学研究

〃 藤 井 良 一
Dynamic　 Explorer衛 星 に よ る オ ー ロ ラ と 沿 磁 力

線 電 流 の研 究

10.27
Dr.　 Charles

Swithin　 bank

元英国南極局地球
科学部長

"What　 can　 We　 I
.earn　 from　 Antarctica?"

ll.1⊥
Dr.　 John　 C.

Gille
京都大学客員教授

"E
vidence　 for　 a　global　 decrease　 in　 stratosp

heric　 ozone"

12.7 丸 橋 克 英 通信総合研究所平磯支所 宇宙天気予報 について

〃 本 吉 洋 一
東南極ブ リッツ湾周辺 の地質調 査
－ANAREに 参加 して一

12.21 福 島 直 東京大学名誉教授
極光 ・地磁 気変動研 究史 の余 語三頭(電 流系論 争,

非ポテ ンシャル磁場,欧 亜古極 光観 察記録例)

平 成 元 年

1.!l
田 中 義 人

名古屋大学空電研究所,

国立極地研究所客員教授

低緯度共役点 におけ る磁気圏波動 の観 測,並 び に高

緯度現象 との関連

〃 高 岡 宣 雄 山形大学理学部,国 立極
地研究所客員教授

希 ガス質量分析法の地球科学への応 用

1.25
Dr.　 Edward

S.　 Grew

Univ.　 of　Maine,国 立

極 地 研 究 所 外 国 人 研 究 員

"Geology　 of　 the　 Sor　 Rondane　 Mountains

and　 of　 Enderby　 Land　 East　 Antarctia,　 and

Some　 Comparisons　 with　 South　 India"

2.9
Dr.　 Robert　 H.

Thomas

NASA

Headquarter

"S
atellite　 Remote　 Sensing　 Over　 Ice

2.15 神 沢 博 1988年 南極の成層圏突然昇温 とオ ゾンホール

1, 廣 井 美 邦
千葉大学理学部,国 立極
地研究所客員助教授

何故 スリランカ調査が必要か?

3.9 内 藤 靖 彦 バー ドアイラン ド英国基地訪問報告

〃 坂 本 亘 京都大学農学部,国 立極
地研究所客員教授 海洋生物の回遊行動 について

3.23 高 橋 修 平
北見工業大学,国 立極地

研究所客員教授

南極氷床の表面質量収 支 に関する諸 問題
一地吹雪は どこへゆ く?一

〃 下 山 晃 筑波大学化学系,国 立極
地研究所客員助教授

損石中の有機化合物 と生命の起源について
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m資 料及び研究施設の共同利用

1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用

(1)生 物系資料部門

南 北 両 極 域 よ り得 ら れ た各 種 生 物 標 本 は,研 究 が 済 み 次 第,標 本 デ ー タ等 を整 理 した 上 で 国 立極 地 研 究所 の生 物

資 料 室 に収 納 され てい る。 南 極 とそ の 周 辺 域 の 資 料 は 「南 極 生 物 資 料 カ タ ロ グ」 と して 出版 され て い る(昭 和61年

3月 発 行)。

⊥.植 物

極 地 よ り得 られ た 顕 花 植 物,隠 花 植 物 の 各 標 本 の 収 納 点 数 を別 表 に分 類 別,地 域 別 に ま とめ た。 そ の他,オ ー

ス トラ リ ア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リ シ ャ ス,シ ン ガポ ー ル,イ ギ リス,フ ラ ン ス,東 欧 な どの 温帯 域 か ら

も比 較 の ため 採 集 及 び交 換 な どで 収 集 して お り,蘇 苔 類 を主 に合 計26,000点 の 標 本 が 収 納 され て い る 。

現 在,蘇 苔 類 の 標 本 デ ー タは 国 立 極 地 研 究 所 の コ ン ピ ュー タ に よ るデ ー タバ ン ク に蓄 積 され て い る 。 内 外 の利

用 者 の ため に種 類 別(網,科,属,種),地 域 別(植 物 区 系,大 地 名)検 索 に よ る標 本 リス ト,ラ ベ ル の打 ち 出

し,さ ら に分 布 図 の 作 成 な どの 利 用 シ ステ ムが 出 来 て い る。 そ の 他 に 写真,図 解 入 りの ハ ン ドブ ッ ク と して 「昭

和 基 地 周 辺 の 蘇 苔 類 」 が 出 版 され(昭 和62年3月 発 行),南 極 ・亜南 極 の 蘇 苔類 デ ー タ カ タ ログ　(Catalog　 of

moss　 specirnens　 from　 Antarctica　 and　 adjacent　 regions)が 出 版 され た(昭 和62年10月 発 行)。

植物標本庫(NIPR)の 収納状況

分類別 顕花植物
|隠 イピ †直 牛勿

地域別 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類

南 米 パ タゴ ニ ア 10 600 300

亜 サ ウス ジ ョー ジ ア 50 417 50

サ ウス オ ー クニ ー諸 島 9

ケルゲ レン島 100

南 ア ム ス テ ル ダム 島 5 50

セ ン トポ ー ル 島 30

極
クロ ゼ島

フ ォー ク ラ ン ド島

30

20 10

南 ア フ リカ 25

西 シ グ ニ ー島 20 20

南
キ ング ジ ョー ジ島

デセ プ シ ョン島

40 706 200

10

30

極 南極半島 10 231 50 50

東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200

マ ラ ジ ョー ジ ナや 基 地 100 30

南 ケー シー 基 地 280 200 50

デー ビ ス基 地 60 30
極 マ クマ ー ド基 地 100 10 30

カナ ダ 115 800 30
北 ア ラ ス カ 150

極
ア リ ュー シ ャ ン列 島

ア イ ス ラ ン ド

10 100

30

50

域 ブ イン ラ ン ド 100 ;

スバ ルバ ー ル 80

そ チ リ 835

の ニ ユー ジ ラ ン ド 368

他 日本 ・欧 州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100

合 計 515 225 24,241 5,440 510
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2.動 物

収納 されている動物標本 の主 な ものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本 であ り次表 に示 され た。

1)剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)

動 物 名 標 本 形 態 点 数

ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ 剥製 親 2

〃 〃 仔 1

〃 ミ イ ラ 2

〃 皮 1

ユ キ ド リ 剥 製 1

,, 卵 1

マ ダ ラ フ ルマ カモ メ 剥 製 4

ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミッバ メ ,■ 1

オ オ トウ ゾ ク カ モ メ 〃 5

ア デ リーペ ンギ ン 剥製 親 5

〃 〃 仔 3

〃 卵 6

〃 骨 格 3

コウ テ イ ペ ンギ ン 剥 製 1

〃 卵 2

合 計 38

2)液 浸及び乾燥 標本

動 物 名 点 数 動 物 名 点 数

魚 類 128 環形動物 24

原索動物 軟体動物

ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30

棘皮動物 二 枚 貝 類 27

ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7

ヒ ト デ 類 36 線形動物 3

クモ ヒ トデ 類 10 紐形動物

ウ ニ 類 27 ヒモ ム シ類 7

毛顎動物 扁形動物 1

ヤ ム シ 類 3 腔腸動物

触手動物 ヒ ドロ虫類 18

コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7

節足動物 サ ン ゴ 類 8

甲 殻 類 56 海綿動物 4

昆 虫 類 5 原生動物

ダ ニ 類 5 有孔虫類 4

海 グ モ 類 4

合 計 474
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3)プ ラ ンク トン

ふ じ ・しらせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマ ス研究観測で採集 され た植物 プランク トン,同 定 用 ホルマ リ

ン固定 海水標本,冬 期 サロマ湖 から得 られ た同標本 は次表 に示 され た。

隊 次 標 本 内 容 標 本 数

7 ふ じ航路上 ・表面海水 181

9 〃 〃 82

14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100

18 ふ じ航路上 ・表面海水 149

19 〃 〃 155

20 〃 〃 246

20 定着氷下 ・各層海水 36

23 越冬 ルーチ ン観測 ・各層海水 706

24 tt　 II 330

25 〃 表面海水 ・各層海水 341

26 tp　 lt　 lt 456

27 te　 t,　 tl 420

28 〃 〃 〃 186

1978年 サ ロマ湖 ・各層海水 50

1
合 計

|3
・438

_」

そ の他 に,ふ じ,

れ た。

しらせ船上 よ り各種 プランク トンネッ ト採 集で得 られた動物 プラ ンク トン標 本は次 表 に示 さ

隊次 ノルパ ック ネ ッ ト　 MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚 魚 ネ ッ ト LHPR採 集器 ジ ェ ッ ト ネ ッ ト

14 33 0 0 0 0 0

17 16 0 0 0 O 0

18 22 20 4 0 O 0

19 l! 4 2 0 0 0

20 6 79 0 0 0 0

21 33 42 2 12 2 0

22 16 54 6 6 0 0

23 14 0 0 0 0 Ol

24 100 0 0 0 0 ・1

25 50 40 3 0 0 0

26 88 llO ll 0 0 7

27 54 80 0 0 つ9一一 0

28 28 0 0 0 0 0

29 18 0 0 0 0 0

計 489 429 28 18 24 7
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3.標 本貸出 ・受入状況

1)ポ ーラン ド科学 アカデ ミー植物標本館(リ サル ト・オキー プ)よ りスバルバール産蘇類標 本80点 を交換標 本

と して受 け入れ る(5月3日)。

2)プ レ トリア国立植物標本館(ジ ャック ・ファンルー イ)ヘ ア フリカ産蘇類標本2点 を貸 出す(5月17日)。

3)筑 波大学下田臨海実験セ ンター(セ ンター長)へ 南極 産軟体動物2点 を寄 贈 及び1点 の標本 を受 け 入れ る

(6月17日)。

4)横 浜国立大学(蒲 生重男)へ 南極産甲穀 類3点 を貸出す(平 成元 年1月17日)。

(2)非 生物系資料部門

当部門 は極域あ るいは極地 に関連 す る地域 の物理 資料,岩 石資料 それに一般資料 の収集,整 理,保 管 とその利用

に関す る業務 を担 っている。

物理資料庫 に関 しては,昭 和 基地で定常 的に観測 されている地震 のデー タを保管する一方,前 年度に引 き続 きセー

ルロンダー ネ地域 の ラン ドサ ッ ト,ス ポ ッ ト衛 星デー タの購 入を進 めた。 また昭和基地 で観測 された気象 のデー タ

の磁 気テープの整理 保管 も行 った。

岩石資料庫 に関 しては,前 年度に引 き続 きリュ ッォ ・ホルム湾岸 か ら採集 された岩石 の整理保管 を行なっている。

七一ル ロンダー ネ山地か ら採 集 された岩 石の整理 については,収 納 スペ ースがな く今後 の検討課題 となった。

(3)陽 石資料 部門

当部門は,南 極 陽石の初期処理,同 定分類 を継続 して行 っている。本年度 は,　Yamato-79陽 石 の う ち,比 較 的

小 さな コン ドライ トについて分類 を行 った。

また申請のあったNo.563--No.635の 研究計画 の うち,第16回 及び第17回 南極明 石研 究委 員会 にお い て採 択 され

た68件 の研 究計 画に対 して限石 の配 分を行 った。配分サ ンプル数 は304点 で,こ のうち研 磨 薄片　(PTS)　 は102枚

であった。

配分 を行った研究課題 及び研究 者を以下 に示 す。
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr
Co-lnvestigator

563 Y-82162,Y-86720, B-7904の 岩石鉱物学的研究

1
留 岡 和 重

564南 極産ユ レー ライ トの化学的研 究

565非 平衡 コン ドライ ト唄石 中の マ トリック スの分析 電

子顕微鏡 による研究

海老原

土 山

充

明 北村雅夫,渡 辺 聖子

566月 限 石Yamato-86032の コ ン ソー テ ィ ア ム研 究

鴎i
小

567　 Geochemical　 and　 Petrologic　 Studies　 of　Lunar　 {　M .Lindstrorn

　 　 Meteorites　 l

　

　

リ

サ

騙
辮
蕪
驚　騙

矢

D

D

A

G

M

H

W

M

兼

D

西

R

C

M

D

J

L

田

清

D

R

R

D

L

弘

正
康

彰
秀

出
出
島

D.Mittlefehldt,

D⊥indstrom

568　 Geochemistry　 and　 Petrology　 of　 Lunar　 Meteo-

　 　　 rltes

569　 Geochemical　 and　 Patrologic　 Studies　 Of　 Lunar

　 　 　 Meteorites

M.Lirldstrom

M.Lirldstrom

R.Morris,　 D.Bogard,

L.Nyquist

D.Mittlefeh!dt,

D.LindStrorn

570　 Geochemistry　 and　 Petrology　 of　 Diogenites

571　 Rare　 earth　 elements　 in　 enstatite　 chondrites

572月 『員石Yamato-86032の 年代学 的研 究 及び微 量元 素

による化学的研究

573　 To　 elucidate　 the　 origin　 and　 evolution

　　　　 least　 equilibrated　 ordinary　 chondrites

of　 the

D.Mittlefehldt

G.Crozaz

増 田 彰 正

C.Alexander

M.Lindstrom,

LNyquist

LLundberg

清水洋,高 橋和也

　

l　D.Barber,　 R.HutchisOn

{　C.Pillinger,　 A.Morse

}　D .Sears
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr
Co-lnvestigator

574 History　 of　 lunar　 meteorites　 by　 noble-gas　 ana一 高 岡 宣 雄
1yses

575 Chronology　 and　 isotope　 tracer　 study　 of　 !unar M.Tatsumoto N.Nakamura

meteorites

576 Cosmic-ray　 exposure　 and　 terrestrial　 histories 西 泉 邦 彦 J.Arnold

of　 Antarctic　 meteorites

577 40Ar-39Ar法 に よ るlunar　 meteoritesの 年 代 学 的 研 兼 岡 一 郎

究

578 Volatile　 trace　 elernents　 in　Yamato　 lunar　 Meteo. M.Lipschutz

rites

579 稀少限石の微量元素存在度に関する研究 海老原 充

580 Geochemical　 and　 Petrological　 Study　 of　 Meteo一 L.Haskin R.Korotev,　 B.Jolliff

rite　 Yamato-86032　 as　 a　Lunar　 Breccia

581 Rb-Sr　 and　 Sm-Nd　 lsotopic　 Studies　 of　 Lunar LNyquist M.Lindstrom

Meteorites

582 Carbon　 and　 nitrogen　 in　 lunar　 meteorites C.Pillinger M.Grady

583 Minera!ogy,　 Petrology　 and　 Trace　 Element X.Xiande Y.Weixi,　 H.Wei

Composition　 of　 Antarctic　 Meteorite　 Yamato一

86032

584 Geochemistry　 and　 Petrology　 of　 Lunar　 Meteo一 M.Lindstrom R.Morris,　 D.Bogard,

rites L.Nyquist,

D.Mittlefehldt,

D.Lindstrom

585 AMS法 とTL法 による落下時代測定 の評価 と精密化 三尾野 重 義 吉田 勝

586 南極産 阻石 の岩石 ・鉱物的研究 M.Lee B.Park,　 H.Lee,

池田幸雄,武 田弘

587 Noble　 gases　 in　 Yamato-791538 U.Ott RBegemann

588 南極 限石の落下時代 に関する研究 高 岡 宣 雄 長谷川博一,森 本信男

武 田 弘,永 原裕子

宮本正道,今 村峯雄

山越和雄,池 田幸雄

長尾啓介,蜷 川清隆

岡田昭彦,矢 吹英雄

矢吹 貞代,木 越邦彦

福 岡孝昭,古 川路明

中村俊夫,本 田雅健

三浦保範,板 橋 隆久

中原弘道,三 尾野重義

永田 武,青 木.謙一郎
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr
Co-lnvestigator

589

590

591

592

593

594

595

596

598

599

600

601

602

603

604

605

606

607

Tochilinites　 from　 Mg-rich　 C2

S型 小 惑 星 に 対 応 す る 南 極 隅 石 の 鉱 物 学 及 び 反 射 ス

ペ ク トル の研 究

Cosmogenic　 radionuclides　 in　Y-86032

'南極 産
エ コ ン ドラ イ ト限 石 の 鉱 物 学 結 晶 学 ・岩 石 学

化 学 的 研 究(継 続)

限 石 の 地 球 －Lで の 風 化 に 関 す る 研 究

Clコ ン ド ラ イ ト ・コ ン ソ ー テ ィ ア ム の メ ン バ ー 追 加

と 配 分 試 料 の 追 加

Polymict　 achondrites　 and　 their　 sigrlificance

to　 parent　 body　 processes

Rb-Sr　 and　 Sm-Nd　 lsotopic　 Studies　 of　 Achon-

dritic　 Pt'leteorites

南 極 損 石 の 落 下 年 代 に 関 す る 研 究

南 極 阻 石 中 の26Aユ,10Beの 測 定(続)

Volatile　 trace　 elements　 in　 and　 other　 studies

of　 Yarnato　 }・{5　chondrites

Trace　 element　 studies　 of　 ureilite　 meteorites

高 温 高 圧 下 に お け る 南 極 損 イ1熱 伝 導 率 の 実 験 的 研 究

Petrography,　 texture　 and　 multi-element　 chemi-

stry　 of　 individual　 rnatrix　 components

Volatile　 trace　 elements　 in　 and　 other　 studies

of　 Yamato　 H5　 chondrites

Curator　 of　 meteorites,　 American　 Museum　 of

Natural　 History

Investigation　 of　 mixtures　 Of　 rocky　 and　 icy

grains　 under　 high　 pressure　 and　 low　 tempera-

ture　 (for　 modelling　 Of　 icy　 satellites)

炭 素 質 コ ン ドラ イ ト有 機 抽 出 物 の 赤 外 分 光 測 定

イ1貝 唄 石 中 の 窒.素 同 位 体 の 測 定

M.ZOlensky

廃 井'孝 弘

G.Herzog

武 田 弘

池 田 幸 雄

池 田 幸 雄

D.Stoffler

LNyquist

矢 吹 貞 代

本 田 雅 健

M.Lipschuts

W.Bovnton

ゴ三 来 り帝 －

A.Bischoff

M.Lipschutz

M.Prinz

J.Leliwa.

Kopystynski

藪 下

杉 浦

信

で|.1

1.　illl　ackinnon

武 田 弘

森 寛志,廣 井 孝 弘

池 田幸 雄,　LNyquist

D.Bogard,　 L.McFadden

佐 藤 晴彦,斉 藤 潤

小 島秀 康

D.Bogard,　 武 田 弘

岡 田 昭 彦,矢 吹 英 雄

永 井 尚 生,米 田 成 一.-

R.Dodd,　 P.Englert,

L.Schults,　 D.Sears

A.Spitz

須 崎 純 一一,八 木 健 彦

D.Stoffler,　 T.Geiger

R.Dodd,　 P.Englert

L.Schultz,　 D.Sears

N.　 N!1　aeno

和LU-一 洋

橋 爪 光
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No. Research　 Progra]〔n
Principal

InVeStigatOr
Co-lnvestigator

609 Join　 in　 the　 group　 study　 of　 HED　 meteorites M.Lipschutz

being　 led　 by　 Prof.　 Takeda

610 HED限 石の岩石学的研 究 池 田 幸 雄

611
"Antarctic　 carbonaceous　 chondrites　 with　 Cl

Affinities"の コ ン ソ ー テ ィ ア ム に 関 す る メ ン バ ー 追

池 田 幸 雄 1

1
加及び予備試料の配分 1

|

612

613

614

615

616

617

620

621

622

623

624

625

626

Study　 of　Opaque　 phases　 in　CI　and　 CM　 meteo-

ritesY-82162,Belgica-7904andY-86720

南 極 環 境 にお け る鉱 物 の 変 質 過 程 の 研 究

炭 素 質 コ ン ドラ イ トの衝 撃 効 果 の 実 験 的 研 究

南 極 陽 石 の風 化 度 の研 究

赤 外 ス ペ ク トル に よ る南 極 産 限 石 の 研 究1主 と し て

炭 酸 塩 鉱 物

南 極 産CM－ 炭 素 質 コ ン ドラ イ トのaqueous　 altera-

tion　 processと そ の環 境

南 極 産CR－ 炭 素 質 コ ン ドラ イ トの鉱 物 学 的研 究

ユ レ イ ラ イ トー炭素 質 コ ン ドライ トのgenetic　 relation-

ship

微小 領 域 で の 化 学 分 析 に よ るユ レ イ ラ イ トの 金 属 相

及 び珪 酸 塩 鉱 物 の研 究

Spectra!　 Reflectance　 of　lunar　 meteorites:　 Y-

86032andY-793274

C-Tス キ ャナ ー に よ る限 石 内 部 構 造 の研 究

南 極 産 阻 石 の 古 地 磁 気 学 的研 究

Cコ ン ドラ イ トの 熱 史 の 推 定

炭素 質 コ ン ドラ イ トの 鉱 物 学 的 分 類 と炭 素 質物 質 に

よ る分 類 の 比 較

南 極 産 エ コ ン ドラ イ ト積 石 の 鉱 物 学 結 晶 学 ・岩 石 学

化 学 的 研 究(継 続)

A.Goresy

磯 部 博 志

関 根 利 守

宮 本 正 道

宮 本 正 道

留 岡 和 重

重日不岡留

重和岡留

816

916

斎 藤 閏、
了

L.McFadden

田 口 勇

永 田 武

野 日 高 明

江 村 達 士

武 田

6271限 石中の硫化物及 び硫 酸塩 鉱物 の イオウ同位体 比 と 岡 野
ト

そ の形 成過程 につ いて

弘

純

M.Kimura

村上 隆

森 寛志

矢内桂三,小 島秀康

武田 弘

武 田 弘,末 野 重 穂

杁 本 尚義

C.Pieters

永 田 武,船 木 實

i田 口 勇,船 木 實

]増 題彰正

}喉
寛志, 広井孝弘1

斎藤 潤,佐 藤晴 彦　
1池 田 幸 雄,　 M.Lipschutz

　 L.Nyqulst,　 D.Boggard

L.Mc・Fad(重enミ

植田千秋
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr
Co-lnvestigator

628 非平衡オーデ ィナ リコ ン ドラ イ トの熱 的履 歴 に関 す 海老原 充 篠永妙子,野 口高明

る研究

629 南極産オーブ ライ トの微 量元 素組 成及び分布 海老原 充 篠永妙子

630 シ ョッ ク を受 け たF員石 のRb-Sr,　 Nd-Sm,　 Pb-Pb法 藤 巻 宏 和 長谷 中利昭,小 島秀康

による年代 測定

631 AMS法 とTL法 による落下年代測定の評価 と精密化 三尾野 重 義 吉田 勝

632 Petrologic　 studies　 of　 meteorites M.Prinz

633 Sample　 request　 for　 sample　 Yarnato-691　 (EH3 J.Birck C.Allegre,　 M.Rotaru

chondrite)

634 Sample　 request　 for　 sample　 Belgica-7904　 (C2 J.Birck C.Allegre,　 M.Rotaru

chondrite)

635 Chrono-therrnometry　 of　 LL　 parent　 asteroid P.Pellas E.Jessberger,

F.Podosek,　 R.Wieler

(4)オ ーロラ資料部門

当部門が担 う主 たる業務は,オ ー ロラに関す る公開rl∫能な資料の収集 とその統 一一的整理 ・保 管,な らびに収 集 さ

れた資料 を共同利用 に供す ることであ る。 さらに収集資料の至便 な検索 システムや解析 システムの開発研究 を行 う

と共 に国際学術連合(ICSU)の 勧告 に基づ くオー ロラの 世界資料セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora1)　 の運営業

務 を も担 う。

本年度 は,国 内外 の関係機関 との情報交換 と平行 してデータ収集作業 を実施 した他,多 量の全天 カメラマ イクロフィ

ルムデータを自動的 にコマ送 りしつつ ビデ オ信号 と して一光デ ィスクに収録す るオー ロラ画像 ファイリングシステム,

およびDMSP衛 星 によるオーロラ粒子観測 データのデー タベ ース化お よび検索 システムの構築 を行 った。

(5)デ ー タ解析資料部門

当部門は,極 域観測 で得 られ'た数 多 くの観測 デー タの電子計算機 を用いた解析並 びに処理方法 に関す る研究 を行

うとともに,情 報処理 セ ンターの運営 を担 当 している。

デー タ解析 システムの開発研究 としては,ホ ス トコンピュー タの機 器構成 を始 め,特 殊用途 の補助 システムの設

計 を行い,そ れ らの成果 が情報処理 セ ンターに積極 的に取 り入れ られ共同利用 に供 されている。特 に高性能小型計

算機 システムは年 々多用 化する極域 デー タの処理 に良 く対応 し,ま た高分解能 カラー画像処理 シ ステムは,各 種 人

工衛星に よる リモー ト・セ ンシング画像処理,マ ルチバ ン ド航 空写 真に よる地 質,地 形,生 物,生 態調査 の画像処

理,疑 似 カラーに よる3次 元情報(ダ イナ ミック ・スペ ク トラムやオー ロラ画像)な どの処理 に広 く利用 されてい

る。 これ らの システムを開発 し利用に供 してい るのは,共 同利用機関の計 算機 セ ンターの中で も特 色ある存在 であ

る。

最近の情報通信化社会 に対応すべ く,光 デ ィスクを用いた大量デー タの効率 的処理/管 理手 法や,学 術情報 ネ ッ

トワー ク,衛 星回線通信,ロ ー カルエ リア ネッ トワー ク(LAN),マ イクロメインフレーム結 合な どの計算機 間通

一73一



信 などについて研究 を行い環境の整備 をはかってい る。

以上,具 体的 な内容 については情報処理セ ンターの項 を参照 されたい。

(6)低 温資料部門

当部門は,極 地域 で採 集 された低 温試料 の解析 お よびその基礎研究 を行 う とともに,低 温実験室 の管理 と低温貯

蔵庫の試料の保管 を担当 している。

試料の解析お よびその基礎研 究 としては,氷 床 コアの各種解析,雪 氷試料 の長期保存 による密度,組 織,同 位体組

成 などの変化に関する研 究や,低 温試料 の現場解析法,梱 包 ・輸送法 などの研究 を行 ってい る。

試料は,低 温 貯蔵庫 内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分 につ いては,実 験室 に分散 されている。移

動棚は,貯 蔵庫 中央 の通路 をは さんで両側 に配置 されてお り,一 方 は観測隊 の 中型 ダ ンボー ルに入 っ た低 温試 料

(雪氷,生 物,胆 石,寸 壌 な ど)が,ま た他方 にはみず ほ基地 の700mコ アなどの氷床掘削 コアが コアケー スの まま

収納 されている。収容能力 は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当で ある。

本年度は,28次 隊持 ち帰 りの蘇類 ・地衣類試料 やあす か観測拠点地吹雪試料 などが搬入 され,整 理 され たの ち,

共同利用研究試料 として共同研究 者に配布 された。
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2.研 究施設 ・設備 の共同利 用

(1)情 報 処 理 セ ン タ ー

資料系情 報処理セ ンターは,当 研究所 の共同利 用施 設 として,M-260Hを ホ ス トコ ンピュー タに備 えた汎用大 型

電子計算機 システムに加 えて,高 性 能小 型計算機 システム,高 分野 カラー画像処理 システムなどの補助 システムが

設置 されてお り,双 方 が有機 的に接続 されたシステム構成 となっている。計算機通信環境 ではホス トコンピュー タ

を中心 として,イ ーサネ ッ トによる所内 ローカルエ リアネ ッ トワーク,学 術情報 ネ ッ トワーク,極 地研 一宇宙研 リ

モー トジョブ・享用 回線,及 び衛星 リンクシステムが設置 されている。 また汎用パ ソコン　(NEC　 PC-9801 ,IBM　 P

S/2)と 周辺機器 も設置 され,ア プリケーシ ョンソフ ト等 もある程度用意 され てい る。 これ らの システ ム を利 用

して,極 域観測 デー タ,人:[衛 星受信デ ータなどのデ ータ処理,及 び各種科学計算 を主とす る処理が行われている。

またデータベ ースシステムと しては,気 象 ・重力 ・海洋 ・地質 ・損石 ・生物のデー タ,極 地関係の文献情報,及 び

南極/北 極地域 の地図デー タ,極 域超高層地一ヒ観測デー タ,気 象衛星画像デー タが構築 されてお り利用 に供 してい

る。

M-260Hシ ステ ムは,昭 和61年12月 末に本体 の機種変更,昭 和62年2月 に周辺機器 の増 設/変 更 が行 わ れたHITA

CM-260H中 央演算処理装置及び周辺機 器を引 き続 き使用 している。高性 能小 型計算機 システム,高 分解能 カラー

画像処理 システム,衛 星 リンクシステムについて も従 来通 りであるので,機 能/ハ ー ドウェア等 の概要 につ いては

昭和63年 度版年報 を参照 されたい。新規 に加 わった機 能について以下 に記述す る。

イーサ ネッ トに よる所 内 ローカルエ リアネ ッ トワー ク　(LAN)は ,セ ンター設置 のホス トコンピュー タと,各 研

究室に設置 された ワー クステーシ ョン,パ ソコ ンの共通通信網 を目的 として付設 され,原 則 と して どの研 究室か ら

も利用出来る様 に通信 ケーブルの配管が配慮 されている。 イーサ ネッ トは近年急速 に普及 しつつあ るワー クステー

ションの標準通信網 として採用 されてお り,ワ ークステー シ ョンの研究室単位での設置が予測 され る現在 ,そ の付

設は必要不可 欠である。本 ネ ッ トワークで接続 され たシステム間では,ホ ス ト/端 末機能のサー ビス,高 速 ファイ

ル伝送 サー ビスを利用す る事が可能であ る。

学術情報 ネ ッ トワークは,昨 年度設置 したN-1フ ロン トエ ン ドプロセ ッサ を使 用 して加入手続 きを行 った もので あ

る。本 ネ ッ トワークは加入セ ンタ間での大型計算機 システ ムの相互利 用 を目的 とした もので,具 体 的には極地研 の

端末か ら他の加入 センターの システム(直 接 利用は6大 学,学 術情 報セ ンタのみ)が 利用可能であ り,同 時 に他 の

加 入セ ンタか らの極地研セ ンタの利用 も同様 に可能である。外部セ ンタのデー タベー ス,電 子 メールなどの環境 を,

極地研セ ンタ内 に居 なが ら利用で きる利点は大 きい。

極地研 一宇宙研 リモー トジョブ 専用回線 は,昨 年度か ら準備 され試験運 用を行って きた衛星 リンクシステムで,昭

和基地か ら極地研セ ンタに伝 送 されたEXOS-D衛 星の クイックル ックデー タを,即 座 に宇 宙研 セ ンタへ 再伝 送す

ることを目的 として設置 された ものである。 リモー トジョブは本 来,極 地研 セ ンタか ら投入 したジ ョブを宇宙研 セ

ンタで処理 し結 果 を極 地研 セ ン タに返送

す るための通信 路 で ある こ とか ら,宇 宙

研 セ ンタで しか処理 で きな い ジ ョブ も極

地研 セ ンタか ら 自在 に投 入 し結 果 を得 る

ことも可能である。

システムの63年 度 月別稼動 時 間 を下 図 に

示す。利用 者の増加 と解析 内容 の多様 化,

加えてシ ステ ムの処理 能力 向上 に伴 う新

たな処理 の発生 等 で,デ ー タ処 理 量の増

大傾 向は本 年度 も変 わ って いな い。 昨年

度 のM-260H導 入によって一'一一時 は落 ち着 き

を見せ てい た稼動 時 間 も一ヒ限 に近づ きつ

つある。

時間

昭和63年 度M-260Hシ ステム稼働時間

[::]稼f動 時 間
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(2)オ ー ロ ラ 世 界 資 料 セ ン タ ー

オーロラ世界資料セ ンター　(WDC-C2forAurora)は,資 料系 オー ロラ資 料部門が管理 ・運営 し,管 理資 料棟

5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼閲覧室 を有 してい る。当セ ンターに保管 される資料 は,　WDCパ ネルが示 す作

業指針 を基本 とし,学 問 の進展 に伴 う研究者 の要望資料 をも経済的物理的事情 を勘案 した上 で収 集する方針 として

る。資料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えていると ともに,リ ーダプリンター利用 による簡単 な閲覧 と複写 が可 能 と

なっている。 データ収納能力 は,35mmマ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気 テープ約1,900本 、マ

イ クロフ ィシュカー ド数1,000枚 である。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学部)と の共同 によるAE

デー タブ ックの出版 も行 われた。

本年度 までに収集 したデー タの概数 を次表 に示す。

資 料 名 観 測 期 間 数 量

35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1970年 ～1986年 2,100巻/100ft

16mm全 天 カ メ ラ フ ィ ルム(一 部編 集 不 能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft

35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィル ム
1970年 ～1986年 240巻/1,000ft

昭 35mm全 天 カ メ ラ長 尺 保 存 フ ィ ル ム
1970年 ～1978年 120巻/1,000ft

和

基

地磁気3成 分 オリジナ ルチ ャー ト記録

地磁気3成 分3打 点チ ャー ト記録

地磁気3成 分35mmマ イクロフ イルム

1959年 ～1961年

1966年 ～1986年

1972年 ～1986年

1959年 ～1961年

1,198巻

164巻

35巻/100ft

地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1966年 ～1986年
23一 フ ァ イ ル

資 絶対測定記録簿 1976年 ～1986年
3一 フ ァ イ ル

超 高層現 象相 関記 録マイ クロ フィルム 1966年 ～1986年
48巻/100ft

料
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 55一 フ ァ イ ル

計算機取 り込みデー タA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル

オー ロラ写真観測記録 1981年 約55冊

DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1986年 200巻/100ft

South　 Pole基 地全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1986年 1,999巻/100ft

Halley　 Bay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1986年 237巻/100ft

Mawson基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 227巻/100ft

Casy基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 276巻/100ft

Maquarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 488巻/100ft

Davis基 地 全 天 カ メラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 200巻/100ft

地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィ ル ム(約55基 地) 1976年 ～1984年 525巻/100ft

地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィ ル ム(約5基 地) 1979年 ～1984年 約50枚

IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ

、

1977年 ～1979年 20枚

NOAA　 &　 TIROS　 (粒子)　MT 1978年 ～1986年 400巻

DMSP　 (粒子)　MT 1979年 ～1986年 200巻

Data　 Book等(閲 覧 用) 約250冊

日本学術会議資 地磁 気 マ イ クロ フ イル ム 1957年 以 降 6,200巻/100ft

料室 より管 理換 え 全 天 カメ ラ フ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft

資料 DMSPオ ー ロラ観 測記 録 1972年 ～1980年 130巻/100ft
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(3)低 温 実験室

低温資料部門が管理す る共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験 室,-20°Cの 自然対流冷却 に よる実

験室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなってい る。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守 員 の勤 務時

間内であ る。

本年度の利用状況 を図 に示す。延べ利用人数は,578名 であ った。主な利用は,み ずほ700m氷 床 コアの処理作業、

北極 スピッツベ ルゲ ンコアの解析作業,雪 氷 コアの γ線密 度測定 な どの解 析作 業,氷 床 コア中の炭酸ガス抽 出装置

の実験 な どで,他 に第30次 観測隊関連 の利用があった。

低温室月別利用人数(昭 和63年 度)

80

70

60

50

40

30

20

10

0

4 5 6 7 8 9 1011121 9
] 3

一77一



IV　南極地域観測事業

1第29次 南 極 地 域 観 測 隊

(1)第29次 南極地域観測隊編成 及び観測項 目

人員52名(越 冬隊37名,夏隊15名)

1.越 冬隊(昭 和基地27名・あすか観測拠点10名)

部 門 氏 名 所 属

隊 長 兼 越 冬 隊 長 渡 邉 興 亜 国立極地研究所研究系

副 隊 長 兼 越冬 副 隊長 矢 内 桂 三* 国立極地研究所資料系

定常観測 気 象 松 原 廣 司 気象庁観測部南極観測事務室

土 井 元 久 〃

上 窪 哲 郎 〃

岡 田 憲 治 り

電 離 層 大 塚 敦 郵政省電波研究所電波部

地 球 物 理 市 川 信 夫 京都大学防災研究所

研究観測 宙 空 系 坂 翁 介 九州大学理学部

山 口 寛 司 気象庁地磁気観測所

川 原 昌 利 郵政省電波研究所電波部

雪 氷 ・地 学 系 奈良岡 浩* 筑波大学化学系

藤 田 秀 二* 国立極地研究所事業部(北 海道大学大学院学生)

気 水 圏 系 和 田 誠 国立極地研究所研究系

青 木 周 司 〃

青 木 輝 夫* 気象庁気象研究所

生 物 ・医 学 系 神 田 啓 史 国立極地研究所資料系

大 谷 修 司 〃 研究系

設 営 機 械 米 沢 泰 久* 国立極地研究所事業部(小 松製作所川崎工場)

野 村 則 人 新潟大学施設部

山 下 孝 昭 国立極地研究所事業部(い す"自 動車川崎工場)

韮 沢 則 喜 〃(大 原鉄工所製造部 門)

槌 井 正 一 〃(ヤ ンマ ー デ イ ー ゼ ル尼 崎 工 場)

白 田 孝* 〃(い す"自 動車 川崎工場)

通 信 横 野 孝 司 国立極地研究所事業部(NTT長 崎無線電報局)

三 宅 隆 〃　 (NTT銚 子無線電報局)

調 理 神 邦 人* 海上保安庁警備救難部

調 理 坂 本 好 吉 国立極地研 究所事 業部(レ ス トラ ン ・さか もと)

和 田 純 一 海上保安庁警備救難部

医 療 井 井卜 龍 誠 国立極地研究所事業部(福 岡逓信病院)

河 内 雅 章* 〃(信 州大学医学部付属病院)

三 上 春 夫 〃(千 葉県中央保健所)
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部 門 氏 名 所 属

設 営 設 営 一 般 大 塚 英 明 国立極地研究所事業部

古 川 晶 雄 〃(名 古屋 大学大学院学生)

下 出 泰 義* 〃(長 崎県有明中学校)

瀬 古 勝 基 名古屋大学水圏科学研究所

古 山 勝 康* 国立極地研究所事業部(つ るや食堂)

(注)*印 は,あ すか観測拠点越冬者 を示す。

2.夏 隊

部 門 氏 名 所 属

副 隊 長 兼 夏 隊 長 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所資料系

定常観測 海 洋 物 理 伊 藤 清 寿 海上保安庁水路部

海 洋 化 学 石 井 操 〃

海 洋 生 物 伊 野 良 夫 国立極地研究所事業部(早 稲田大学教育学部)

測 地 飯 村 友三郎 国土地理院測地部

研究観測 雪 氷 ・地 学 系 浅 見 正 雄 岡山大学教養部

林 正 久 島根大学教育学部

安仁屋 政 武 筑波大学地球科学系

林 孝 国土地理院測図部

牧 本 博 通産省工業技術院地質調査所

森 永 由 紀 筑波大学地球科学系
三九 い'

両又 宮 設 営 一 般 飯 嶋 裕 一 国立極地研究所管理部

弓削田 徹 〃 事業部(日 本電気)

佐 藤 哲 夫 北海道大学施設部

藤 浩 明 国立極地研究所事業部(東 京大学大学院学生)

○同行者

氏 名 所 属

萩 原 俊 秀 日本鋼管㈱艦船技術部

宇 都 正太郎 運輸省船舶技術研究所

田 口 章 利 読売新聞㈱編集局社会部

島 田 喜 広 ㈱東京放送報道局取材部

大 塩 稔 日本 ビデオ㈱報道技術部

曲 紹 厚 中国科学院大気物理研究所

張 文 敬 中国科学院蘭州氷河凍土研究所

Edward　 S.　 Grew メ ー ン大 学
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南極地域観測項目一覧

1.船 上及び接岸中における観測

〔定 常観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担 当 機 関

電 離 層 ○ オメガ電波 の測定

OVHF電 波伝搬測定

大 塚 敦 電波研究所

海洋物理 ・化学 ○海洋物理観測

○海洋化学観測

伊

石

藤

井

清 寿

操

海一ヒ保安庁

海 洋 生 物 ○海洋生物観測 伊 野 良 夫 国立極地研究所

測 地 ○航空写真測量

○基準点観測

飯

林

村 友三郎

孝

国土地理院

〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者

雪 氷 ・地 学 系 東 クイー ンモー ドラ ン ド地域 の雪氷 ・地学研究計画 浅 見 正 雄 吉 田 栄 夫

〇 七一ルロ ンダーネ山地地学調査 林 正 久
・基盤地質並 びに南極限石 に関す る研究 安仁屋 政 武
・地下構造 の地球物理学的研究 牧 本 博
・新生代の地形 と地質 に関す る研究 森 永 由 紀

南大洋の地学研究調査 藤 浩 明

○海底地殻物理探査 (青 木 周 司)

○海底地形調査

海氷観測

2.昭 和基地,あ すか観測拠点及びその周辺での越冬観測

〔定常観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担 当 機 関

極 光 ・ 夜 光 ○写真観測 (山 口 寛 司) 国立極地研究所

○全天 カメラによる観測

地 磁 気 ○地磁気三成分及 び同上基線値決定のための絶対値 (山 口 寛 司) 国立極地研究所

測定

電 離 層 ○電離層垂直観測 大 塚 敦 電波研究所

○電波 によるオー ロラ観測

○ リオメー タ吸収測定

○短波電界強度測定

気 象 ○地上気象観測 松 原 廣 司 気象庁

○高層気象観測 土 居 元 久

○特殊 ゾンデ観測 上 窪 哲 郎

○ オゾン全量観測 岡 田 憲 治

○放射観測 (青木輝 夫)

○天気解析
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部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担 当 機 関

潮 汐 ○潮汐観測 市 川 信 夫 海 ヒ保安庁

地 震 ○ 自然地震観測 市 川 信 夫 国立極地研究所

〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者

宇 宙 系 テ レ メ トリー に よ る人 工 衛 星 観 測 坂 翁 介 平 沢 威 男

極域擾乱と磁気圏構造の総合観測 山 口 寛 司

観測点群 による超高層観測 川 原 昌 利

雪 氷 ・地 学 系 東 ク イー ンモ ー ラ ン ド地 域 の 雪 氷 ・地 学研 究計 画 奈 良 岡 浩 吉 田 栄 夫

〇 七 一 ル ロ ン ダー ネlll地 地 学 調 査 藤 田 秀 二二

・基盤地質並び に南極陽石 に関する研 究

気 水 圏 系 極域大気循環に関する総合研究観測 和 田 誠 川 口 貞 男

南極域 におけ る気候変動 に関す る総合研 究計画 青 木 周 司

○大気状態の年々変動 青 木 輝 夫

○海水 一大気の相互作用 瀬 古 勝 差

○氷床及び棚氷変動 (古 川 晶雄)

生 物 ・医 学 系 昭和基地周辺の環境モニ タリング 神 田 啓 史 星 合 孝 男

南極 におけ る 「ヒ ト」の生理学的研 究 大 谷 修 司

陸 ヒ生態系構造の研究 (井上 龍 誠)

○雪鳥沢 を中心 とした生物 群集の動態 及び西オ ン (河 内 雅 章)

グル島植物群落の調査 (三上 春夫)

(2)第29次 南 極 地 域 観 測 隊 訓 練

第29次 南極 地域観測隊 員候補者 冬期訓練

〔目 的 〕 第29次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備 に資 するため,隊 員候補 者に対 して,冬 期 の寒冷

地 において雪中行動等に関す る各種訓練 を実施 した

〔期 間 〕 昭和62年3月9日 ～3月13日

〔場 所 〕 乗鞍 岳位 ケ原山荘 を中心 とす る乗鞍高原 …帯

〔参加者 〕 渡邉興亜隊長,矢 内桂 三副隊長 ・佐藤夏雄副隊長,隊 員候 補者42名,関 係 者15名,計60名

第29次 南極 地域観 測隊員夏期訓練

〔目 的 〕 第29次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関す る各種訓練 や観測計 画等 に関す る講義 を行 い,所 要

の知識や技術 を習得 させ ると共 に,団 体生活 をとお して隊員の相互理解 を深めるために実施 した。

〔期 間 〕 昭和62年6月26日 ～6月30日

〔場 所 〕 文部省菅平高原体育研 究場 を中心 とす る菅平 高原一帯

〔参加 者 〕 渡邉興亜隊長,矢 内桂 三副隊長 ・佐藤夏雄副隊長,隊 員49名,関 係 者24名,計76名

第29次 南極 地域観 測隊部門別訓練

観測隊部門別訓練 は南極地域 において,必要な機器の取 り扱 いや保守訓練 オペ レー シ ョン を円 滑 に進 め る ため

の訓練 を,担 当部門 ごと,出 発準備期間中随意実施 した。
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(3)第29次 南極地域観測隊行動概要及び観測概要

夏隊による行動及び観測

1.概 要

第29次 南 極 地域 観測 隊(隊 長 渡辺 興 亜 以 下52名,う ち夏 隊15名)は,オ ブザ ーバ ー(報 道(3名),運 輸

省 船舶 技 術 研 究所(1名),日 本鋼 管(1名))及 び,南 極 条 約 に基 づ く中国 か らの 交換 科 学 者(2名)と と も

に,昭 和62年11月14日 「し らせ 」 に乗 船 し東京 湾 を 出港 した。 オ ゾ ン ゾ ン デ等 の 船 .ヒ観 測 を実 施 しつ つ,西 オ ー

ス トラ リア の フ リマ ン トル湾 に寄 港 した後,南 極 に向 か っ た。 フ リマ ン トルで は,米 国 か らの 交 換 科 学 者1名 が

乗 船 し,オ ー ス トラ リア気 象局 か ら依 頼 の あ っ た観 測 用 ブ イ1基 を搭 載 した。 海 洋 観 測 を実 施 しつ つ,12月8日

南 緯55度 を通 過 し,17日 に ブ ラ イ ド湾 に到 着 した。

12月19日 か ら30日 まで の 間 に,輸 送 拠 点 で あ る30マ イ ル地 点 及 びLoへ 約155ト ンの 物 資 を空 輸 した 。 これ と平 行

して,30マ イ ル地 点 に お け る雪 ヒ車 整 備,あ す か観 測 拠 点 の 引 継,建 設 及 び航 空 写 真撮 影 を実 施 した 。 さ ら に,

昭和 基 地氷 上 滑 走 路 の悪 化 に と もな い,ピ ラ タス,セ ス ナ機 の 「しらせ 」 収 容 を12月28日 ブ ラ イ ド湾 にて行 っ た。

12月28日,第28次 隊 との引 き継 ぎ を終rし た。12月30日 第28次 あす か 越 冬 隊 員 を 「し らせ 」 に 収 容 し,ブ ラ イ ド

湾 に 海 底磁 力 計 を投 入 した の ち,昭 和 基地 へ 向 か っ た。

昭和63年1月2日,昭 和 基 地 へ 第1便 を飛 ば した後,「 しらせ 」 は1月2日 昼 ごろ に見 晴 し岩 沖 に接 岸 した。 同

日か ら,氷 一ヒ輸 送,建 設作 業 の為 の 人員 送 り込 み を開 始 した。 氷 一ヒ輸 送 は1月5日 終 了 し,1月5日 よ り開始 し

た物 資 の空 輸 は1月12日 に全 て終 了 した。 昭 和 基 地 にお け る大 型 ア ンテ ナ 基 礎,衛 星 受信 棟,送 電線 ラ ッ ク,発

電機 オ ー バ ホ ー ル 等 の大 型 建 設 作 業 は1月 末 ま で に完 了 した。 これ ら と平 行 して,野 外観 測 も実 施 した。2月1

日に は,昭 和 基地 で越 冬交 代 式 を実 施 し,2月5日 「しらせ 」 は リュ ッ ォ ・ホ ルム 湾 を離 れ た 。

計 画通 りに調 査 を終 え た 七 一 ル ロ ン ダー ネ 山地 地 学 調 査 隊 を2月7日 に 「しらせ 」 へ収 容 した 。 ブ ラ イ ド湾 で は

海 底磁 力計 を揚 収 した後,海 底 地 形 観 測 等 を実 施 した。2月14日 ソ連 マ ラ ジ ョジナ や 基 地 沖 に停 泊 し,宙 空,地

学,生 物 隊 員 を送 り出 した。2月17日 地 学 ・生 物 調 査 隊 を 「しらせ 」 に収 容 した の ち,2月18か らア ム ンゼ ン湾

リー セ ル ・ラ ル セ ン[ll麓 に て地 学 ・生 物 調 査 を実 施 した。2月21日 マ ラ ジ ョ ジナ や 基 地 の宙 空 隊 員 を,ま た2月

22日 に ア ム ンゼ ン湾 の 地 学 ・生 物 調 査 隊 を 「しらせ 」 に収 容 した。 ヘ リ コ プ ター の 防錆 作 業 を終 了 した2月26日

に ア ム ンゼ ン湾 を発 ち,今 次 隊 か ら開 始 され た東 航(東 経158度 まで)中 の 海 洋 観 測 を実施 した 。3月10日 に は

南 磁 極 点 を通 過 し,以 後,海 洋 観 測 を行 い つ つ 北 一ヒし,3月15日,南 緯55度 を通 過 した。3月20日 に オ ー ス トラ

リア ・シ ドニ ー港 に初 寄 港 し,3月27日 空 路 にて 成 田 空 港 に帰 着 した 。

な お,「 朝 日隊 」 の支 援 は,「 しらせ 」 側 と協 議 しつ つ,条 件 の 許 す 範 囲 で 昭和 基 地付 近 及 び あ す か観 測 拠 点 に

て実 施 した。

2.あ す か観 測 拠 点 及 び七 一 ル ロ ン ダー ネ山 地 地 域 オペ レー シ ョ ン

第28次 あす か越 冬 隊 に よ り,あ す か 観 測 拠 点 及 び30マ イ ル地 点 で の 受 け 入 れ 準 備,航 空 オ ペ レー シ ョ ン準 備 等

が実 施 して あ り,第29次 隊 の 夏 期 行 動 が 容 易 と な っ た。

山 輸 送

12月19日,あ す か観 測 拠 点 へ 第1便 を飛 ば し物 資 約2.5ト ン と 人員12名 を送 り込 ん だ 。 天 候 は 不 安 定 で あ っ た

が,12月28日 ま で に,30マ イ ル,　Loへ 約155ト ン の物 資 を空 輸 した 。12月31日 まで に は,雪 上 車 輸 送 に て 全 て

の物 資 を あ す か観 測 拠 点 ま で運 ん だ。

12月28日 深 夜,昭 和 基 地 氷.ヒ滑 走 路 の悪 化 に と もな い,あ す か観 測 拠 点 に待 機 して い た ピ ラ タ ス ・セ スナ機 を

ブ ラ イ ド湾 に て 「し らせ 」 に収 容 した。 機 体 の解 体 ・固 練 作 業 に約1日 要 した。

(2)30マ イル 地 点 に お け る雪 一ヒ車 整 備

SM40型4台,SM50型5台 の テ ン シ ョ ンア ー ム部 の ア ンカ ー ボ ル ト交 換 を実 施 した。
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(3)あ すか観測拠 点建設作業

12キ ロリッ トルの灯油 タンクの設置,排 水孔予備 ボー リング,雪 洞掘削,資 材置場棚作 り等 の作業を実施 した。

(4)航 空写真撮 影

測地担当隊員が実施 したが,航 空機 の運 用は第28次 越 冬隊の責任 で行 った。 昭和 基地氷一ヒ滑走路が悪化 したため,

観測終了期 間が12月22日 までであった。 この間3回 飛行 し,七 一ルロ ンダーネ山地上 空20コ ー ス,930kmの 撮

影 を行った。

(5)七 一ル ロンダーネ山地地域地学調査

1月6日 あすか観測拠点 を出発 し,2月3日 までの間に七一ルロンダーネ[II地東部の,バ ルヒエ ン地域 を対象 と

した地質,地 形,測 地,明 石 の調査 を実施 した。 バル ヒエ ンの裸氷帯 から107個 の明石 を採集 した。

(6)無 人気 象観測装置 の設置

30マ イル地点 にアルゴスシステム利用 の無 人気象観測装置 を設置 した。

⑦ 動物 セ ンサ ス

ヘ リコプターを用 いて,ブ ライ ド湾内の大型動物のセ ンサ スを実施 した。

3.昭 和 基 地 オペ レー シ ョン

昭 和 基 地 へ の進 入 は比 較 的 容 易 で あ った が,氷 上 輸 送 の た め の 海氷 の状 態 が心 配 で あ っ た 。

(1)輸 送

バ ル ク燃 料(420kl)の パ イ プ輸 送,重 量物(約150ト ン)の 氷 一ヒ輸 送 を1月2日 か ら5日 まで実 施 した 。 観 測,

設 営 資 材,約380ト ンの 本 格 空 輸 を5日 か ら12日 まで の 間 に 実施 した 。 な お,セ メ ン トは氷 上 輸 送 で運 ん だ。

(2)建 設

主 要 な建 設 作 業 は,大 型 ア ンテ ナ 基礎.|1事(直 径16m),衛 星受 信 棟(120m2),送 電 線 ラ ッ ク工 事,発 電 機 の

オー バ ホ ー ル(3機)で あ っ た 。 これ らの 作業 に 隊 員541人 目,「 し らせ 」 支 援376人 目 を要 した。 このほ か,オ ー

ロ ラ レー ダ ア ンテ ナ,雲 レー ダ,イ ンマ ルア ンテ ナ,地 震 ケ ー ブ ル,験 潮 儀 等 の 設置 作 業 を行 っ た。 さ ら に1月

8日 荒 金 ダ ムが 決壊 し,そ の 修 復 作 業 を実 施 した 。 これ らの大 規 模 な作 業 は川貢調 に実 施 で き,1月31日 に全 ての

建 設 作 業 を完 了 す る こ とが で きた 。

(3)み ず ほ 旅 行

1月7日 か ら19日 の 間,Sl6か らみ ず ほ 基 地へ の 旅行 を行 っ た。 この 間,　GPS・ 重力 同時 観 測,雪 尺 観 測,ル ー

ト整 備,ア ルベ ー ド観 測 を実 施 した 。 また,み ず ほ 基 地 で は無 人気 象観 測 装 置 の点 検,更 新,Sl6で は撤 去 作 業

を行 った 。

〔4)gei'タト雀見損|1

ラ ン グホ ブ デ 雪 鳥 沢,袋 浦 で の生 物 調 査,ス カ ー レ ン,ス カ ル ブ スネ スで の生 物 調 査,化 学 分 析 用 試 水 の採 取 を

実 施 した 。 また,西 オ ン グル宙 空 系 テ レ メ トリー 基地,と っ つ き岬,ラ ン グホ ブ デ小 湊 の地 震 計,ラ ング ホ ブ デ

長頭 山 の 通信 器等 の整 備 ・点 検 を実 施 した。 また,ヘ リ コプ ター,雪 ヒ車 に よる とっつ き岬 －Sl6間,Sl6一 ラ

ンプ ホ ブ デ 間 の ルー ト確 認 ・整 備 も実 施 した。

(5)動 物 セ ンサ ス

ヘ リ コプ ター を 用 い て上 空 か らの大 型 動 物 セ ンサ スを リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 内 の2コ ー ス で実 施 した。

4.マ ラ ジ ョ ジナ や 基 地,ア ム ンゼ ン湾 オ ペ レー シ ョ ン

U)地 学 ・生物 調 査

マ ラ ジ ョ ジナ や 基 地東 方 約10kmの べ チ ェ ル ナ や 山地 及 び ア ム ンゼ ン湾 沿 岸 の リー セ ル ・ラ ンセ ン山 地 域 に お い

て,地 質,地 形 及 び生 物 調 査 を実 施 した。 ベ チ ェ ル ナ や 山地 域 で は,ソ 連 基地 の宿 泊 施 設 に分 宿 した。

(2)宙 空 系 観 測 器 の 設 置

2月14日 か ら21日 の 間 マ ラ ジ ョ ジナ や 基地 地 球 物 理 棟 内外 に フ ラ ッ ク スゲ ー ト磁 力 計,イ ン ダ ク シ ョ ン磁 力 計,

デ ー タ収 録 装 置等 の オ ー ロラ現 象観 測 装 置 の 設置 作 業 を実 施 した。 設 置 した観 測 器 は,ソ 連 隊 に よ りメ ン テ ナ ン
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ス され て い る。

5.舟合」二観潰‖

(1)海 洋物理 ・化学 ・生物観測

走行 中実施可能 な,表 面観測,XBT観 測,生 物連続モ ニタ リング観測 は往復路 とも実施 した。停船 による

観測(各 層,　CTD,　 クロロフ ィル,プ ラ ンク トンネッ ト観測)は 往路で4ヶ 所,ブ ライド湾で3ヶ 所,東 航 ・

北上航路 で18ヶ 所実施 した。 オース トラ リアの漂流 ブイは往路で1基,海 一ヒ保安庁水路部の漂流 ブイは往路 と

復路 で各1基 を投入 した。

(2)ブ ラ イ ド湾 における海底地形観測

ブライ ド湾 で七一ル ロンダーネ地学調査隊 を収容 した後,南 緯69度40分 から68度0分(10分 間隔),東 経24

度か ら28度 の間を走航 し,海 底地形 の観測 を実施 した。

(3)海 上重 力,海 底 地磁気観測

海一ヒ重力 は走行 中の全航路 において連続観測 した。海底磁力計 はブライ ド湾で12月30日 に投入 し2月7日 に

揚収 した。

(4)オ ゾ ン観測

北緯10度 か らブラ イ ド湾 までの間,18個 のオゾ ンゾ ンデを飛揚 した。 また,往 復路 にお いて,ブ リューワオ

ゾ ンメー タを用 いてオゾ ン全量観測 も実施 した。

(5)大 気微 量成分観 測

大気 中のCO2,03濃 度,エ アロゾル,海 水 中のCO2濃 度等 の大気微 量成分 の連続観測 を往復 路 で実施 し

た。

(6)海 氷域 のアルベー ド,気 温,表 面温度観測

「しらせ」船首に 日射計,温 度計 を取付 け,ま た,カ メラ等 で氷状 をモニ タするこ とによる観測 をブライ ド

湾 一昭和基地一マ ラジョジナヤーアム ンゼ ン湾の海氷域 で実施 した。 この目的の観測 は,昭 和基地付近 でヘ リ

コプター によ り上空か らも実施 した。

(7)電 離層観測

VHF電 波の電解強度,オ メガ電波の電界強度 と位相 観測を往路 ・復 路で実施 した。

越 冬 隊 に よ る観 測

1.概 要

第29次 越冬隊(37名)は,昭 和62年11月 の第91回 南極 地域観 測統 合推進 本部総 会で決定 された 「第29次 南極地

域観測隊行動実施計画」 に基づ き,昭 和 基地では定常観 測 を実施 する とともに,「 南極域 における気候 変動 に関

す る総合研 究(ACR)(五 年計画2年 次)」,「 陸上生 態系構造 の研 究(四 年計 画2年 次)」 に重点 を置 い た

研究観測 を実施 した。

宙空系の観測では,「 テ レメ トリーに よる人工 衛星観 測」,「 極域懐 乱 と磁気 圏構 造の総 合観測」 及び 「観測点

群 による超高層観測」 を実施 し,生 物 ・医学系の 「環境 モニ タリング」,「 ヒ トの生理学 的研究 」 を継 続 した。

このほか にも,こ れ らの観測 と関連 して,沿 岸調査,内 陸調 査,ラ ングホブデ生物 観測小屋 での長期滞在観測 を

実施 し多 くの成果 を得 た。

一方
,あ すか観測拠点で は,10名 の隊員が越冬 し気象観測及び地磁 気観測等 をほぼ定常 的 に観 測す る と ともに

「東 ク イーンモーラン ド地域雪氷 ・地学研 究計 画(七 年計画7年 次)」 に よる 「限石探査 及び陽 石集積 機構 の研

究」 を主 と した地学調査 を七 一ルロンダー ネ山地南の裸氷地帯で実施 した。

平成元年2月1日,昭 和基地で は無事越冬観測 を終了 し次隊への引継 を完了 した。昭和63年12月 末あすか観測拠

点 の引継 を終了 したの ち,さ らに限石探 査 を続けていた第29次 あすか限石調 査隊は,バ ル ヒェ ン南方 の雪原 で ク

レパ ス事故 にあい,「 しらせ」 は昭和基地 よ りブライ ド湾 に回航,ヘ リコプターに よる救出作業を行 い,阻 石調

査隊全員 を無事救 出 し,「 しらせ」へ収容 した。

一84一



以下 に,観 測 及び設営 の経過概要 を示す。

2.観 測経過

2-1定 常観測

(1)電 離層

オーロラ レーダ,リ オメー タ吸収測定,オ メガ受信,電 界強度測定 につい ては通年観測 を実施 し,順 調にデー

タを得 た。

(2)地 球物理

① 極光 ・夜光

2月25日 ～10月3日 の106日 間の観測 を実施 した。

② 地震

順調 に経過 した,地 震読取 り回数 は579回 である。

③ 地磁気

地磁気三成分 の連続観測 を行 うと ともに,毎 月1回 絶対値測定 を実施 した。

④ 潮汐

システムは通年順調 に稼動 し,通 年記録 を得 た。

(3)気 象

① 地上気 象観測

年 間を通 じて順調 に経過 した。昭和基地 の気温 は1988年11月 まで は高め に経過 し,　ll月 中旬 よ り一転 し低

めに経過 した。 ブ リザ ー ド日数 は15日 で観測 開始以来 の最低 であった。

② 高層気象観測

強風 による欠測 もな く順調 にデータを収得 した。8月 下旬 に大規模 な突然昇温 を生 じ,30rnbの 気 温 は8

月 として観測 開始以来 の最 高気温 を記録 した。

③ 特殊 ゾ ンデ観測

オゾ ンゾ ンデ30回,輻 射 ゾンデ10回 の飛揚 を行 った。突然昇温期の オゾン垂直 プロファイルも得 ることが

で きた。

④ オゾ ン全量観測

順調 にデータを収得 した。極夜期 には月光 を用 い,年 間を通 じてのデー タの収得 につ とめた。 オゾン観測

に関 しては各国 の関心が強 く,ソ 連,東 ドイツ,イ ン ドの各基地 とデー タ交換 を行 った。

2-2研 究観測

(P宙 空系観測

「極域擾乱 と磁気圏構造 の総合観測」 を中心 に以下の研究観測 を実施 した。

① オーロラ光学観測

フォ トメータ及びSIT超 高感度 テ レビカメラによる全天観測 を3月1日 ～10月4日 の間実施 した。8月 及

び9月 にアイスラ ン ド及 びグリーンラン ドとの共役点観測 を実施 した。

② 超 高層 のモ ニタ リング

地磁気脈動,　VLF自 然電波,銀 河電波雑音(リ オメー タ)の 観測 を実施 し,順 調 にデー タを収得 した。

③ 電波吸収観測

マルチビーム リオメー タによる下降電子 の観測 を通年 にわた り実施 した。

④ 地磁気無 人観測

南極地域 での地磁気 多点観測 を可能 とす る無 人観測 システムの 開発 を行 い,内 陸及 び沿岸部 にお ける試験

観測 に成功 した。 これによ り,内 陸地域 における地磁気無 人観測 の目途 を立 てるこ とがで きたが,一 方10月

3日 か ら10月30日 までの間は昭和基地 及び無 人観測点2点 による地磁気3点 観測が実現 し,地 磁気脈動の位
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相解析等 に供するデー タが得 られた。

(2)気 水圏系観測

大気状 態の年々変動 特 に① 雲 と降水 の観測,② 微 量気休成分 モニ タリングを重点項 目 として観測 を実施

した。観測項 目は以下の通 り。

① 雲 と降水の地一ヒ観測

降水変動観測装置(垂 直 レー ダ)及 びマ イクロ波放射計 を用 いほぼ年間を通 じて観測 を実施 した。

② 微量大気成分モニ タリング

従来か らの二酸化炭素濃度観測 を継続 したほか,今 次 隊 より新 たに メタン濃度観測 及び地上 オゾ ン濃度観

測 を開始 した。 また,ハ ロー カーボ ン等微 量気休 成分測定 のためフ ラス コに よる大気 サ ンプ リングを月2回

っづ行 った。

③　 NOAA衛 星デー タの記録

NOAA9及 びNOAAIIの 可視及び赤外画像 デー タを日1回 以一ヒ通 年で収 録 した。

④ ゾンデ観測

定常気象 と共同で雲粒子 ゾンデ(5～9月,6回),露 点ゾ ンデ(6～IO月,7回)の エア ロゾル ・ゾ ン

デ(8月 ～9月,3回)及 びオゾンゾンデの観測 を行った。 また内陸部のG6地 点(73°06'S,39°45'E,3

006m.a.s.1)で レー ウィン ・ゾンデ観測 を実施 した。

⑤ 広域気象観測

ARGOSシ ステムを用 いた無人気象観測装置 を30マ イル地点,み ずほ基地及び前 進拠 点(74°12'S,34°

59'E,3198m.a.s.1)に 設置 した。

⑥ 内陸雪氷観測

10月 ～12月 に内陸旅行 を実施 したが,旅 行途次,積 雪 量計,歪 方陣再測及び積雪網 などの再測 を行 った。

この他,表 層雪氷掘削,積 雪層観測及 び降積雪試料の収集 を行 った。 また,新 た に観測 ルー トを新設 し,積

雪量観測,歪 量方陣観測 などを含む格子観測点 を新 たに設け た。

(3)生 物 ・医学 系

ラ ングボブデに前期(2月 ～5月),及 び後期　(ll月～1月)の 通算6ヶ 月間滞在 し以下の観測 を行 った。

・群類群 落の構造 と機能 の観測

・藻類 の分類 と生態観測

・湖沼生物相 の調査

・動物行動 及び環境変化 の連続 モニ タリング

これ らの観 測の他,雪 鳥沢 の観測小舎 で微 中気 象観測 を実施,約6ヶ 月のデー タを収得 した。

このほか永久方形 区の設置追跡調査 を実施 した。

ラングホブデ全域,バ ッダ島,プ リンスハラル ド海岸 な どを含 む30箇 所 の露岩域 で群類,藻 類 を採取 植生図,

分布図 を作成す る資料 を得 た。環境 モニ タリング及び ヒ トの生理学 的研究 は従来 か らの観 測を継続 した。

3.基 地 の維持及 び野外活動

設営経過

夏期 オペ レーシ ョン中に決壊 し修復 した荒金 ダムの補強工 事 を行い放水路 を設け,床 を鉄 筋 コンクリー トで補

強 した。 また,観 測棟 から情報処理棟,衛 星受信棟 に至 る道路 を建設 した。 これは昭和基地循環道路 となってい

る。第9発 電棟 に水耕栽培装置 を設置 し,葉 菜及び果菜の栽培 を行 った。

機械 関係 では2～5月 の間の装輪車整備 に始 ま り,野 外活動の推移 に合わせて,ス ノーモービル,小 型機の整備 ・

改 良 ・浮上型 及びSM25型 雪上車 の整備 と進み,6～7月 は居住 カブー ス,幌 カブー スの整備,SM40の 整備 を

行 い,7月 末 にSl6よ りSM50雪 上車 が回送 されて以降 は主 と して内陸旅行使用雪上車 及 び権 の整備 が実 施 され

た。 これ らの作業 と並行 して ここ数年来稼動 のなかったホーバ クラフ トの整備作業が進め られ,9月 下旬 には浮

上に成功 し,以 降運行 テス トが繰 り返 された。
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21次 隊提案 による滑走路建設計画 に基づ きCヘ リポー ト横 に陸上滑走路建設 を進めた。作業は大型ブル トーザ ー

による整地作業,海 岸への滑走路延長埋め立て:[事 等で,計 画500mの うち200mの 整備 はほぼ終了 し,残 り300

mは 発破作業が必要であ るが,う ち100m分 については発破孔の掘 削 を完 了してい る。あ と二年次 の夏 期作 業程

度で は完成 に至 ると考 えられ る。内陸沿岸旅行の安全確 保,夏 期 におけ る航空機観 測の安 定 した実施 のため陸一ヒ

滑走路の建設 は緊急課題 と考 えられ る。

発電機の運転 は順調 に経過 した。荒金 ダムへの温水循 環 もほぼ順調 で,生 活用水 の取水 は厳 冬期 には150klタ ン

クへの積雪の投げ込み によって まかな った。

昭和基地生活上の最大の脅威は火災であるが,毎 月1回 消 火訓練 及び脱 出lIの 点検 な どを行 い防火意識 の向上 と

現実的対応 に努めた。

通信,調 理,医 療,装 備 とも支障な く経過 した。水耕栽培 によって獲 られた葉菜,果 菜 は食生活 を充実 させ る ヒ

で極めて有効であ った。 ちなみに収穫 量は,胡 瓜66kg,ト マ トllkgの 他葉菜類50kg,メ ロ ン7kgで あ った。

4.あ すか観測拠 点

あすか越冬隊10名 は,昭 和62年12月28日 第28次 越 冬隊か ら観測拠点 の維持 ・運営 を引 き継 いだ。越冬中は当初

計 画に沿 って気水圏研 究観 測の気 象研究 及び雪氷 ・地学系研究観測 の阻石探査 を実施 し,多 くの成果 を得た。 ま

た,地 上気象観測は通年実施 した。昭和63年12月21日 を もってあす か観測拠点 を第30次 あすか越冬隊に引 き継 ぎ,

その後 も阻石探査 を継続実施 した。 しか し,平 成元年1月13日 ベ ルテルカカ東方40krn地 点 を行動 中 ク レパ ス転

落事故 に遭遇 し,3名 の負傷 者を出 した。 このため調査旅行 を中止 し,1月21日 全員 「しらせ」 に収容 された。

4-1観 測

山 宙 空系

地磁 気観 測 としてイ ンダクシ ョン磁力計 及びフラ ックゲー ト磁力計 による観測 を実施 した。観測は気水圏系

隊員が担 当 した。

(2)気 水 圏系

「南極域 における気候変動 に関す る総 合研究(ACR)」 の…環 と して地上気象観測,放 射収 支観 測,天 空

光,地 表 反射光観測,エ ーロゾルサ ンプ リングを実施 した。 また,ラ ジオゾンデ による高層観測 を月1回 の割

で実施 した。

(3)雪 氷 ・地学系

「東 クイー ンモー ドラン ド地域 の雪氷 ・地学研究計画」の最終年 と してセー ルロンダー ネ山地周辺の裸氷域

において損石探査 を5回 実施 し,2,000個 以一ヒの明石 を採集 した。

(4)生 物 ・医学 系

生物 は,セ ールロ ンダーネ山地 西部 のバ ム七山及 びロー クコラー ネ地域で植物相の予察的調査 を実施 し,コ ケ

及び地 衣類 を採集 した。医学 は,越 冬 中に発汗測定 を3回 実施 した、

〔5)設 営一1:学系

あすか観測拠点 の立地環境 の経年変化 や,氷 床 と建物の相互作用 を明 らか にす るため28次 隊に引 き続 き次 の

観測 を実施 した。主屋棟 の流動測定,各 様の水平流動 と沈下 量測定,各 棟の不同沈 下測量,基 地周辺の地形の

測 量,発 電棟壁面傾斜 の測定,雪 圧 の測定,通 路等の歪み測定。

4-2観 測拠点 の維持 ・管理

あすか周辺 では越 冬前半 は降雪 量が 多 くデポ物資の埋没が著 しく,ま た越冬明け には雪面の削剥 によるデポ棚

の倒壊 が相つ ぎ,通 年 にわた りその対策 に苦慮 した。建物出 入日の埋没 はそのつ ど除雪 し安全 を確保 したが,す

でに除雪 は限界に近い。特 に仮設作業棟 は埋没が著 しく,そ の機能 を果 たせ な くな りつつ ある。建物内部の諸施

設については特 に問題な く経過 した。
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①

②

外国基地派遣

交換科学者

期 間:昭 和63年12月13日 ～平 成 元 年1月31日

日程:昭 和63年12月13日

15日

18日

24日

平 成元 年1月23日

26日

29日

31日

調 査概 要

東 京 発

ケ ンブ リ ッジ着

ケ ンブ リ ッジ発

バ ー ドア イ ラ ン ド着

バ ー ドア イ ラ ン ド発

ケ ンブ リ ッジ着

ケ ンブ リ ッジ発

東 京 着

③ 靖 彦(国 立極 地研 究所研究系文部教官教授)

④ 英国南 極調査所 派遣 の観 測隊に参加 し,海 鳥,海 獣類 の観測 を実施す る。

⑤

本研 究はナ ンキ ョクオキ アミを捕 食するナ ンキ ョクオ ッ トセイ,ゼ ンツーペ ンギ ン,マ カロニペ ンギ ン及

び底生生物 を捕食す るウ ミウに超小 型潜水行動記 録計 を装着 し,そ れを回収 し,そ のデータを解析す ること

によ り,こ れ ら動物の捕食パ ター ン,捕 食行動,潜 水行動等 を明 らかにす るこ とを目的 とした。現場 では英

国隊員 と協力 して記録計の装着,回 収 さらに胃内容物調査等実験 を実施 した。

⑥ 調査項 目

1.潜 水記録計 による捕食行動調査

ナンキ ョクオッ トセ イ,ゼ ンツーペ ンギ ン,マ カロニペ ンギ ン,ウ ミウ(ア オメウ)

2.鳴 音採録調査

ナンキ ョクオッ トセ イ,ゼ ンツーペ ンギ ン,マ カロニペ ンギ ン,ミ ナ ミオオ フルマカモ メ,オ オキバナア

ホウ ドリ,マ ユ グロアホウ ドリ,ワ タリアホ ウ ドリ

⑦ 調査結果 の概要

ナ ンキ ョクオッ トセイ,ゼ ンツーペ ンギン,マ カロニペ ンギ ン,ウ ミウの4種 について数個体 に記録計 を

装着 し4日 ～60目 の連続記録 を得 た。 この記録の一次解析 を実施 した結 果,こ れ ら動物 の採餌周期,潜 水 パ

ター ン等多 くの新事実 を得 た。特 にウ ミウの120m深,5分 間に及ぶ潜水,ペ ンギ ン類 の夜 間潜水 等 は定 説

と異 なる もので ある。

ー

①

2

②

中 国 との 共 同 観 測

期間

昭和63年11月1日 ～平成元年3月13日

日程

昭和63年ll月1日 東京発,北 京着

2日 ～3日 隊長,対 応研究者 らと研 究打 ち合せ

4日 北京発(ロ サ ンゼ ルス経由)

6日 サ ンチ アゴ着

10日 サ ンチ アゴ発,プ ンタアレナ ス着

12日 プンタア レナス発,長 城基地着

平成元年3月8日 長城基地発,プ ンタア レナス着

9日 研究器材,標 本等返送手続
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10日 プンタア レナ ス発,サ ンチア ゴ着

11日 サ ンチ アゴ発(マ イア ミ,ロ サ ンゼルス経 由)

13日 東京着

③ 派遣者

井上 正鉄(秋 田大学教育学部助教授)

渡辺研太郎(国 立極地研究所研究系助 手)

④ 目的

中国 との共同観測 「大陸性 南極 と海洋性 南極における動 植物相 の比 較研究」

⑤ 調査概要

気温が よ り温暖な海洋性 南極での調査結 果 と比較する ことに より,大 陸性南極 に含まれる昭和基地及 びあ

すか観測拠点周辺 を中心 とした露岩,海 洋において得 られた生物 に関する知見 を さらに深 める。

⑤.i調 査項 目

初年度は長城基地周辺域 で井上が地衣類 の分類 ・生態学 的研究,渡 辺 が海産微細藻類 を中心 とした生態学

的研究 を担当 した。

⑤.2調 査の経 緯及 び取得 した資料 〔陸上 植物 調査〕

野外調査 は フィルデ ス半 島,パ ー トン半 島及び ネル ソン島で実施 し,約1500点,300kgの 地衣類標 本 を採

取 した。長域 基地において64属199種 を識別 したが,昭 和 基地周辺 との共通種 わず かで,種 類相 は非 常 に異

なるものになる と思われる。 また,地 衣類 の生 育を支 配する環境要 因を解析す るため,フ ィルデス半島 にお

け る地衣類分布 を調べ,地 衣類の群落内温 度,地 表気温 な らびに光量子量 を昭和63年12月8日 から約3ヵ 月

間デー ター ロガーで記 録 した。

〔海洋生物調査〕

昭和63年ll月17日 ～平 成元 年3月3日 までの間,5定 点 で海洋観測 を行 った。表面水温,透 明度 等 の測定,

各層採水 に よりクロロフ ィル,各 種栄養塩 の定 量及びネ ッ ト採集,採 泥,小 型 ビーム トロール網 による底生

生物採取 を実施 し,プ ラ ンク トン,ア イスアルジー,大 型藻類,低 生生物 の標本 を日本 に持 ち帰 った。

長城 基地前 の湾内の表 面水温 は一1.6～2.2℃,海 水 中 クロロフ ィル現存 量'は2月 に最大 となった。

⑤.3そ の他

長域 基地滞在 中,マ ー シュ基地,ベ リングスハウゼ ン基地,ア ルテ ィガス基地,世 宗基地,マ チ ュピチ ュ

基地等 を訪問 し,各 国の研究 者等 と情報交換す るこ とがで きた。
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3.昭 和基地 の施設概要

○位 置

昭和 基地 は リュッ ォ ・ホ ルム湾 東岸 の大 陸氷縁 か ら西 に約4km離 れ た東 オ ン グル島の上 に あ り,天 測 点 は

69°00'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mあ る。

○建 築 物

通路等 を含む建物の総床面積は約4550㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,

多目的衛星デー タ受信 システ ム,倉 庫2等 が,東 オングル島の岩盤の上に建て られている。他 に,見 晴 ら し岩 西側

に燃料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺 には各種観測用のア ンテナ群及びセ ンサー類 があ り,基 地北 側 のア ン

テナ島に送信棟及 び送信 アンテナ群があ る。

○電 力

昭和基地電源 と しては,新 発電棟 に200KVA(160kw)発 電機3台 が配備 されてお り,通 常 は200KVA発 電 機1

基運転 で全 ての電力 をまか なってい るが,必 要 に応 じて2基 並列運転 も行 っている。

○車両,航 空機

夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があ り,冬 期作 業用 としてブル ドーザ ー,小 型雪

上車,内 陸 など野外調査用 と して中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪 ヒ車,ス ノー モー ビル等 が配 置 され てい る。

また,小 型航空機(ピ ラタスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用 してい る。

○通 信

インマルサ ッ トが導 入された現在で は,定 期的 に極地研究所 との間で インマ ルサ ッ トFAXの 通信 が行 わ れ,文

章,図 面等 の送受信が,ま た必要 に応 じ,電 話 やテ レックス等 も使用で きる。 インサ ルマ ッ トの場合 は通信 衛星 を

利用 しているので電波伝播状態,ノ イズ等 の問題 はな く安定 した通信が確保で きてい る。

電報 については,1日1回 昭和基地時 間で12:20か ら始 まるNTT銚 子無線電報局 との通信で送受信 され る。

「なん きょくほんぶ」局(KDD経 由)と の電話定時通信 も毎 月第2水 曜 日に文部省 との間で行われ,必 要 に応

じ極地研 究所 との模写通信(FAX)の 送受信が行 うこ とが で きる。 しか し,電 報及び,「 なん き ょ くほ んぶ」 局

との通信 は,短 波 回線 を利用 しているため,電 離層 の状態 によ り左右 される。 その他,モ ー ソン基地 との気 象電 報

等の送受,共 同FAXニ ュースの受信 が毎 日行 われている。 なお,極 地研究所 との間で インマ ルサ ッ ト回線 を利 用

した静止画像伝送(SSTV)の 運用 も行 われている。

O医 療

毎年1～2名 の医療 隊員が派遣 されてお り,医 療 器具 も大型 レン トゲ ン装置 か ら歯科治療台 まで一応 の ものは備

え付け られている。
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昭 和 基 地 建 物

建 物 名
建設年(隊 次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

娯 楽 棟
1957(1)

40.3

木製パ ネル

撞球,バ ー

旧 気 象 棟
1957(1)

40.3
木製パ ネル

内 陸 棟
1960(4)

23.0

木製パ ネル

医務室

通 信 棟
1966(7)

46.1

木製パ ネル

通信室,電 話交換室

旧 電 離 棟
1966(7)

40.3
木製パ ネル

地磁気 変化 計 室
1966(7)

ll.5

木製パ ネル,特 殊 コネクター使用

地磁気絶対測定

第7発 電 棟
1966(7)

67.0

軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

45KVA発 電機2基,風 呂

予 熱 室
1966(7)

13.0

軽量鉄骨,木 製パ ネル

燃料予熱(lKL),便 所2

旧 送 信 棟
1966(7)

92.2

軽量鉄骨,木 製 パネル,14.5㎡ を12次 で増設

通信倉庫,非 常用送信機

観 測 棟
1967(8)

138.9

高床,木 製パネル

人工衛 星テ レメー ター受信装置,個 室2

食 堂 棟
1967(8)

96.0

木 製 パ ネ ル

食 堂,厨 房,サ ロ ン

放 球 棟
1967(8)

24.0

高床,木 製パ ネル

水 素充填,気 象ゾ ンデ放球

旧 地 震 感 震 室
1967(8)

5.8
木 製 パ ネル,特 殊 コネ ク ター,床 な し

管 制 棟
1967(8)

28.1

高床,ア ル ミパネル

夏期航 空機管制

第9発 電 棟
1968(9)

270.0

軽 量鉄 骨,折 板

llOKVA　 2基,食 料 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

第9居 住 棟
1968(9)

100.0

高床,木 製 パ ネル

個 室10,ラ ウ ン ジ

第10居 住 棟
1969(10)

100.0

高床,木 製 パ ネル

個 室10,ラ ウ ン ジ

レー ダーテ レ メー ター室
1969(10)

86.4

高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロケ ッ トレー ダー,テ レメ ー ター セ ン ター

コ ン トロー ル セ ン タ ー
1969(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点 に移設

ロケッ ト要員控 室

組 立 調 整 室
1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル

ロ ケ ッ ト組 立 調 整 ク レー ン,ラ ンチ ャ一
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建 物 名
建設年 (隊次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

射 台
1970 (ll)

135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,

ロケ ッ ト発射

ター ン ター ブ ル,上 屋 な し

測 倉 庫
1970 (ll)

81.2
高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象 を除 く観 測部 門倉庫

11倉 庫
1970 (11)

205.4
軽 量鉄骨,鉄 製パネル
ー般設営 倉庫

震 感 震 室
1970 (ll)

27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地 下

長周期,短 周期地震計感震部

13居 住 棟
1972 (13)

100.0
高床,木 製パネル

個室10,隊 長 室

薬 棟
1972 (13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製パネル
ロケ ッ ト格納庫

象 棟
1973 (14)

100.8
高床,木 製パネル

気 象(定 常,研 究),屋 上 にパ ラボラア ンテナ

象 棟 前 室
1973 (14)

26.4
高床,軽 量鉄骨,木 製パネル

気 象用倉庫

境 科 学 棟
1974 (15)

100.8

高床,木 製パネル

生物,医 学,地 球化学

信 棟
1975 (16)

72.0

木製パネル

送信機室

ケ ッ ト暖 房 室
1976 (17)

4.8
高床,木 製パネル

ロケ ッ ト保温槽 用暖房機

離 層 棟
1977 (18)

100.8
高床,木 製パ ネル

電離層観 測,暗 室

学 棟
1978 (19)

100.8

高床,木 製パ ネル

地学雪氷,地 震観 測室

7冷 凍 庫
1966 (7)

13.0
ステ ンレスパ ネル

食料保存

8冷 凍 庫
1967 (8)

7.4

コンテナ改造

夏期 隊員 宿舎 用

14冷 凍 庫
1973 (14)

15.4

、

アル ミパ不ル

食料保存

期 隊 員 宿 全口
1978.80 (20,21) 高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建

48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂

報 処 理 棟
1981 (18)

93.6
高床,木 製 パ ネル

電子計算機,標準 時計,超 高層物理観測装置

発 電 棟
1982.83 (23,24)

425.5

鉄 骨,鉄 板 パ ネル,木 製 パ ネル,

200KVA発 電 機3基,冷 蔵 ・冷凍 庫,

2階 建

便所,風 呂,暗 室,理 髪室

設 作 業 棟
1985 (26)

ll2.0

幌張,鉄 パ イプ

航 空部 品庫,作 業室

業 工 作 棟
1986 (27)

289.3

鉄筋2階
機械整備

星 受 信 棟
1988 (29)

120.0
高床,木 製パ ネル外板 ステ ンレス張

多 目的衛星デー タ受信 システム

リ ポ 一

様 小

ト

屋

1990 (31)
32.4

冷凍庫 パ ネル

しらせヘ リポー ト要員待機小屋
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4.み ず ほ基地 の施設概要

昭 和 基 地 よ り約270kmの 内 陸 氷 床 上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あ る こ の 基 地 は 第!l次

(昭 和45年)に コ ルゲ ー ト棟 を設 置 した の を初 め と して 年 々拡 充 され た が,27次 隊 で 閉鎖 され28次 隊 か ら無 人観 測

点 と して機 能 して い る。 毎 年,昭 和 基 地 か ら数 回保 守 に 出 か け て い る。

O建 設 物

雪 面 下 に コル ゲ ー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レ ッ クス棟,超 高層 観 測 室,医 療 棟 の計6棟,延 床 面 積106㎡ の建

物 の他,ト レ ンチ を利 用 した発 電 機 室,ボ ー リ ン グ場,雪 洞 に よる実 験 室 が あ る。 また 地上 に は,通 信 用 ア ンテ ナ,

30mの 気 象 タ ワー な どが 設 置 され て い る 。

o電 力 等

16KVA(12.8KW)と12KVA(9.6KW)発 電 機 を有 し,居 住 棟 と観 測 棟 の 暖 房 と風 呂 は発 電 機 エ ン ジ ンの 冷

却 水 熱 を利 用 して 行 え る よ うに な って お り,他 の建 物 の 暖房 は 電 力 に よる パ ネ ル ヒー ター が使 用 で きる。
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5.あ すか観測拠点の施設概 要

あ す か 観 測拠 点 は,ブ ラ イ ド湾 か ら約140kmほ ど内 陸 に入 っ た氷 床 上 の基 地 で ,第26次 観 測 隊 か ら建 設 が 始 ま り,

第28次 隊 で越 冬 が 開始 され た。 位 置 は,南 緯71°31'34",東 経24°08'17" ,標 高930mで あ る。

あ す か 観 測 拠 点 ま で の ル ー ト
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O建 設 物

建物配置 を図に示す。

なる。

建物総面積 は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼倉 庫 ・冷凍 庫 ・飯場 棟 か ら

あすか観測拠点配置
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あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧

建 物 名
建設年(隊 次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

30マ イ ル 小 屋

1984(25) 鋼板塩 ビ加工 パネル

25.9 30マ イル点の居住

飯 場 棟
1984(26) 鋼板塩 ビ加工 パネル

14.6 1986年(27次)で 移 設 。 倉 庫

主 屋 棟
1984(26) 木製パ ネル

100.0 厨 房 ・食堂 ・通 信 ・寝 室

発 電 棟
1985(27) 木製 パネル

95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所

観 測 棟

1986(28) 木製 パネル

105.0 観測室 ・医療室 ・寝室

通 路

1986(28) 鉄 パ イ プ ラ チ ス ・木 製 パ ネ ル,一 部 分 不 燃 パ ネ ル

93.1 倉庫兼用

○

電 力

常用電源 として30KVA(24KW)発 電機2機 が発電棟 に設置 されてい る。

その他 に5KVA,　 3KVA発 電機が非常用 と して保管 されてい る。
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6.南 極地域観測資料整理

昭和63年 度 の南極地域観測 に係 る資料整理 は,以 下の資料等 について実施 された。

これ らの資料整理 は順調 に進み,研 究発表は,学 会等 におけ る目頭発表の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Dara

Reports及 び関係学 会誌において行 われている。

観測項 目1デ ータ内容 記録 期間i記 録 媒体 ・仕様 ・記録器i数 量 保管機関

定常 ・気象 金 戸 進

地上気象観測 風 向,風 速,気 圧,

気 温,全 天 日射 量,

日照 時 間,雲,視 程,

天 気,大 気 現 象,海

氷 上 積 雪 深

1986.2.1

～1987
.1.31

自記 紙,プ リ ン ト記 録

HPデ ィ ス ク カー トリ ッ ジ

1年 分 気象庁

高層気象観測 気 圧,気 温,湿 度,

風 向,風 速

tt 〃 〃 〃

特殊 ゾ ンデ観測 気圧,気 温,風 向,

風速,オ ゾ ン量

上 向及 び下向 の赤外

輻射量

〃 〃 随 時 〃

オ ゾ ン 観 測 オゾ ン全 量観測

オゾ ン反転観測

〃 自記 紙,プ リ ン ト記 録

ミニ フ ロ ッ ピ ーデ ィス ク

〃 〃

日 射 観 測 波長別 直達 日射計

サ ンフ ォ トメータ

〃 〃 〃 〃

ロボ ッ ト気象計 風速,気 温 〃 〃 1年 分

定常 ・電離層 稲 森 康 治

電 離 層 観 測 イ オ ノグ ラ ム 1987.1.26

～1988 .1.25

フ ィ ル ム記 録 ・9-B型 観 測 器 52巻 電波研

リオ メー タ観 測 1987.2.1

～1988
.1.31

チ ャ ー ト紙0511・ レクチ グ ラ フ

ー8K

チ ャ ー ト紙B9541AR・ ハ イ ブ リ

ッ ド レコ ー ダ

3冊

67冊

〃

tt

ll2MHzオ ー ロ

ラ レー ダ観 測

エ コ ー受 信 1987.L26

～1988 .L25

フ ィ ル ム記 録 ・レー ダ観 測 装 置 52巻 ,,

〃 II 1987.2.1

～1988
.L25

チ ャ ー ト紙0511・ レクチ グ ラ フ

ー8K

チ ャ ー ト紙E9060NF・6打 点 記 録

計

3冊

12冊

〃

,,

オ メガ受信観測 位相差 ・強度 19872.1

～1988
.L31

チャー ト紙E9060NF・6打 点記録

計 安立受信機

12冊 〃

,, II 〃 チ ャ ー ト紙E9060NF・6打 点 記 録

計 トレコ ア受 信 機

12冊 〃

短波受信電界強

度測定

8MHz・10MHz

JJY受 信

1987.2.1

～1988
.1.31

チ ャ ー ト紙0511・ レクチ グ ラ フ

ー8K

JRC受 信 機

3冊 〃
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地 磁 気 観 測 MAG,　 H・Z・D 1987.2.1 チ ャ ー ト紙E9060NF・6打 点 記 録 12冊 電波研
～1988 .1.31 計1

定 常 ・地球物理 赤 松 純 平

極 光 ・ 夜 光 全天空 カメラ写真 1987.3.7 35%コ ダ ック4× フ ィル ム, 25巻 国立極地研究
～10 .8 400feet,ISO400 所

地 磁 気 フ ラ ック ス ゲ ー ト 1987.2.1 記 録 紙,3ch,　 25cm/h,　 YHP打 12巻 〃

地磁気3成 分 ～1988
.1.31 点式

記 録 紙,　lch,　 5cm/h, 72巻

YHPア ナログ式

K指 数 1987.2.1 K指 数読取簿 12葉 〃

～1988
.L31

絶対観測 1987.2.24 観測野帳 8葉 tt

～1988
.1.28

地 震 長周期,短 周期 1987.2.1 デ ジ タル磁 気 テ ー プ,ハ ー フ サ イ 18巻 〃

地震波 ～1988
.L31 ズ　 NEC自 動地震観測装置

ア ナ ロ グ磁 気 テ ー プ%in, 27巻 〃

3600ft,0.031PS

TEAC,　 R950L

短 周 期 記 録 紙,4mm/s,日 本 電 気 24冊 り

三栄8D23

長周期記録紙,2mm/s日 本電気 12冊

三栄8D23

潮 汐 験潮記録 1987.2.1 記 録 紙,　3cm/h,　 CHINOレ コー 3巻 海上保安庁
～1988

.L31 ダ 水路部

記 録 紙2.5cm/h,明 星験 潮 儀 12巻 〃

打点式

フ ロ ッ ピ ー デ ス ク,8in,明 星 験 4枚 〃

潮儀

雪氷 ・地学 赤 松 純 平

多点 テ レメ ー タ 東 オングル島内予備 1987.2.12 ビデ オ カセ ッ トテー プ,　VHS, 12巻 京大 防災研

地震観測 予備観測 ～5 .8 TEAC,　 XR510

昭 和 基 地,と っつ き 1987.5.27 ビデ オ カセ ッ トテー プ,　VHS, 41巻 〃

岬,ラ ン グ ホ ブデ3 ～1988
.1.31 TEAC,　 XR510

点観測

重力計 による地 改良型 ラコステ重力 1987.2.1 デ ジ タ ル カセ ッ ト磁 気 テ ー プ, ll巻 東大 海洋研

球潮汐の観測 計連続記録 ～12 .31 TEAC,　 CR50

記 録 紙15mm/hグ ラ フテ ッ ク 11巻

リ ュ ツ オ ・ホ ル 大陸露岩脈動 1987.10.1 言己全景紙,　 5mm/s,　 lmm/s,　 日 置 2巻 京大 防災研

ム湾沿岸地域 に ～11
.23 ポ ー タブ ルペ ン レ コー ダ

お ける脈動観測

(microseism) 大陸氷床脈動 1987.9.4 記 録 紙,　5mm/s,　 lmm/s,　 グ ラフ 3巻 り

～11
.6 テ ッ ク　 4ch

昭和基地の微動 昭和基地微動 1987.4.11 ビデ オカ セ ッ トテ ー プ,　VHS, 1巻 〃

特性 ～4
.14 TEAC,　 XR510
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海水弾性波実験 海氷板 叩 き, 1987.5.13 ビデ勅 セ ・ トテープVHS,11巻 京大 防災研

重水落下地震波 ～5 .14 TEAC,　 XR510　 1

気 水 圏 山内 恭 ・高部広昭

気象衛星観測 HRPT 1987.2.1 ア ナ ロ グ磁 気 テ ー プ ・601PS・ 36巻 極地研

NOAAデ ー タ ～1988 .1.31 磁気 テープ装置

受信 TOVS )1 磁 気 テ ー プ ・6250RPI・ 磁 気 テ ー 19巻 〃

プ装置

気象衛星観測 AVHRR り 磁 気 テ ー プ ・6250RPI・ 磁 気 テ ー 83巻 〃

NOAAデ ー タ 画像デー タ プ装置

画像処理 画像デー タ ,, FUJIFP-100・4×5cm・ カ ラ ー 10フ ァ 〃

ハ ー ド コ ピ ー ハ ー ドコ ピー装 置 イ ル

(カ ラ ー)

画像デー タ ク 紙 ・15×17cm・ モ ノ ク ロ ハ ー ド 4フ ァ 〃

ハ ー ド コ ピ ー コ ピー 装 置 イ ル

(モ ノ ク ロ)

温度分布図 1987.4. 紙 ・A3・XYプ ロ ッ タ 660枚 〃

～1988
.1

温度 1987.8. LP紙 ・ll×15"・ ラ イ ン プ リ ン タ 1200枚 り

HISTGRAM ～1988 .1

画像 データ 1987.7 35mmカ ラー ポ ジ フ ィル ム ニ コ ン 40本 tt

(写真) ～1988 .1 F255mmマ イ ク ロ ニ ッ コ ー ル

雲全天写真 1987.3 35mmネ ガ カ ラー フ ィ ル ム 10本 It

～1988 .1 ニ コ ンFM2　 8mm魚 眼

"放 射観測
直達 日射,全 天 1987.2.12 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク8" 35枚 ,,

日射 雪面反射 ～1988 .L31 (1分 平均値)

(2波 長),全 天 分 〃(30分 平 均 値) 2枚

光 日射(6波 長), LPプ リン トア ウ ト

長波長放射上下向, (30分 平 均,日 報) 350枚

マ イ ク ロ波(37,19 記録紙(打 点記録) 12巻

GHz) (多ペ ン記録) 12巻

分光器記録 1987.3.11.12 カ セ ッ ト磁 気 テ ー プ(24ス ペ ク ト 10巻 〃

～1988 .1. ル/片 面)

スペ ク トロ ラ ジ オ メー タ

OSMO-601

LPプ リン トア ウ ト(数 値 デ ー タ) 100枚

(ス ペ ク トル) 160枚

CO,観 測 大気 中CO,濃 度 1987.2.1 カ セ ッ ト磁 気 テー プ(5分 毎,30 38巻 〃

赤外分析計出力 ～1988 .1.31 分1サ イ ク ルで 高,低 標 準 ガ ス)

TEAC　 MT-2GP

プ リ ン トア ウ ト(5分 毎) 37巻

デ ー タ ロ ガ ーAD5312

記録紙(5分 毎打点記録) 12巻
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航 空 機 観 測 全天 日射,反 射(2 1987.4.～10. カセ ・ ト磁 テー プ(1秒 毎)125巻 極地研

放 射 観 測 波長),長 波長放射 ETO　 DENKIサ ー モ ダ ッ ク

上下向 32用 　 EC-3M

プ リ ン トア ウ ト(10秒 毎) 21巻

マ イクロ波観 マ イクロ波放射 1987.5 英弘　 SOLAC　 MP-80

測 (19GHz) 記録紙(2ペ ン) 21冊

放射温度 35mmフ ィ ル ム(30秒 毎,　ASA 10本

表面写真 100B/W,250枚 撮)

ニ コ ンF2

ゾ ン デ 観 測 上 ・下 向長波長 1987.3～10

放 射 ゾ ン デ 放 射,気 温,風 向, LPプ リ ン ト記 録 250枚 〃

風速

オ ゾ ンゾ ンデ オゾ ン量,密 度鉛 直 1987.2 他 に デ ィス ク カー トリ ッ ジ,

分 布,気 温,風 向, ～1988
.1. 自記紙

風速 気象庁,南 極事務室保存

無人気象観測 みず ほ基地 1987.1.16 マ イ ク ロ ケセ ッ ト磁 気 テー プ 1巻 ll

風 向,風 速,気 温

EPSON　 HC-80

赤外放射,気 温 ,, CMOS　 (早 坂 理 工 フ ィー ル ドメ 1 北見工大

モ リ)

ARGOS気 温, 1987.1～6 磁 気 テ ー プ(1600BPI) 極地研

日射,気 圧 1時 間毎

Sl8風 向,風 速, 1987.1.13 CMOS　 (北 海 道 電子 　 Frigid 1 北大低温研

気 温,日 射,気 圧, ～1988
.1.18 Zone　 Recorder)

電圧 3時 間毎

移動気象観測 みず ほ旅行時 1987.1,8/9 気象観測野帳 3冊 極地研

風 向,風 速,気 温 10/11,

気 圧,視 程,雲, 1988.1.

天気

生物 ・医学 中 村 博 史

血小板凝集能 1986.12 自動血小板凝集測定器 筑波大学附属
～1988

.3 (Sysmex　 AA-100) 病院

血 液 粘 度 1987.3 回転式血液粘度計 〃

～1988
.1 (バ イ オ レ ラ イザ ー)

赤血球変形能 1987.3 濾過膜型赤血球変形能測定装置 〃

～1988
.1

血 液 ・尿電解 質 1987.3 イオン電極式電解質測定装置 筑波大学附属

(Na,K) ～1988 .3 (lL-system　 501) 病院

東北大学附属

病院第2外 科

心 理 検 査 1986.12 SDS,　 STAI,　 HOス ケ ー ル 〃

～1988
.2
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観測項目1資 料 名 採取期間1採 取 場 所 資料の形態 数量 保管機関

気 水 圏 山 内 恭

放 射 観 測

雪 氷 ア ルベ ー 積 雪サ ンプル 1987.12 昭和基地北の浦 サ ン プ ル ビ ン入 8 極地研

ド 海氷上

と っつ き,大 陸 融解積雪

氷床上

(S16,H180,

みず ほ)

CO,観 測 地上 1987.2 昭和基地 550m∬ フ ラ ス コ 57 東北大

大気サ ンプル ～1988
.1 環境棟海氷寄 3気 圧加圧採集 理学部

上層 1987.5.10, 昭和基地近傍 550m∬ フ ラ ス コ

大気サ ンプル 19,7.29, 海氷上高度 大気圧+2気 圧

8.30,10.2, 24000ftマ デ 加圧 〃

12.5 あすか近傍高度

24000ftマ デ

微量気体成分 地一ヒ 1987.2,4. 昭和基地 2な い し4乏 9 東大

観測 大気 サ ンプル 6.8.10.12, 環境棟沖合海氷 ス テ ン レ ス シ リ 理学部

1. 上 ン ダ ー

生物 ・医学 持 田 幸 良

植物の二次代謝 植物 サ ンプル 1987.12.～ ・ラ ング ホ ブデ ・生資料 8kg 日本たばこ

産物の成分研究 1988.2 ・ス カ ル ブ ス ネ ス ビニ ー ル袋 中央研究所
・ビチ ェ レナヤ

(に密封)
山地域 冷凍

・リ ー セ ル ・ラ

ルセ ン山地域

蘇類 ・地衣類 の 蘇類 サ ンプル 1987.1～ ・ラ ン ク ホ ブデ ・生 資 料 6kg 東北大学

立地条件に関す 1988.2 ・ス カ ル ブ ス ネ ス 'プ ラ ス チ ッ ・ 植物園

る調査 ・ス カ ー レ ン ク容器及び

・リ ー セ ル ・プ ル ビニ ー ル 袋

セ ン山地域 、に密封 冷 凍,

群類 サ ンプル 1987.1.～ ・ラ ン クホ ブデ 20kg 〃

1988.2 ・ル ン ドボ ー ク

スヘ ッ タ

・ス カ ー レ ン

・ス カ ル ブ ス ネ ス

・東 ・西 オ ン グ ル

・と っつ き岬

・向 い 岩

・ビチ ェ ルナ ヤ

山地域
・リ ー セ ル ・ラ ル

セ ン山地域
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地衣類サ ンプル 1987.1～ ・ラ ン グホ ブ デ 乾燥標本 17kg 東北大学

1988.2. ・ル ン ドボ ー ク '紙 袋 に 入 れ ・ 植物圏

ス ヘ ッ タ た もの を ビ

・ス カ ー レ ン ニ ー ル袋 に

・ス カ ル ブ ス ネ

ス

・密 封

・ビチ ュ ル ナ ヤ

山地域
・ リ ー セ ル ・ラ

ルセ ン山地域

海藻 サ ンプル 1988.2. ・ リ ー セ ル ・ラ 乾燥標本 7点 国立極地研

ルセン山地域 (台紙 に貼 った 究所

(ア ム ンゼ ン湾) もの)

生物 ・医学 菅 原 裕 規

微小動物の ダニ類 サ ンプ ル1987.1～ 東西 オングル島 フ ル コー ル標 本 1,500本 北大環科研

分布調査 1988.1. ル ン ドボ ー ク ス
■

(4cc,30cc

ヘ ッ タ 硬 質 ガラス ビ

ス カ ー レ ン ン)

ス カ ルブ ス ネス

ラ ン グホ ブ デ

と っつ き岬

向岩

岩島

微小動物の ダニ類サ ンプル 1987.1～ ス カ ー レ ン ビニ ー ル袋 23kg 〃

分布調査 1988.2 ラ ン グホ ブ デ 冷凍

ベ チ ェ ル ナ や 山

地域

リ ー セ ル ・ プ ル

セ ン山地域

微小動物の ダニ 類 サ ンプ ル 1987.1～ ス カ ー レ ン ビニ ー ル袋 20kg 国立極地

分布調査 1988.2 ラ ン グホ ブ デ プ ラ ス チ ック容 研究所

ベチェルナや山 器冷凍

地域

リ ー セ ル ・プ ル

セ ン山地域

環境 持ち込み動物 1987.3～ 昭和基地内 ア ル コ ー ル標 本 9kg 北大環科研

モ ニ タ リ ン グ サ ンプ ル 1987.11 ビニ ー ル袋

環境 持 ち込 み動物 1987.2.～ あすか観測拠点 ア ル コー ル標 本 4kg 〃

モ ニ タ リ ン グ サ ンプ ル 1987.12 内 ビニ ー ル袋
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生物 ・医学 森 本 健 司

生 物 ・ 医 学 サ ン プル コア 1987.12.4 西 オ ン グル 島 ・ プ ラ ス チ ック 2本 極地研

大池 チ ュ ー ブ

〃 〃 1987.12.11 〃 冷凍 4本 〃

〃 魚類サ ンプル 1987.12.～ 基地周辺沿岸 ビニ ー ル袋, 約50尾 〃

'88
.1 冷凍

〃 〃 1988.1 ラングホブデ沿 〃 約20尾 〃

岸

生物 ・医学 中 村 博 史

環境 土壌(細 菌モニ タリ 1987.12.14～ 東 オ ングル島 シ ャ ー レ,冷 凍 8kg 北里研究所

モ ニ タ リ ン グ グ用) 1988.1.11

環境 土壌(藻 類 モニ タリ 1987.12.14～ 東 オ ングル島 シ ャ ー レ,冷 凍 4kg 国立極地研

モ ニ タ リ ン グ ング用) 1988.1.11 所

血 液 電 解 質 1987.3～ 昭和基地 血清(冷 凍) 筑波大学

1988.1 附属病院

尿 電 解 質 1987.3. 昭和基地 尿(冷 凍) 同上

1988.1.

医 学 宮 田 幸比古

1.頭 髪内放射 頭髪 1987.2～ 昭和基地 ガラス試料管 74 東北大学病

性同位元素 1988.1 院第2外 科

測定

2.血 中 ホ ル モ 1.血 清 1987.3～ 昭和基地 ビ ニ ー ル試 料 256 〃

ン レベ ル の 1987.12

季節変動 2.血 漿 〃 〃 ,, 128 〃

観測 項目1デ ー タ内容 記録期 間 記録媒体 ・仕様 ・記録器i数 量 保管機関

宙空 ・地上観測 向 井裕之,宮 岡 宏

超高層モニ タリ 相関記録 1987.2.1～ 計測用磁気 テープ%イ ンチ 25巻 国立極地

ン グ (マ グ ネH,　 CNA、 1988.2.1 3600フ ィー ト7チ ャ ンネ ル 研究所

地磁気 脈動,　VLF FM記 録,0.031PSTEAC

R-950Lデ ー タ レ コ ー ダ

相関記録 1987.2.1～ 8チ ャンネル感熱記録紙 13巻

(マ グ ネH,　 CNA, 1988.2.1 30cm/h28日/巻,

地磁気脈動,　VLF 三栄 レクチグラフ

地磁気三成分 1987.2.1～ 3チ ャンネル感熱記録紙 3巻

(EDA) 1988.2.1 2.5cm/h4ケ 月/巻,

三栄 レクチグラフ

(島津) 1987.2.1～ 3チ ャンネル打点式記録紙 40巻

1988.2.1 10cm/h8日/巻,

横 河 ハ イ ブ リ ッ ドレコ ー ダ

地磁気全磁力 1987.2.1 1チ ャンネル感熱記録紙 18巻

(プロ トン磁力計) 1988.2.1 3cm/h20日/巻,

グ ラ フテ ッ クマ ル チ コー ダ
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VLF放 射 1987.2.1～ オ ー デ ィオ用 磁 気 テ ー プ 591巻 〃

ワ イ ドバ ン ド信 号 1987.10.21 %イ ン チllOOrn　 3.751PS

6時 間/巻

地磁気 全磁 力,地 磁 1987.2.1～ 電算機用磁気 テープ、 103巻 〃

気三成 分,地 磁気脈 1988.2.1 1600BPI,2400フ ィー ト,

動,　CNA・VLF MELCOM　 70/25

放射 グ ラ フ ィ ッ ク ハ ー ド コ ピ ー 、 2000枚 〃

B5版12時 間/枚,5種, (5冊)

テ ク トロ4631

地磁気全磁力,地 磁 1987.1.29～ 電算機用磁気 テープ、 38巻 ,,

気 三成分,地 磁気脈 1988.2.1 1600BPI,2400フ ィ ー ト,

動,　CNA・VLF放 射 TEAC　 DR-200

マ ル チ ビー ム MBRA　 (4固 定 方 位, 1987.2.1～ 計測用磁気 テー プ%イ ンチ, 24巻 〃

リオ メー タ ULF,　 マ グ ネH) 1988.2.1 3600フ ィ ー ト,7チ ャ ン ネ ル,

0.031PS,TEACR-950L

デ ー タ レ コ ー ダ

MBRB　 (掃 天 ピ ー 〃 〃 25巻 〃

ム,　ULF,　 VLF)

マ ル チ ビー ム リオ メ 〃 8チ ャンネル感熱記録紙 7巻 り

タ(4固 定方位,掃 10cm/時1.5ケ 月/巻,

天 ビ ー ム,　ULF, 三栄 レクチ グラフ

マ グ ネH)

ク イ ッ ク ル ッ ク 〃 PC9801プ リ ン タ ハ ー ド コ ピ ー 5冊 〃

(4固 定方位,掃 天 20分/1画 面

22方 位,　ULFD成 CNAイ ベ ン トの みA4フ ァ イル

分)

宙空 ・オーロラ光学観測 宮 岡 宏

フ ォ トメ ー タ 固定4方 位お よび 1987.3.7～ 計 測用磁気 テープ%イ ンチ 6巻 国立極地

観測 掃 天 フ ォ トメー タ 1987.10.5
、

3600フ ィ ー ト,7チ ャ ン 不 ル 研究所

0.061PSTEACR-950L

デ ー タ レ コ ー ダ

固定4方 位お よび 1987.3.7～ 8チ ャンネル感熱記録紙 2巻 〃

掃 天 フ ォ トメ ー タ 1987.10.5 30cm/時 三 栄 レ クチ グラ フ

1987.3.7～ 電算機 用磁気 テープ, 1巻 〃

1987.5.31 1600BPI2400フ ィ ー ト

MELCOM　 70/25

〃 MELCOM　 70/25 50枚 〃

グ ラ フ ィ ッ クハ ー ドコ ピーB5版

12時 間/枚,テ ク トロ4631

1987.3.7～ 電算機 用磁気 テープ, 10巻 〃

1987.10.5 1600BPI2400フ ィ ー ト

TEAC　 DR-200
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フ ォ トメー タ観 トラ ッキ ング フ ォ ト 〃 計測用磁気 テープ%イ ンチ 15巻 国立極地

測 メ ー タ 550mL871PS, 研究所

6時 間/巻 　 TEAC　 R-210B

デ ー タ レ コ ー ダ

オ ー ロ ラテ レ ビ 全天 オー ロラ画像 1987.3.7～ Uマ チ ッ ク ビデ オ カ セ ッ ト 257巻 〃

カ メ ラ 1987.10.5 60分 用 全天 テ レビカメラ

(SIT管) り 光 デ ィ ス ク24000両 面/枚 40枚 It

1画 面/秒,松 下TQ-2300FA

光 デ ィス クフ ァイ ル

広角 オー ロラ画像 〃 Uマ チ ッ ク ビデ オ カ メ ラ 20巻 〃

60分 用 広 角 テ レ ビカ メ ラ

オ ー ロ ラ テ レ ビ 全天 オー ロラ画像 〃 計 測用磁気 テープ%イ ンチ, 9巻 〃

カ メ ラ　(CCD) (単色像) 9200フ ィ ー ト7ト ラ ッ ク,

DR録 音,ハ ネ ウェ ル101

デ ー タ レ コ ー ダ

宙空 ・電磁環境モニ タリング 向 井 裕 之

電磁環境 モニタ ノイ ズ スペ ク トルの 1987.4.1～ 3.5イ ン チ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 4枚 電波研

リ ン グ 時間変動 1987.8.31 ア ッ プ ルマ ッキ ン トッ シ ュパ ソ コ

ン

海氷 ヒで の電波伝搬 1987.9～ 表(と っつ き岬 ～ ス カル ブ ス ネ ス 7枚 〃

1987.10 付近)

氷床一ヒでの電波伝搬 It 表(Sl6～S25付 近) 5枚 tt

各棟 別イ ンズスペ ク 1987.ll 8　mmVTRテ ー プ 4本 tl

トル ～1987
.12 (昭和基地9棟)

(15kHz～225MHz)

宙空 ・PPB飛 翔 実験 宮 岡 宏,向 井裕之,斎 藤浩明

PPB飛 翔実験 テ レ メー タ ビデ オ信 1987.12.2 計測用磁気 テープ%イ ンチ 3巻 国立極地

号(観 測棟) 1987.12.18 72000フ ィー ト 往 そ夏言己録, 研究所

～19 3.751PS,ハ ネ ウ ェ ル101

1987.12.25 デ ー タ レ コ ー ダ

テ レ メー タ ビデ オ信 ～26 ,, 3巻 〃

号(R/T棟)

宙空 ・人工衛星受信 斎 藤 浩 明

EXOS-C衛 星 PCMテ レメー タ信 1987.2.1～ 計測用磁気 テープ%イ ンチ 8巻 国立極地

号 1988.1.31 4600フ ィ ー ト3.751PS 研究所

TEAC　 R510デ ー タ レ コー ダ

PCMテ レメ ー タ信 tt 電算機用磁 気テー プ%イ ンチ 9巻 〃

号　 CCT取 込み 1200フ ィ ー ト1600BPI

HITAC　 E-600　 ミニ コ ン

PIス テ ー タ ス 〃 LP用 紙,A3版 横 長 フ ァ イ ル 1冊 〃

HKデ ー タ内容 HITAC　 E-600　 ミニ コ ン

受 信 ロ グ ノー ト 〃 B4版 縦長 ファイル 1冊 〃
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ISIS-　 2衛 星 FM・PCMテ レ メー

タ信 号

1987.2.1～

～1988
.1.31

計 測 用磁 気 テ ー プ%イ ンチ

4600フ ィー ト151PS

TEAC　 R510デ ー タ レ コー ダ

6巻 国立極地

研究所

受 信 ロ グ ノー ト 〃 B4版 縦 長 フ ァ イル 1冊 〃

(あすか観測 拠点)

観測 項 目 デー タ内容1記 録期 間 記録媒体 ・仕様 ・記録器 数量 保管機関

気 象 渋谷和雄 ・鮎川 勝

地上気象観測 地上気象要素 1986.12.17 野帳 18冊 国立極地

(シ ノブ テ ィ ッ クデ ～1987 .12.25 コ ン ピュ ー タプ リ ン トア ウ ト用 紙 1箱 研究所
一 タ) 8イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ケ ッ ト 13枚

ア ナ ロ グ チ ャ ー ト 22冊

雲 写 真 1987.3 35mmモ ノ ク ロ フ ィ ル ム 数10枚

～1987 .12 〃 カ ラ ー フ ィ ル ム

(随時)

宙 空 鮎川 勝 ・渋谷和雄 ・酒井量基

地磁気連続観測 フ ラ ッ クス ゲ ー ト 1987.2.19 1200feetコ ン ピュ ー タ ー磁 気 テ ー プ 21巻 国立極地研究

及 び イ ンダ ク シ ョ ン ～1987 .12,25 10号 リー ルFM磁 気 テ ー プ(7ch) 21巻 所

磁力計記録 ペ ン レ コ ー ダ ー モ ニ タ ー ll冊

記録

地磁気絶対値 観測結果 1987.4.26 観測野帳(A4) 10回 分

観測 ～1987 .12.18

極 光 観 測 全天 カメラ記録 1987.3.4 コ ダ ッ ク4-X,ISO:400 ,35mm 24巻

～1987 .9.30 40feet巻

野 帳 1冊

TVカ メラ記録 1987.6.25 ビデ オ テ ー プ,VHS,160分 21巻

～1987 .9.25

目視記録 1987.8. ノ ー ト 1冊

～1987 .9.

(共役点観測

期 間)1

雪氷 ・地学 航空機観測 渋 谷 和 雄

航空磁気測 量 プロ トン磁力計 1987.ll.14 ア ン リ ツデ ー タカ ー トリ ッジ 30巻 国立極地

記録及び位置デー タ ～1987
.12.4 放電プ リンター用紙 8巻 研究所

ア イ ス レ ー ダ 基 盤 エ コー パ ル ス及 1987.12.8 ア ン リ ツ デ ー タ カ ー ト リ ッ ジ 10巻

位 置 デ ー タ ～1987
.12.12 ソニ ー8ミ リ ビデ オ テ ー プ 20巻

氷床形態観測 氷床地形 1987.12 VHSコ ンパ ク トビデ オ カ セ ッ ト 16巻

CO2サ ン プ リ ン

グ

各高度空気 1987.12.5 特 殊 フ ラ ス コ 16本

雪氷 ・地学 地上移動観測 渋 谷 和 雄

重 力 測 定 ABル ー ト～Lル ー ト 1987.12.8 野 帳 12冊 国立極地

l　km毎 の 重力 デ ー タ ～1987 .12.29 研究所
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地 磁 気 測 定 プロ トン磁力計記録 1987.10～ 放電 プリンター用紙16巻

(ABル ー ト他) 1987.12

帯 磁 率 測 定 露 頭(ブ ラ ッ トニ ー 1987.9.9 野 帳 4点

バネ)で の読取値 1987.9.10

1987.10.15

GPS同 時 受 信 LO～ シ ー ル岩10km 1987.4.14 TDK　 HQ　 350デ ィジ タ ル カセ ッ 28巻

毎 の同時受信 データ ～1987 .4.23 トテ ー プ

ひずみ方陣観測 あす か,30マ イ ル, 1987.4 TDK　 HQ　 350デ ィジ タ ル カセ ッ 26巻

LOを 中心 とする東 1987.12 トテ ー プ

西 南 北l　kmで のGP

S同 時受信 デー タ

JMR同 時受 信 シ ー ル岩,30マ イ ル 1987.3 TDK　 HQ　 350デ ィジ タ ル カ セ ッ 60巻

L66,LOな どに お け 1987.4 トテ ー プ

る同時受信 データ 1987.12

雪 尺 観 測 測定値 野 帳

Lル ー ト

(Ll20～48) 1987.12.6 1回 分

〃(L46～LO) 1987.12.29

ABル ー ト 1987.9.10 2回 分

1987.10.15

AAル ー ト 1987.10.13 1回 分

雪氷 ・地学 基地観測 渋谷和雄 ・酒井量基

重 力 潮 汐 重力潮汐連続記録 1987.5 TDK　 HQ　 350デ ィジ タル カ セ ッ 20巻 国立極地
～1987

.12.5 トテ ー プ 研究所

ペ ン レ コー ダチ ャー ト記 録 12冊

地 震 観 測 2km測 線での多点 イ 1987.8月 下 旬 FMカ セ ッ ト ア ナ ロ グ磁 気 テ ー 104巻

ンライン記録 ～10月 上 旬 プ(TEAC　 CT90H)

あすか沈下量ポ GPS衛 星デー タ 1987 TDK　 HQ　 350デ ィ ジ タル カセ ッ 30巻

一ルGPS受 信 (AB37と の同時受 トテ ー プ

信 を含む)

あす か沈下量 ポ NNSS衛 星 デ ー タ 1987 TDK　 HQ　 350デ ィ ジ タ ル カセ ッ 45巻

一ルJMR受 信 トテ ー プ

雪 尺 観 測 36本 雪尺読取値 1987.1.25 野 帳 1冊

～1987 .12.20

雪 尺 観 測 16本 雪尺読取値 1987.6.11 野帳 1冊

～1987 .12.25

生物 ・医学 高 木 知 敬

寒冷適応心電図 心電図記録 1986.11.24 心電図記録紙 18巻 北海道大学

検査 1987.2.24

1987.5.20

1987.8.18

1987.11.11

1988.2.29
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心 理 テ ス ト MAS 1986.11.24 記録紙40部

SRQ-D 1987.3.28

CMI－ 阿部法 1987.7.17

1987.11.11

1988.2.29

血 中 ホ ル モ ン リ 行動記録 1987.1 野 帳 1冊

ズム行動記録 ～1988 .1

設 営 工 学 渋谷和雄 ・酒井量基 ・鮎川 勝

ド リ フ ト測 量 あすか周辺の水準測 1987.3 野 帳 1冊 国立極地

量 デ ー タ ～1987 .4 研究所

ド リフ ト測 量 ポ 読 取 値 1987.3 野 帳 1冊

一ルの積雪景観 ～1987 .12

測 (毎 月1回)

建築物の歪測定 水準測量読取値 野 帳 1冊

(主 屋 棟)

(発 電 棟)

(観 測 棟)

(通 路 棟) 1987.5.16

～1987 .ll.11

発電棟U字 管読取値 1987.2 ノ ー ト 1冊

～1987
.12

臨 月1回)

建 築 物 の 電 圧
|

電圧計記 録 1987.2.12 プ リ ンタ ー 出力 1巻

観測 ～1987
.12.24

建築物の風圧 風圧計記録 1987.2.20 カ セ ッ トテ ー プ 26巻

観測 ～1987
.9.17

排水孔深測定 測 定 値 1987.7.7 一覧表 1枚

～1987
.12.20

排水孔内温度 孔中温度の連続測定 1987.5 放電 プ リンター用紙 5巻

測定 ～1987 .12.

雪 氷 ・地学 鮎 川 勝

飛雪サンプリング 化学分析用飛雪試料 1987.3.28 あすか観則拠点 融解水 118本/ 国立極地

～1987 .12.5 100cc 研究所

同位体分析用飛雪試料 1987.3.28 461本/

～1987 .9.30 50cc

生物 ・医 学 高 木 知 敬

血 中 ホ ルモ ン リ 血 清 1987.2.18 あすか観測拠点 血清冷凍保存 272検体 北海道大学

ズム ～1987 .12.16 用 ボ トル

1988.1.10 昭和基地
～1988 .1.12
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V大 学院教育に対する協力

研 究 分 野 氏 名 所 属 研 究 項 目

超 高 層 物 理 学

岡 村 宏 電気通信大学大学院電気通信学研究科

極域超高層物理学

笹 原 敏 也 山形大学大学院理学研究科

池 田 修 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科

鈴 木 裕 武 立教大学大学院理学研究科

斉 藤 浩 明 電気通信大学大学院電気通信学研究科

池 辺 洋 電気通信大学大学院電気通信学研究科

潜 屋 浩 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科

中 島 英 彰 東北大学大学院理学研究科

気 象 ・雪 氷 学

長 田 和 雄 名古屋大学大学院理学研究科

極地気象学

遠 藤 康 徳 東京大学大学院理学研究科

地 学

村 上 克 美 東海大学大学院理学研究科

南極固体地球物理学

池 上 吉 広 神戸大学大学院理学研究科

小 川 文 雄 東海大学大学院理学研究科

久 保 紀 重 東京学芸大学大学院教育学研究科

生 物 学 沼 波 秀 樹 東京水産大学大学院水産学研究所 南極海洋生態学
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図 書 ・刊 行 物

1.図 重日

(1)図 書室の概要

当図 書 室 は,極 地 関 係 の 文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に 関 す る 文 献 の収 集 に力 をそそ いで い る。 また,研 究 ・

教 育 機 関 の 図 書 室 と して,極 地 観 測 に 関 連 す る 自然 科 学 全般,た とえ ば 超 高層 物 理,気 象,地 球 物 理,雪 氷,地 学,

海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学 、 阻 石 、 デ ー タ解析 な どに 関 す る文 献 ・資 料 の収 集,整 理,充 実 に も

つ とめ てい る。 昭 和 基 地,あ す か 観 測 拠 点 の 図 書 につ い て も,図 書 室 で収 集,管 理 を して い る。 過 去5年 間 の 年 度

別 蔵 書 数 お よ び増 加 冊 数 を(2')に,年 度 別 所 蔵 雑 誌 タ イ トル 数 を(3)に 示 す 。

当 研 究 所 の 刊 行 物 の う ち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Po!ar　 Research,　 Series

A,　B,　C,　D,　E,　F,　G,　Speclal　 Issue　 (不 定期),　Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmos-

phere　 Physics,　 POIar　 Meteorology　 and　 G!aciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,

Polar　 Biologyの5シ リー ズ を各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　Antarctic　 Geological　 Map　 Se

ries　 (不 定 期),　Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Po!ar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不 定

期)　Glciological　 Folio　 (不定 期)の 編 集 ・出版 業務 を 図書 室 で行 っ て い る。 過 去5年 間 の年 度 別 出 版 冊 数 お よ

び 真 数 を14)に,昭 和63年 度 の刊 行 物 を2に 示 す。

(2)年 度別蔵書数および増加冊数

()内 は増加冊数

59年 度 60年 度 61年 度 62年 度 63年 度

単 行 本

和 書

洋 書

3,497
(183)

7,523
(456)

3,735
(238)

7,904
(381)

3,87正

(136)

8,337

(433)

4,025

(154)

8,765

(428)

4,210

(185)

9,120

(355)

計
11,020
(639)

11,639
(619)

12,208
(569)

12,790

(582)

13,330

(540)

製 本 雑'誌

和 雑 誌

洋 雑 誌

1,088
(85)

9,449
(668)

1,195
(107)

10,019
(570)

1,251
(56)

10,517
(498)

1,321
(70)

11,145

(628)

1,402

(8り

ll,707

(562)

計
10,537
(753)

ll,214
(677)

ll,768
(554)

12,466

(698)

13,109

(643)

合 計
21,557
(1,392)

22,853
(1,296)

23,976

(1,123)

25,256

(1,280)

26,439

(1,183)

(3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

59年 度 60年 度 61年 度 62年 度 63年 度

和 雑 誌

洋 雑 誌

319

1,444

364

1,503

403

1,610

433

1,660

480

1,719

計 1,763 1,867 2,013 2,093 2,199
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(4) 年度別出版冊数および頁数

59年 度 60年 度 61年 度 62年 度 63年 度

冊数(頁 数) 冊数(真 数) 冊数(頁 数) 冊数(真 数) 冊数(頁 数)

南 極 資 料 4(483) 3(321) 3(285) 3(246) 3(401)

Memoirs　 NIPR 7(1,304) 5(1,491) 8(1,632) 2(365) 1(120)

Proceedings　 NIPR 5(1,154) 1(177)
Symposium

JARE　 Data　 Reports 12(1,179) ll(837) 9(848) 10(866) 12(1,445)

Antarctic　 Geological 2(35) 2(40) 2(28) 1(19) 2

Map　 Series

Catalo9 2(484)

Special　 Map　 Series　 NIPR 1 1(21)

Glaciological　 Folio 2

出 版 リ ス ト 1(6)

学 術 雑 誌 目 録 1(69)

計 26(3,001) 23(2,716) 23(2,862) 23(3,134) 21(2143)
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 2. OF9AfiA-*flif71t 

           Vol. 32, No.2 (July 1988, p.103-257) 

           Vol. 32, No.3 (November 1988,  p.259  —  393) 

           Vol. 33, No.1 (March 1989, p.1-111) 

Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Ser. A (Upper Atmosphere  Physics), No.19: ELF emission in high  latitudes.-Ray path calcula-

   tion and ground-satellite observations, by H. Yamagishi.  120p. March 1989. 

 Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Geosciences, No. 2,  177p. September 1988.

JARE Data Reports 

 No. 137 (Glaciology  16): Glaciological research program in East Queen Maud Land, East 

   Antarctica. Part 7, 1986, by F. Nishio et al. 49p. July 1988. 

 No.138 (Upper Atmosphere Physics  6): Upper atmosphere physics data, Syowa Station, 1986, 

   by T. Kikuchi et al. 276p. July 1988. 

 No.139 (Oceanography  9): Oceanographic data of the 28th Japanese Antarctic Research Expe-

   dition from November 1986 to April 1987, by Y. Machida and S. Inazumi. 75p. August 1988. 

 No.140 (Meteorology  21): Meteorological data at Asuka Camp, Antarctica in 1987, by T. 

   Yamanouchi et al.  104p. November 1988. 

 No.141 (Ionosphere  141): Riometer of 30 MHZ cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 

   1987, by H. Maeno and K. Inamori. 99p. March 1989. 

 No.142 (Marine Biology  13): Chlorophyll a concentrations measured continuously with surfa-

   ce water monitoring system during the JARE-27. cruise to Syowa Station, Antarctica, in 

   1985/86, by M. Fukuchi and H. Hattori.  151p. March 1989. 

 No. 143 (Marine Biology  14): Chlorophyll a concentrations measured continuously with surfa-

   ce water monitoring system during the JARE-28 

   cruise to Syowa Station, Antarctica, in 1986/87, by T. Kubodera and M. Fukuchi.  171p. 

   March 1989. 

 No.144 (Meteorology  22): Antarctic climate research data, Part 1. Radiation data at Syowa 

   Station, Antarctica from February 1987 to January 1988, by T. Yamanouchi.  193p. March 

   1989. 

 No.145 (Seismology  22): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1987, by J. Aka-

   matsu and K. Kaminuma. 73p. March 1989. 

 No.146 (Ionosphere  40): Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1987, by H. 

   Maeno and K. Inamori. 33p. March 1989. 

 No.147 (Marine Biology  15): Zooplankton data collected with BIOMASS programme at Syowa 

   Station in 1982 by JARE-23, 1. Norpac net samples, by A. Tanimura et al.  162p. March 1989. 

 No.148 (Glaciology  17): Glaciological research program in East Queen Maud Land, East Ant 

   arctia, Part 8, 1986-1987, by F. Nishio and H. Ohmae. 59p. March 1989.

Antarctic Geological Map Series 

   Sheet 12:  LUtzow-Holm Bay, 1:250000, comp. by K. Shiraishi et al. March 1989. 

   Sheet 13: Prince Olav Coast. 1:250000, comp by K. Shiraishi et al. March 1989.
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Glaciological　 Folio

　 　 Sheet　 2:　 prevailing　 wind　 field

　 　 Sheet　 7:　 The　 IO-m　 snow　 temperature

3.刊 行 物 一 般

極地研 ニュース84～89

国立極地研究所要覧'88

日本南極地域観測隊第28次 報告 (1986～1988)
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w－ 般 業 務

1諸 会議

(1)評 議員会議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について,所長 に助 言する。

(任 期62.9.29～64.9.28)

阿 南 功 一 筑波大学長 澤 田 龍 吉 九州大学名誉教授

赤 池 弘 次 統計数理研究所長 鈴 木 義 男 北海道大学低温科学研究所長

浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 永 田 武 国立極地研究所名誉教授

江 橋 節 郎 岡崎国立共同研究機構生理学研 西 川 哲 治 高 エ ネルギー物理学研究所長

究所長 西 島 安 則 京都大学長

大 塚 喬 清 西東京科学大学設立準備室長 西 原 春 夫 早稲田大学長

小 田 稔 理化学研究所理事長 蜂須賀 弘 久 京都教育大学長

加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授

木 下 是 雄 学習院大学名誉教授 諸 澤 正 道 国立科学博物館長

吉 在 由 秀 国立天文台長 山 本 草 :: 上智大学教授

齋 藤 成 文 宇宙開発委員会委員

第20回 評議員会議 昭和63年5月19日(木)

議題

国立極地研 究所長候補者の選考手続 きについて

第21回 評議員会議 昭和63年9月20日(木)

議題

国立極地研 究所長候補者の選考 について

(2)運 営協議員会議

極地観測の実施その他の研究 所の運営 に関する重要 事項 で所長 が必要 と認める ものについて所長 の諮問 に応 じ

る。
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(任 期62.9.29～64.9.28)

岩 月 善之助 広島大学理学部教授 樋 口 敬 二 名古屋大学水圏科学研究所教授

内 田 祥 哉 明治大学工学部教授 森 本 武 利 京都府立医科大学教授

大 家 寛 東北大学理学部教授 若 濱 五 郎 北海道大学低温科学研究所教授

加 藤 進 京都大学超高層電波研究センタ 星 合 孝 男 国立極地研究所企画調整官

一 長 平 澤 威 男 国立極地研究所研究主幹

甲 藤 好 郎 日本大学理工学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所資料主幹

木 崎 甲子郎 琉球大学理学教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授

高 木 章 雄 東北大学理学部付属地震予知・ 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授

噴火予知観 測セ ンター長 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授

田 中 正 之 東北大学理学部付属超高層物理 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授

学研究施設教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授

根 本 敬 久 東京大学海洋研究所長

坂 野 昇 平 京都大学理学部教授

第49回 運営協議員会議 昭和63年6月13日(月)

議題

1.第31次 南極地域観測計画及 び外国共 同観測

2.昭 和64年 度概算要求基本方針 につ いて

3.第30次 南極 地域観測 隊の編成 につ いて

4.昭 和63年 度外 国基地派遣 について

5.国 立極 地研 究所 長候補者 の推薦 について

(案)に つ い て

第50回 運営協議 員会議 昭和63年8月23日(火)

議題

1.国 立極地研 究所長候補 者の推薦 について

2.教 官人事 について

3.第30次 南極地域観測隊の編 成について

4.昭 和63年 度外国基地派遣 について

第51回 運営協 議員会議 昭和63年11月2日(水)

議題

1.第31次 南極地域観測隊長 ・副隊長について

2.第30次 南極地域観測隊行動実施計 画(案)に ついて

3.南 極の地名の命名 について

4.昭 和64年 度共同研究員の公募 について

5.大 学院教育へ の協力 について

第52回 運営協議員会議 平成元年2月27日(月)

議題

1.教 官 人事 につ いて

2.名 誉教授称号 の授与 につ いて
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3.第31次 南極地域観測実施計画(案)に ついて

4.平 成元年度共同研究 について

(3)専 門委員会

所長の諮問 に応 じ,運営協議員会議か ら求め られた極地観測事 業の実施 に関する専 門事項 につい ての調査 審議 を

行 う。

一 宙空専門委員会

二 気水圏専門委員会

三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測専 門委 員会

六 国際共同観 測専 門委 員会

七 設営 専門委 員会(機 械分科 会,建築分科 会,通信分科 会,航空分科 会,食糧分科会)

(4)南 極 地 名 委 員 会

研 究所が作成 する南極 の地 名の原案 について,所長 に助言す る。

(5)編 集 委 員 会

所長 の諮 問に応 じ,極地観測 の成果 その他 の研究成果等の編集 につ いて調査審議 を行 う。

(6)極 地 観 測 隊 員 健 康 判 定 委 員 会

所長 の諮 問に応 じ,極地 において極地観測及 びこれ に付随す る業務 に従事す る者 と,その候補者等の健康 に関する

事項 について調査審議 を行 う。

(7)極 地観測記録 映画作成委員会

所長の求めに応じ,極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。

(8)共 同 研 究 委 員 会

所長 の諮問 に応 じ,共同研究計画書の審査その他共同研 究に関する事項について調査 審議 を行 う。

(9)南 極鉱物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

⑩ 南極海洋生物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

(11)南 極 陽 石 研 究 委 員 会

所長 の諮問 に応 じ,南極明石 に関す る諸問題について調査 審議 を行 う。
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(12)氷 床 コ ァ研 究 委 員 会

所長 の諮問 に応 じ.氷床 コアに関す る諸問題 について調査審議 を行 う。

(13)所 内委員 か らなる会議

ア 運営会議

イ 部課長会議

ウ 顧問会議

工 移転問題検討会議

オ 極地研ニュース編集委員会

力 教授懇談会

キ 教授会

ク 教官人事委員会

ケ 教官会議

コ 大学院教育協力委員会

サ 共同研究連絡会

シ 職員レクリエーション委員会

ス 機種選定委員会

セ 押売等防止対策協議会

ソ 防災対策委員会

タ 発明委員会

チ 企画調整会議

ツ 南極観測安全対策会議

テ 隊長等選考委員会

ト 南極地域観測準備連絡会議

ナ 図書委員会

ニ ー般資料委員会

ヌ 低温資料委員会

ネ 情報処理センター運営委員会

ノ 昭和基地電算機運営委員会
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2.職 員の外 国出張

(1)外 国 出 張

吉 田 栄 夫 教 授

63.4.29～6.4

神 沼 克伊 教 授

63.5.21～5.29

星 合 孝 男 教授

63.6.1～6.8

綿 貫 豊 助 手

63.7.16～8.15

小 野 高 幸 助 手

63.7.11～9.8

山岸 久 雄 助 手

63.8.15～10.8

内 藤 靖 彦 教授

63.8.19～9.13

佐 藤 夏 雄 助教 授

63.8.24～9.28

星 合 孝 男 教授

63.8.26～9.11

平 澤 威 男 教授

63.8.30～9.17

吉 田 栄 夫 教授

63.9,2～9,16

神 沼 克 伊 教授

63.9.3～9.12

福 地 光 男 助教 授

63.9.26～10.31

谷 村 篤 助手

63.9.26～ll.7

内 藤 靖 彦 教授

63.10.22～10.30

ニュージー ラン ド 南極鉱物資源協議出席

アメリカ合衆国1988年 目米地震学会

アメリカ合衆国 北極海海氷域 におけ る基礎 生産 とエ ネルギー移動 の時系列的変動 の

研究

アメリカ合衆国 同 上

ア メリカ合衆国 オー ロラ粒子 降下の分布 とオーロラ形態 の比較研究

デ ンマー ク,ノ ル ウェー グリーラ ン ド・アイスラ ン ド・ス ピッツベ ルゲ ン地域 にお

ける極域 電磁現 象の特性 の研究

オー ス トラリア アザ ラシ専 門家会議,第5回 南極生物 シンポジウム及び第20回SCAR

総 会生物 作業委 員会出席

ア イスラン ド,ノ ルウェー,デ ンマー ク グ リー ンラ ン ド,ア イスラン ド,ス ピッツ

ベルゲ ン地域 における極域電磁現 象の特性 の研究

オー ス トラ リア 第5回 南極生物 シ ンポジウム及 び南極研究科学委員会設営作業委員

会出席

オース トラ リア 南極観測 における人工衛星 および航空機技術の応用 に関す る研 究,

南極 超高層及び中層大気物理 に感 ずるSCARワ ークシ ョップ出席

オー ス トラリア 南極研究科学委 員会地 質学作業委員会公式会合出席及 び南極地学研

究

オー ス トラ リア 南極研究科学委 員会固体地球物理作業委員会及 び南極地殻断面構造

専門家会議 出席

ア メリカ合衆 国 北極 海海氷域 における基地生産 とエ ネルギー移動の時系列的変動の

研 究

ア メリカ合衆 国 同 上

オース トラ リア 南極海 洋生物資源保存委員 会第7回 年次通常会合(科 学委員会)

出席
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渡邉研太郎 助手

63.11.1～64.3.20南 極地域 南極 にお ける動植物相 の共同観測

吉田 栄夫 教授

63.11.2～11.6大 韓民国 第1回 南極地質学 ・生物学国際 シンポ ジウム出席

白石 和行 助教授

63.11.12～12.10ス リランカ ス リランカと南極の地質学的関係の研 究

竹 内 貞男 観測協力室長

綿貫 豊 助手

森脇 喜一 助手

船 木 實 助手

川 久保 守 事務官

63.11.14～ 元.3.28南 極地域 南極地域におけ る観測調 査

江尻 全機 教授

門倉 昭 助手

吉 田 治郎 設営第1係 長

63.11.14～2.3.28南 極地域 南極地域 における観 測調 査

神沼 克伊 教授

63.ll.28～64.1.5ニ ュー ジー ラン ド,南 極 地域 エ レバス火山の地球物理学 的研究

平澤 威男 教授

吉 田 栄夫 教授

63.ll.28～12.18ソ ヴィエ ト連邦 北極域 における研究協力 ・調整 に関す る北極 ・北欧国家会議出席

内藤 靖彦 教授

63.12.13～ 元.1.31連 合王国,南 極地域,ブ ラジル連邦共和 国 動物行動記録計 を用 いた海洋生物調査

西尾 文彦 助教授

元.1.ll～2.1ア メリカ合衆国 南極氷床研究計画 会議 出席 及び南極氷床流動研究

川 口 貞男 教授

元.2.1～2.5南 ア フリカ共和 国 日本南極地域観測隊負傷 者の帰国 に伴 う付 き添 い

渋谷 和雄 助教授

元.3.12～3.26ア メリカ合衆 国 第5回 国際 人工衛星測位 シンポジウム出席,南 極固体地球物理学及

び火山研究

妹尾 茂喜 事 業課長

元.3.20～3.27オ ース トラ リア オース トラ リアにお ける南極観測支援状況調査

井上 龍誠 医師

元.3.21～3.28オ ース トラ リア 日本南極地域観測隊負傷者の治療 に関す る打 合せ

(2)海 外 研 修 旅 行

渡邉研太郎 助 手

63.8.13～9.8オ ース トラ リア 第3回 国際藻類学会出席,南 極海洋生物 に関す る研究及び第5回 南

極生物 シ ンポジウム出席

福地 光男 助教授

谷村 篤 助 手

63.8.25～9.7オ ース トラ リア 第5回 南極生物 シンポジウム出席及 び南極海洋生物研究

福地 光男 助教授
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元.1.15～1.22 アメリカ北極研究計画年次会議出席及び極域海洋生物研究法の打合せ

3.外 国人研 究者

外国人来訪者

昭 和63年

4月18日

4月28日

4月11日 ～15日

5月13日

5月24日

5月30日

5月31日

6月5日 ～11日

6月5日 ～12日

6月5日 ～14日

6月6日 ～10日

6月6日 ～ll日

6月6日 ～16日

6月7日 ～9日

6月10日

6月20H～21日

7月1日

7月9日 ～17日

7月13日

7月15日 ～17日

7月17日 ～19日

7月22日

Dr.　 McROY.　 P.　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋研 究所 教 授)

朴 柄 権　(Dr.　 Park　 Byong-Kwon,韓 国 海洋 研 究 所 室 長)

Dr.　 SUBRAMANIAN,　 A.　 (ア ンナ マ ライ大 学 海 洋生 物 研 究 所 助 教 授)

Mr.　 GUNDERSEN,　 A.　 (ノ ル ウ ェー 王立 工 業 科 学 院 ア ン ドイヤ ロ ケ ッ ト実 験 場 長)

Dr.　 EGELAND,　 A.　 (オ ス ロ大 学 教授)

Dr.　 LANKSHMI,　 D.　 (イ ン ド国 立物 理研 究 所 次 長)

Mr.　 SEELY,　 L.　 (ウ イ ンゼ ル ・イ ン ター ナ シ ョナ ル社)

Dr.　 HELGER,　 A.　 (ス ウ ェー デ ン宇 宙機 関 エ ス レ ンジ所 長)

Mr.　 ERIKSSON,　 B.　 (　　 同 部長)

Mr.　 CHRISTER,　 C.　 (　　 同 所 員)

Dr.　 0'ROURKE,　 P.　 (ア ラ ス カ大 学 長)

Dr.　 AKASUFU,　 S.　(ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 長)

7月30日 ～8月1日

7月31日 ～8月4日

第13回 南 極 限 石 シ ンポ ジ ウム 出 席 者

Dr.　 HUTCHISON,　 R.　 (大 英 自然 史博 物 館 主 任 研 究 員)

Dr.　 KALLEMEYN,　 G.　 (カ リ フ ォル ニ ア大 学 ロ サ ンゼ ル ス校 助 手)

Dr.　 EIGORESY,　 A.　 (マ ッ ク スプ ラ ン ク核 物 理 研 究 所 教 授)

Dr.　 HEWINS,　 R.　 (ラ トガ ー 大学 教 授)

Dr.　 FIREMAN,　 E.　 (ハ ー バ ー ド ・ス ミソ ニ ア ン天 文 セ ン ター研 究 員)

Dr.　 LIPSHUTZ,　 M.　 (パ デ ィユ大 学 教 授)

王 道 徳(Mr.　 Wang　 Daode.中 国科 学 院 地 球 科 学 研 究 所 主任 研 究 員)

候 滑(Ms.　 Hou　 Wei,同 研 究 員)

Dr.　 WARREN,　 P.　 (カ リフ ォル ニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 助 手)

Dr.　 JAKES,　 P.　 (チ ェ コ ス ロ バ キ ア地 質 調 査 研 究 員)

謝 矢 徳　(Dr.　 Xie　 Xiande,　 (中 国科 学 院 広 州 分 院 長)日 本 学 術 振 興 会 外 国 人招 へ い研 究 者

楊 瑞 瑛(Ms.　 Yang　 Pyiying,中 国 科 学 院 高 エ ネ ル ギ ー物 理 学 研 究 所 副 教授)

Dr.　 TSURUTANI,　 B.　 (米 国 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所 上 級 研 究 員)

Mr.　 JAYADEWA,　 B.　 (セ イ ロ ン産業 ・科 学 研 究 所 研 究 官)

Prof.　 PAPIKE,　 J.　J.　 (サ ウ ス ダコ タ鉱 山 技 術 大 学 教 授)

Dr.　 DIBBLE,　 R.　 R.　 (ビ ク トリア大 学 助 教 授)

Prof.　 ROSS,　 O.　B.　H　 (国立 マ レー シ ア大 学 教 授)

Prof.　 BERG,　 R.　 B　 (モ ン タナ鉱 山大 学 教 授)

Dr.　 ZEIHEN,　 L.　 (同 准教 授)

Prof.　 SHARMA,　 R.　C.　 (ジ ャワ ハ ル ラ ル ネ ル ー大 学 教 授)

Dr.　 LOBBAN,　 C.　 (グ ア ム大 学 海洋 研 究 所 准 教 授)

Mr.　 SHER-BURN,　 S.　 (ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド科 学 産 業 省 南 極 局 研 究 員)

Mr.　 HIRUKI,　 L.　 (ハ ワイ大 学 大 学 院 学 生)
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8月1日

8月1日 ～ll日

8月7日 ～18日

8月8日

8月26日 ～27日

8月27日 ～31日

9月1日 ～28日

9月10日

9月14日 ～17日

9月16日 ～22日

10月4日 ～6日

10月12日

10月27日

10月28日 ～30日

io月28日 ～31日

10月29日 ～11月2日

10月29日 ～30日

11月9日 ～14日

ll月io日 ～11日

11月8日 ～10日

11月10日 ～1i日

11月17日

11月25日

11月28日

Mr.　 THOMSON,　 R.　 B.　 (ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド南 極 局 前 局 長)

Prof.　 BODRI,　 B.　 (エ ドベ ス大 学 教 授)

Prof.　 BOEUF,　 B.　1、.　(カ リフ ォ ル ニ ア大 学 サ ン タ ク ル ー ズ校 教授)

Prof.　 FERRAN,　 ○.　G.　 (チ リ大 学 教 授)

Dr.　 PIMIENTA,　 P.　 (グ ル ノー ブ ル氷 河 ・地 球 物 理 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 KIRCHNER,　 S.　 (同研 究 員)

Dr.　 RAND,　 J.　 (米 国寒 地 研 究 ・工 学 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 OHTA,　 Y.　 (ノ ル ウ ェ ー極 地 研 究 所 主 任 研 究 員)

Prof.　 RASCKE,　 E.　 (ケ ル ン大 学 教 授)

Mr.　 SAHOO,　 G.　 (デ リー大 学 研 究 員)

Prof.　 LELIWA-KOPYSTYNSKI,　 J.　(ワ ル シ ャ ワ大 学 地 球 物 理 研 究 所 教授)

Mr.　 POKHAREL,　 A.　 P.　 (ネ パ ー ル水 資 源 省 水 文 気 象 局 主 任 研 究 員)

Mr.　 MANANDHAL,　 B.　L.　 (同研 究 員)

Dr.　 PELLAS,　 P.　 (フ ラ ンス 自然 史 博 物 館 主 事)

Dr.　 SWITHINBANK,　 C.　 (ス コ ッ ト極 地 研 究 所 主 任 研 究 員)

Dr.　 VENKATESWARAN,　 K.　 (イ ン ド環 境 庁 森 林 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 HUNTLEY,　 T.　 (カ リフ ォル ニ ア大 学 サ ン タ クル ー ズ校 講 師)

Prof.　 TALOR,　 L.　A.　 (テ ネ シ ー大 学 教 授)

Prof.　 DOYLE,　 J.　P.　 (ア ラ ス カ大 学 教 授)

雲 迫 龍(Mr.　 Xi　 DiLong,中 国電 子]業 部 電 波 伝 播 研 究 所 研 究 員)

部 桿(Mr.　 Zou　 Han,中 国科 学 院大 気 物 理 研 究 所 助 理 研 究 員)

韓 建 康(Mr.　 Huan　 Jamkan,中 国科 学 院 蘭州 氷 河 凍 土 研 究 所 研 究 員)

Mr.　 HARGRAVES,　 G.　 (カ リ フ ォル ニ ア大 学 サ ンデ ィエ ゴ ス ク リプ ス海 洋 研 究 所 技 官)

Dr.　 GILLE,　 J.　C(米 国 大 気科 学 研 究 セ ン ター部 長,京 都大 学 超 高層 電 波 研 究 セ ンタ ー外 国

人 客 員 教授)

Dr.　 CORELL,　 R.　 W.　 (NSF地 球 科 学 担 当副 長 官)

Dr.　 DEANGELIS,　 A.　 (NSF東 京 事務 所 長)

Dr.　 SANDHOLT,　 P.　E.　 (オ ス ロ大 学 助 教 授)

Prof.　 EBBESSON,　 S.　O.　 E　 (ア ラ ス カ大 学 海洋 研 究 所 教 授)

平 成 元 年

1月25日 ～29日 曹 圭 大　(Dr.　 Cho　 Kyu-Dae釜 山水 産大 学 海 洋科 学 研 究 所 長)

鄭 福 根　(Prof.　 Chung　 Bok-Kun,慶 煕 大学 基礎 科 学研 究所 長)

章 基 弘　(Prof.　 Chang　 Ki-Hong,　 慶 北 大 学 教授)

崔 柄 斗　(Prof.　 Choi　 Byung-Du,　 ソ ウル 大 学 自然 科 学 総 合研 究所 長)

鄭 勝 政(Mr.　 Chung　 Seung-Jung,大 韓 民 国 文 教 部)

1月31日 ～2月3日 　 Mr.　 LELIWA-KOPYSTYNSKI,　 W.　 (ワ ル シ ャ ワ大 学 研 究 員)

1月30日 ～2月5日 　 Prof.　 LANGWAY,　 Jr.　C.　C.　 (ニ ュー ヨー ク州 立 大 学 バ ッフ ァ ロー校 教 授)

2月2日

2月8日 ～11日

2月16日 ～25日

2月14日

Dr.　 LILLBERG,　 J.　(ラ ッ プ ラ ン ド大 学 北 極 セ ン ター 事 務 局 長)

Dr.　 THOMAS,　 R.　 H.　 (米 国 航 空 宇 宙 局 本 部 主 任研 究 員)

Dr.　 MARTIN,　 S.　(ワ シ ン トン大 学 主 任研 究 員)

Dr.　 PIMIENTA.　 P.　 (グ ル ノー ブ ル氷 河 ・地 球 物 理研 究 所研 究 員)

Dr.　 KIRCHNER,　 S.　(同 研 究 員)

解 恩 梅(Mr.　 Xie,　 Simei.中 国 国 家 海 洋 局 国 家 海 洋 環 境 予 報研 究 セ ン ター 主 任研 究 員)
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3月1日 ～7日

3月3日 ～4日

3月17日

3月27日 ～31日

3月29日

3月31日 ～4月3日

　 　　 　　 　　 　 Dr.

　 　　 　　 　　 　 Dr.

Mr.　 KROON,　 B.　 (ア ラ ス カ大 学 水 産 普 及 プ ロ グ ラ ム助 手)

Dr.　 BIRCK,　 J.　L.　 (パ リ大 学 地 球 物 理 研 究 所 助 手)

Dr.　 HAWKINS,　 R.　 K.　 (カ ナ ダ ・リモ ー トセ ン シ ン グセ ン ター 主 任 研 究 員)

Dr.　 VIJAYALASKSHLITHMIN　 (イ ン ド国 立 海 洋 研 究 所 海 洋 生 物 部 長)

Dr.　 WILSON,　 S.　(米 国 航 空 宇 宙 局 海 洋 及 び氷 研 究 部 長)

Dr.　 PIMIENTA,　 P.　 (グ ル ノー ブ ル氷 河 ・地 球 物 理研 究 所 研 究 員)

KIRCHNER,　 S.　(同 研 究 員)

FENIET,　 C.　 (同 研 究 員)
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水産博
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員4.職

簿(1) 名

長

官整

所

企画調ヨ

【研究系】

研究主

(地球

教 大気物理学

大気物理学

理学第一研究部門)

極光物理学

磁気圏物理学

電波物理学

磁気圏物理学

プラズマ物理学

超高層物理学

理学第二研究部門)

(客員)磁 気圏物理学

(客員)磁 気圏物理学

隔観測研究部門)

(客員)雪 氷学

(客員)気 象学

究部門)

雪氷学

氷河気候学

気水圏物理学

教授

陸上生態学

海洋生態学

自然地理学

地震学

地震学

地質学

自然地理学

地質学

鉱床学研究部門)

(客員)地 球物理学

(客員)地 質学

同位体物理学

限石学

低温生理学

海洋生態学

 

併

剛

則

則

舗

授

究

ー

ー

客

客

究

教

研

門

門

ー

ー

研

ー

学

部

部

学

理

授

手

物

授

授

手

手

手

手

物

授

授

遠

授

授

研

授

授

手

究

授

授

授

授

手

手

物

授

授

究

授

授

態

授

授

幹

物

層

層

圏

学

研

鉱

研

生

高

高

教

教

水

教

氷

教

学

教

教

地

教

石

教

理

孜

孜

超

超

気

書

地

種

阻

生

助

助

ー

孜

孜

助

助

助

助

ー

助

助

ー

教

助

ー

教

助

助

ー

孜

孜

助

助

助

助

ー

教

助

ー

教

助

ー

助

助



助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第一研 究部門)

教 授 海洋生 態学

助 手 海洋生態学

助 手 植物分類学

助 手 海洋生物学

(寒冷生物学 第二研究部 門)

助 教 授(客 員)環 境科学

助 教 授(客 員)海 洋生物学

(極地設営工学研究部 門)

教 授(客 員)土 木工学

講 師(非 常勤)建 築学

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)気 象学

(生物系資料部門)

助 教 授 植物分類学

(非生物系資料部門)

助 教 授 雪氷物理学

助 手 岩石磁気学

(オー ロラ資料 部門)

助 教 授 磁気 圏物理学

助 手 プラズマ物理学

(損石資料部 門)

助 教 授 地 質学

助 手 限石学

(デー タ解析資料部 門)

助 教 授 磁気圏物理学

助 手 大気力学

【図書室】

図書室長(教 授 ・併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課長

事業部長

事業課長

観測協力室長

【観測施設】

昭和基地長

みず ほ基地長
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農 博

水産博

理 博

農 博

水産博

理 博

工 博

理 博

理 †専

理 博

理 博

理 †専

理 博

理 博

理 博

渡 邉 研太郎

彦

篤

司

曲豆

主月

匁
ク

重

f

藤

村

谷

貫

内

谷

大

綿

亘

巳

浩

夫

啓

弘

敏

本

田

伯

貫

井

坂

福

佐

半

寺

男

史

彦

實

貞

啓

文

[

田

尾

木

川

神

西

船

勝

幸

三

康

高

桂

秀

川

野

内

島

鮎

小

矢

小

雄

博

伊

夏

克

藤

沢

沼

佐

神

神

治

平

勝

壽

喜

男

博

和

茂

貞

口

田

日

田

尾

内

和

山

大

川

益

妹

竹

機

機

全

全

尻

尻

江

江



(2)人 事異動

昭和63年4月1日

〔併任〕

超高層物理学第二研究部門(客 員)

同

気水圏遠隔観測研究部門(客 員)

同

極地鉱物 ・鉱床学研究部門(客 員)

国

損石研究部門(客 員)

同

寒冷生物学第二研究部門(客 員)

同

極地設営工学研究部門(客 員)

同 講師(非 常勤)

〔転任〕

事業部長

管理部庶務課長

〔昇任〕

管理部会計課課長補佐

管理部庶務課人事係長

管理部会計課用度第一係長

事業部観測協力室設営第一係長

〔転出〕

東京医科歯科大学経理部長

東京外国語大学教務課長

富山商船高等専門学校会計課長

東京大学地震研究所人事係長

助教授 飯

助教授 田

教 授 高

助教授 遠

教 授 瀬

助教授 廣

教 授 高

助教授 下

助教授 坂

助教授 福

教 授 佐

半

第十管区海上保安本部鹿児島航空基地整備士

〔配置換〕

管理部長

管理部会計課総務係長

管理部会計課用度第二係長

健

人

平

雄

朗

邦

夫

晃

亘

巳

浩

夫

義

修

辰

爾

美

宣

弘

敏

島

中

橋

藤

川

井

岡

山

本

田

伯

貫

(東京大学助教授)

(名古屋大学助教授)

(北見工 業大学教授)

(北海道大学助教授)

(東京大学教授)

(千葉大学助教授)

(山形大学教授)

(筑波大 学助教授)

(京都大学助教授)

(北海道大学助教授)

(北海道大学助教授)

(日本大学助 教授)

益 田 壽(岩 手大学経理部長)

大和田 和 平(鳴 門教育大学総務部庶務 課長)

夫

茂

敏

二

康

川

噴

出

羅

木

沢

嶋

江

梅

石

川

田

崎

木

水

大

野

川

音

黒

(管理部会計課総務係長)

(東京大学庶務部人事課)

(管理部会計課総務係総務主任)

(事業部観測協力室設営総括係)

仁(管 理部長)

昇(庶 務課長)

清 一(管 理部会計課課長補佐)

稔(管 理部庶務課 人事係長)

茂 明(事 業部観測協力室設営第二係長)

治

朗

夫

博

悦

明

口

坂

藤

山

長

伊

(事業部長)

(管理部会計課用度第二係長)

(管理部 会計課用度第一係長)

5月16日

〔配置換 〕

オーロラ資料部門助手

データ解析資料部門助手

超高層物理学第一研究部門助手

小 野

神 沢

山 岸

幸

博

雄

高

久

(超高層物理学 第一研究部門助手)

(地球物理学研究部 門助手)

(デー タ解析資料部 門助手)

10月1日

〔採用 〕

地学研究部 門助手 本 吉 洋
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11月30日

〔退 職 〕 松 田 達 郎(所 長)

12月1日

〔昇任 〕

所 長

〔併任 〕

企画調整官

資料主幹

星 合 孝 男(企 画調整官)

川 口 貞 男(資 料主 幹)

吉 田 栄 夫(地 学研究部 門教授)

平成元年2月1日

〔配置換 〕

管理部庶務課庶務係長

(管理部庶務課研究協 力係長併 任)

事業部事業課企画係長

免 ・管理部庶務課庶務係長 事務取扱

鈴 木 由喜男(事 業部事業課企画係長)

柴 野 浩 成(管 理部庶務課研究協力係長)

中 村 浩 二

5.所 務 日記

634.12

13

5.12

19

23

24

25

30

6.1

2

7～9

13

22～26

7.4

11

12

12～13

8.4

23

9.2

20

27

29

10.3

観測船 「しらせ」東京港帰港

第28次 越冬隊,第29次 夏隊帰 国歓迎 会

地学専門委 員会

第20回 評議 員会議

定常 観測専門委 員会

生物 ・医学専 門委 員会,気 水圏 専門委 員会

宙空専門委 員会

設営連 絡会

第38回 編 集委 員会

健康判定委 員会

第13回 南極限 石シ ンポ ジウム

第49回 運営協議 員会議

第30次 観 測隊夏期総 合訓練(菅 平)

第1回 移転 問題検 討会議

第2回 移転 問題検討 会議

第3回 移転 問題検 討会議

第11回 極域気水圏 シ ンポジウム

レクリェーシ ョン(バ レーボール大会)

第50回 運営協議員 会議

レクリェーシ ョン(ボ ー リング大会)

第21回 評議員 会議

第39回 編 集委 員会

創立記 念 日

第30次 観 測隊全員集 合
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4

18

17

25～26

11.2

14

16

12.12～14

兀 ⊥17～18

25

1.27

2.10

16

17

20

22

27

3.13～18

28

第4回 移転問題検討 会議

南極地名委員会

第17回 南極陽石研 究委員会

第9回 南極 地学 シンポ ジウム

第51回 運営協議員 会議

第30次 観 測隊出発

南極議員 クラブ

第11回 極域生物 シ ンポ ジウム

第12回 極域 における電離 圏磁気圏総合観測 シンポジウム

健康 判定委員 会

第40回 編集委員会

宙空専 門委員会,地 学専 門委員会

共同研究委員 会

気水 圏専 門委員会

生物 ・医学専 門委員 会,定 常観測専 門委員会

設営連絡 会

第52回 運営協議員 会議

第31次 観 測隊冬期総 合訓練(乗 鞍)

第29次 越冬 隊,第30次 夏 隊帰 国
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